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春夏秋冬・ 「活力ある島根Jに向けた大学との連携

鑑B 大学+自治体のバワー
信頼の醸成で「知の宝庫」はフル稼働する

白井紘行(群馬大学副学長・地域連携推進室長)

「産学官・地域連携」のモデルだ
桐生市経済産業部産学宮推進室

8佐賀県唐津市九州大学 ケンサキイカを生きたままで全国へ搬送 柴山雅洋
10北海道栗山町 5大学 長い交流の上に新たな関心も一致

12宮城県大崎市東北大学 「ふゆみずたんぽ米」生産の効用
14千葉県白井市など順天堂大学 ヘルスプロモーションへのお誘い
16栃木県大田原市国際医療福祉大学 ハードの開放、ソフト・地域協力も 干保一夫

愛媛県愛南町愛媛大学 「全学対応」で見えてきた南予振興と新水産学18 
山内日告平

平木文尊

溝口善兵衛(島根県知事)1 

森下祐作

西j撃誠弘

島内憲夫

群馬大学工学部群馬県桐生市

2 

6 

30広島県呉市、安芸郡源町 8大学 8大学と連携、厚みある協力
特別論文 地域づくりの担い手たちへ32 

岡崎昌之(地域づくり団体全国協議会会長・法政大学現代福祉学部教綬)

民夫(長岡市長)

谷村美江

多国安寛

首長の意欲

29東洋大学と連携して「交流」を軸とした創造的復興
合併市町村への支援 日向市(日向市+東郷町)

36住民主体に新観光スタイル開発

移住・交流事業 高松市、小豆島(土庄町、小豆島町)、直島町

38 'i市3町が一体となって誘致活動
エブ特産品倶楽部

40消費者にも生産者にも愛されて
スポーツ拠点
42 桜えびの町を熱気で包むスポチャン

-・哩邑冨:Iiii'1:副恒温=111・

『二十四の撞jの舞台となった分教場跡

"'" ホホ

小豆島八十八霊場の四番目「古江庵JIJ 
海辺にある

新里勇人

地域づくり団体訪問 ワーク21上北山

44ヒルクライムレースを主催するまでに
(奈良県上北山村)

竹のj甫夢創塾

46伝統スロープード発酵食品に魅かれて
(石川県加賀市)

43海洋の価値について考えましょう

これは醤油工場。醤i由も小豆島の特産品だ

48センタ一通信

圃圃圃圃圃圃i'.5.IiiIJliII・・・・・・

28手前みそですが….鹿児島市オリーブ百年祭(続)

22 ~ 27 特集関連

21 

(小
豆
島
)

石
の
上
に
も
=
一
年
、
島
の
上
に
百
年
。
日

本
に
オ
リ
ー
ブ
が
移
植
さ
れ
て
百
年
。
病
虫

害
な
ど
で
ギ
ブ
ア

ッ
プ
す
る
移
植
地
が
相
次

ぎ
、
「
日
本
の
オ
リ
ー
ブ
の
産
地
」
と
し
て
生

き
残
っ
た
の
は
小
豆
島
(
土
庄
町
と
小
豆
町
)

だ
け
だ
。
今
年
は
移
植
百
年
を
記
念
す
る
祭

り
の
年
で
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
る
。

祭
り
の
中
心
に
な
る
の
は
オ
リ
ー
ブ
公
園
。

道
の
駅
「
オ
リ
ー
ブ
会
館
」
や
「
ハ
ー
ブ
園
」

も
こ
こ
に
あ
り
、
様
々
な
オ
リ
ー
ブ
製
品
を

売
っ
て
い
る
。

一
泊
二
日
の
旅
だ
っ
た
が
、
行
き
か
う
人

は
み
ん
芯
親
切
、
気
候
も
い
い
し
、
住
ん
で

み
た
く
芯
る
島
だ
。
オ
リ
ー
ブ
の
ほ
か
に
、

素
麺、

醤
油
、
ご
ま
油
、
ハ
ー
ブ
と
特
産
品

が
多
い
。

左
の
写
真
は
道
の
駅
「
オ
リ
ー
ブ
会
館
」

の
パ
ジ
ル
・
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
の
セ
ッ
ト
。

ハ
ー
ブ
ト
ー
ス
ト
、
オ
リ
ー
ブ
油
と
オ
リ
ー

ブ
の
実
の
新
漬
け
、
オ
リ
ー
ブ
の
葉
の
テ
ィ
ー

で
千
円
と
は
安
い
。

-
文
H
室
谷
克
実

-
カ
メ
ラ
H
小
形
又
男

素麺も特産品。実演時間は終わっていた

が、ご主人が手延べ素麺作りを見せてく

れた(小豆島ふるさと村の「手延そうめ
ん館」で)

スパゲティーのセットパジル

(財)地域活性化セン安一地域づくり編集
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溝口善兵衛

「活力ある島根」に向けた
大学との連携
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島
根
県
は
、
こ
れ
ま
で
大
都
市
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
遠
く
、
交
通
網
も

十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
発
展
が
遅
れ
、
少
子
高

齢
化
や
人
口
減
少
と
い

っ
た
大
き
な
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
た
め
に
か
え
っ
て
、
き
れ
い
な
自
然
、
豊
か
な
食
材
、
古

き
良
き
文
化
や
伝
統
、
温
も
り
の
あ
る
人
間
関
係
や
地
域
社
会
な
ど
大
都

市
で
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
が
よ
く
残
り
、
そ
れ
ら
は
島
根
の
強
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
強
み
を
活
か
し
て
、
「
活
力
あ
る
島
根
」
の
実

現
を
図
る
こ
と
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
活
力
あ
る
島
根
」
の
実
現
を
目
指
す
上
で
、
県
内
の
研
究
機
関
、
研
究
者
、

さ
ら
に
は
学
生
の
皆
さ
ん
が
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
島
根
に
は
高
等
教
育
機
関
と
し
て

「
国
立
島
根
大
学
」
と

「島

根
県
立
大
学
」

※
の
二
つ
の
大
学
と、

「
国
立
松
江
工
業
高
等
専
門
学
校」

が
あ
り
、
県
や
市
町
村
、
経
済
界
な
ど
と
の
連
携
の
下
、

産
業
振
興
や
地

域
づ
く
り
に
積
極
的
に
関
わ

っ
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
に
は
、
い
か
に
競
争
力
を
有
す
る
新
製
品
や
新
技
術
を
生
み

出
す
か
が
重
要
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
県
内
中
小
企
業
の
試
験
研
究
資

源
や
技
術
開
発
体
制
等
の
経
営
資
源
は
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
ず
、
大

学
や
高
等
専
門
学
校
等
が
有
す
る
人
材
や
研
究
イ
ン
フ
ラ
を
有
効
に
活
用

し
、
研
究
シ

l
ズ
と
企
業
ニ

l
ズ
の
マ

ッ
チ
ン
グ
を
図
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
島
根
大
学
や
松
江
高
専
に
は
、
県
職
員
を
客
員
教
員
に
迎
え

入
れ
て
い
た
だ
き
産
学
の
密
接
な
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
産
業
支
援
機

関
で
あ
る

「
財
団
法
人
し
ま
ね
産
業
振
興
財
団
」
に
は
、
技
術
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ

l
を
配
置
し
、
大
学
側
と
協
力
し
て
企
業
の
技
術
的
課
題
の
解
決

に
取
り
組
む
な
ど
、
案
件
ご
と
に
個
別
支
援
し
て
い
ま
す
。
企
業
と
大
学

と
の
連
携
を
深
め
、
そ
れ
ら
が
有
す
る
研
究
開
発
能
力
や
技
術
な
ど
を
積

極
的
に
活
か
し
て
い
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
情
報
産
業
分
野
で
は
、

島
根
大
学
を
中
心
に
産
学
官
が
連
携
し
、
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プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語

R
u
b
y
な
ど
オ
ー
プ
ン
ソ

l
ス
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

に
関
す
る
最
新
技
術
等
の
研
究
・
情
報
発
信
や
優
れ
た

I
T
人
材
の
育
成

に
取
り
組
み
、
ソ
フ
ト
系
I
T
企
業
群
の
県
内
形
成
を
目
指
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

一
方
、
島
根
県
立
大
学
は
、
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
に
よ
り
若
者
の

県
外
流
出
を
防
ぎ
、
社
会
に
有
為
な
人
材
を
供
給
す
る
た
め
、

二
0
0
0

年
に
開
学
し
ま
し
た
。
島
根
の
地
理
的
な
強
み
を
活
か
し
、

学
術
研
究
分

野
と
し
て
の
北
東
ア
ジ
ア
学
を
創
設
す
る
な
ど
、
特
徴
的
な
取
り
組
み
も

行
っ
て
お
り
、
設
立
九
年
目
と
い
う
歴
史
の
新
し
い
大
学
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
国
内
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
志
願
率
と
就
職
率
を
誇
り
、
全
国
的

な
知
名
度
も
増
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
地
域
を
見
詰
め
る
温
か
い

目
と
世
界
を
知
る
聞
か
れ
た
心
を
持
つ
人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
大
学
は
今
年
三
月
、
全
国
唯

一
の
中
山
間
地
域
を
対
象
と

し
た
研
究
機
関
で
あ
る

「
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
教
育
研
究
協

力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
大
学
院
生
が
セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
中
山
間
地
域
の
課
題
を
研
究
す
る
連
携
大
学
院
の
設
置
と、

セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
集
落
対
策
、
遊
休
農
地
の
再
生
・
活
用
な
ど
の
地
域

課
題
解
決
の
た
め
の
研
究
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
に
あ

っ
て
持
続

可
能
な
地
域
社
会
の
在
り
方
を
模
索
す
る
と
と
も
に
、
振
興
施
策
の
調
査

研
究
、
地
域
づ
く
り
の
支
援
、
農
林
業
が

一
体
と
な

っ
た
複
合
的
技
術
研

究
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
県
立
大
学
と
の
連
携
に
よ
り
、
研
究

の
充
実
が

一
層
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
産
学
官
が
緊
密
に
連
携
し
、
人
材
育
成
や
共
同
研
究
に
よ
っ

て
互
い
の
機
能
を
強
化
し
合
い
、
中
山
間
地
域
、
さ
ら
に
は
島
根
の
活
性

化
に
大
き
な
成
果
が
あ
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

島
根
県
立
大
学
県
西
部
の
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
四
年
制
の
総
合
政
策
学
部
と
大
学
院
、
県

東
部
の
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
と
出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス
に
短
期
大
学
部
を
設
置

(松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
一

健
康
栄
養
学
科
、
保
育
学
科
、
総
合
文
化
学
科
、
出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス
一
看
護
学
科
、
専
攻
科
)
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大
学
プ
ラ
ス
自
治
体
の
パ
ワ
ー

日
開
閉
間
同
一

2 2008・7月号

『
知
の
童
， 

は
フ
ル
稼

す
る

群
馬
大
学
は
、
県
内
の
自
治
体
と
の
積
極
的
な
連
携
で
有
名
だ
。
桐
生
市
と
の
産
学
官
連
携

(
6
ml参
照
)
は

世
界
ト
ッ
プ
企
業
を
育
て
る
な
ど
全
国
の
注
目
ケ

l
ス
だ
が
、
う
ま
く
進
ん
で
い
る
例
ば
か
り
で
は
な
い
。
群

大
の
地
域
連
携
担
当
責
任
者
に
、
群
大
が
手
懸
け
て
い
る
様
々
な
例
を
踏
ま
え
て
、
成
功
へ
の
秘
訣
を
語
っ
て

も
ら
っ
た
。

国
際
競
争
が
状
況
を
変
え
た

日
本
の
大
学
は
、
昔
か
ら
知
の
生
産
者
だ
っ
た
。
大
学

の
独
創
的
技
術
が
産
業
を
生
み
出
し
て
き
た
。
解
説
書
な

ど
に
よ
く
例
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
高
峰
譲
古
の
タ
カ
ジ

ヤ
ス
タ

l
ゼ
、
八
木
秀
次
の
八
木
ア
ン
テ
ナ
、

三
島
徳
七

の
M
S
鋼
、
井
口
在
屋
の
渦
巻
き
ポ
ン
プ
な
ど
だ
。

こ
の
構
図
が
崩
れ
た
原
因
は
、
昭
和
の
敗
戦
だ
。
戦
時

中
の
国
際
的
孤
立
に
よ
り
科
学
技
術
、
産
業
技
術
が
欧
米

の
水
準
か
ら
大
き
く
立
ち
後
れ
た
。
そ
の
遅
れ
を
回
復
す

る
過
程
で
、
大
学
は
基
礎
技
術
を
、
産
業
界
は
産
業
技
術

を
海
外
か
ら
導
入
す
る
と
い
う
役
割
分
担
が
図
ら
れ
た
。

急
速
な
経
済
の
回
復
を
使
命
と
し
た
産
業
界
は
、
大
学

で
の
基
礎
研
究
の
進
展
を
待
た
ず
に
、
先
進
技
術
を
欧
米

か
ら
導
入
、
産
業
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
れ
が
思
い
の
外
に

順
調
な
成
果
を
生
み
、
経
済
発
展
で
蓄
え
た
余
力
を
新
た

な
技
術
開
発
に
注
入
し
た
結
果
、
産
業
技
術
は
世
界
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
過
程
で
、
産
業
界
は
大
学
を
「
知
の
生
産
者
」
と

し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
入
試
に
よ
り
選
別
さ
れ
た
人
材

の
供
給
機
関
と
見
る
よ
う
に
な
り
、
産
業
界
に
便
利
な
人

材
を
供
給
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
期
待
し
な

い
時
代
が
長
く
続
い
た
。
そ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
大

学
は
、
産
業
界
か
ら
も
地
域
か
ら
も
孤
立
し
て

ク象
牙
の

塔
。
と
し
て
引
き
こ
も
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
一
九
八

0
年
代
か
ら
、
こ
の
状
況
は
ガ
ラ
リ
と

変
わ
っ
た
。

日
本
の
企
業
は
グ
ロ

ー
バ
ル
競
争
の
激
化
、
あ
る
い
は

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
外
国
か
ら
の

技
術
導
入
で
は
産
業
の
発
展
は
望
め
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、

企
業
は
激
し
く
終
わ
り
の
な
い
競
争
を
勝
ち
抜
く
た
め
、

全
て
を
自
前
で
研
究
開
発
す
る
資
金
的
余
裕
も
な
く
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
企
業
内
人
材
育
成
で
は
、
そ
の
コ
ス
ト
と

必
要
と
す
る
時
間
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。

ま
さ
に
世
界
は
経
済
戦
争
に
移
り
、
競
争
は
国
の
持
つ

全
て
の
能
力
を
注
ぎ
込
む
国
家
総
力
戦
と
し
て
の
性
格
を

;↓ぷ珂ω

群
馬
大
学
副
学
長

・
地
域
連
携
推
進
室
長

・
白
井
紘
行

帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
国
が
競
争
に
勝
ち
残
る
た
め
に

残
さ
れ
た
唯

一
の
選
択
肢
が
、
欧
米
で
う
ま
く
機
能
し
て

い
る
「
産
学
官
の
連
携
」
だ
っ
た
。

産
学
連
携
か
ら
地
域
活
性
化
ヘ

歴
史
的
に
見
て
も
、
欧
米
で
は
長
い
間
、
基
礎
科
学
と

産
業
技
術
は
同
じ
根
っ
こ
を
持
ち
、
融
合
し
て
発
展
し
て

き
た
。
と
こ
ろ
が
、
わ
が
国
で
は
大
学
が
孤
立
の
道
を
選

択
し
、
相
互
無
関
心
あ
る
い
は
対
立
の
時
代
が
あ
っ
た
。

相
互
無
関
心
あ
る
い
は
対
立
の
時
代
を
終
罵
さ
せ
る
た

め
に
、
国
が
旗
振
り
を
し
て
、
大
学
と
産
業
界
、
あ
る
い

は
大
学
と
地
域
と
の
融
合
を
図
る
た
め
の
支
援
を
拡
充
さ

せ
て
き
た
。

例
え
ば
産
学
官
連
携
で
は
、
八
七
年
度
の
三
大
学
か
ら

始
ま
り
、
九
一一一
年
ま
で
に
ほ
ぼ
全
国
の
国
立
大
学
に
地
域

共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

(
別
称
あ
り
)
が
設
置
さ
れ
た
。
こ

れ
は
大
学
と
地
域
産
業
界
と
の
連
携
融
合
や
地
域
産
業
の



大学+自治体のパワー特集

活
性
化
な
ど
に
極
め
て
大
き
い
役
割
を
果
た
し
た
。

そ
の
後
、

二
O
O
四
年
度
の
大
学
知
的
財
産
本
部
整
備

事
業
、

O
五
年
度
の
ス
ー
パ

ー
産
学
官
連
携
本
部
事
業
な

ど
、
矢
継
ぎ
早
に
産
学
官
連
携
に
対
す
る
支
援
が
打
ち
出

さ
れ
、
大
学
と
産
業
界
の
連
携
は
高
度
化
を
続
け
て
い
る
。

一
方
、
地
域
連
携
の
部
門
で
は
、
国
立
大
学
の
地
域
貢

献
の
促
進
を
図
る
た
め
、

O
二
年
度
に
文
部
科
学
省
の
地

域
貢
献
特
別
支
援
事
業
が
始
ま
っ
た
。
事
業
の
提
案
母
体

は
、
大
学
と
自
治
体
な
ど
が
連
携
し
た
連
携
推
進
協
議
会

で
あ
り
、
事
業
内
容
は
各
地
域
の
特
色
を
ベ

l
ス
に
し
た

「
地
域
づ
く
り
」
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
支
援
事
業
は

二
年
間
で
中
止
と
な
っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
「
特
色
あ
る

大
学
教
育
支
援
事
業
」
や
「
現
代
的
ニ

l
ズ
支
援
事
業
」

に
受
け
継
が
れ
、
地
域
貢
献
、
地
域
づ
く
り
に
対
し
て
も

継
続
的
に
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て

O
八
年
度
に
、
新
し
い
「
質
の
高
い
大
学
教
育

推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
発
足
し
た
。
こ
の
中
に
も
地
域
貢

献
・
地
域
活
性
化
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の

一
連
の
地
域
連
携
活
動
に
対
す
る
公
的
支
援
は
、

大
学
と
自
治
体
、
あ
る
い
は
大
学
と
地
域
間
の
関
係
を
飛-

大泉町の児童館での多文化学生インターシップ

躍
的
に
濃
密
に
し
た
。
そ
の
成
果
が
可
視
化
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
、
大
学
自
身
が
学
長
裁
量
経
費
な
ど
を
提
供
し
、

自
前
で
地
域
貢
献
を
増
幅
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
も
活
発

に
な
っ
て
き
た
。

現
在
、
文
部
科
学
省
は
地
域
振
興
、
地
域
活
性
化
の
た

め
様
々
な
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。
O
八
年
度
の

一
覧
を

見
る
と
、
地
域
教
育
力
の
再
生
、
生
涯
学
習
の
推
進
、
学

校
の
機
能
の
活
用
、
高
等
教
育
機
関
の
機
能
の
活
用
、
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
、
地
域
文
化
の
振
興
、
地
域
の
科
学
技
術

の
振
興
、
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
な
ど
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
分
か
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
地
域
医
療
、
高
齢
者
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な

ど
、
医
療
福
祉
関
係
の
分
野
も
地
域
づ
く
り
に
は
欠
か
せ

な
い
。
実
に
多
く
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
多
様
な
分
野
に
積
極
的
に
参
加
し
て
地
域
づ
く
り
に
貢

献
で
き
る
最
強
の
組
織
が
大
学
だ
。

既
に
、
こ
れ
ら
多
様
な
分
野
で
、
多
く
の
大
学
と
自
治

体
が
協
力
し
て
地
域
づ
く
り
活
動
を
進
め
て
い
る
。
そ
の

真
の
成
果
は
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
。
現
状
で
統

一
的
な
成

果
や
問
題
点
を
指
摘
す
る
に
は
、
余
り
に
も
広
範
な
分
野

で
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
群
馬
大
学
と
県
内
自
治

体
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
数
例
紹
介
し
て
、
そ

の
中
か
ら
成
果
や
共
通
す
る
問
題
点
な
ど
を
指
摘
し
た
い
。

ま
さ
に
タ
イ
ミ
ン
グ
の
良
さ
で

群
馬
県
の
東
部
、
太
田
市
を
中
心
と
す
る
地
域
は
自
動

車
産
業
や
電
機
産
業
が
大
変
盛
ん
で
、
工
業
出
荷
額
は
日

本
で
も
有
数
だ
。
と
こ
ろ
が
太
田
市
は
「
理
工
系
大
学
が

な
い
」
「
文
化
的
香
り
に
乏
し
い
」
「
地
元
で
十
分
な
人
材
育

成
が
で
き
な
い
」
「
地
場
産
業
で
も
人
材
面
で
外
国
と
の

競
争
に
遅
れ
を
と
る
」
な
ど
、
数
々
の
悩
み
を
持
っ
て
い
た
。

そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
、
太
田
市
と
太
田
商
工
会
議

所
は
理
工
系
大
学
の
誘
致
に
乗
り
出
し
た
。
大
学
は
多
様

な
分
野
で
知
的
財
産
を
蓄
積
し
て
お
り
、
地
域
の
活
性
化
、

地
域
づ
く
り
活
動
の
中
核
と
し
て
最
適
だ
か
ら
だ
。

太
田
市
は
、
強
い
利
害
関
係
を
共
有
し
て
き
た
地
元
の

群
馬
大
学
に
対
し
て
、
生
産
工
学
分
野
の
人
材
育
成
機

関
を
太
田
市
に
設
置
す
る
よ
う
陳
情
に
来
た
。
熱
意
あ

る
陳
情
で
あ
り
、
か
つ
的
確
な
関
連
情
報
を
持
っ
て
い
た
。

O
五
年
夏
だ
っ
た
。

そ
れ
は
、
群
馬
大
学
が
国
立
大
学
法
人
に
組
織
転
換
し

て
ほ
ぼ
安
定
期
に
入
り
、
拡
大
し
た
大
学
の
裁
量
権
の
下
、

次
の
活
躍
の
舞
台
を
模
索
し
て
い
た
時
だ
っ
た
。

ま
さ
に
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
い

O
七
年
四
月

一
日
に
は
太

田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
群
馬
大
学
工
学
部
生
産
シ
ス
テ
ム
工
学

科
と
同
大
学
院
博
士
課
程
が
開
講
し
た
。

こ
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
群
大
、
太
田
市
、
太
田
市
産

業
界
の
強
い
地
域
連
携
の
結
実
で
も
あ
り
、
明
日
の
地
域

連
携
へ
の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
。

大
学
か
ら
見
れ
ば
、
新
し
い
地
域
に
小
さ
い
・
な
が
ら
拠

点
を
持
っ
た
こ
と
に
な
り
、
多
分
野
で
新
地
域
と
の
連
携

が
広
が
る
こ
と
、
産
業
界
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
な
り
、

教
員
の
教
育
研
究
に
新
し
い
機
会
が
生
ま
れ
る
こ
と
な
ど
、

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

市
側
か
ら
見
る
と
、
大
学
を
中
心
と
し
た
新
し
い
地
域

づ
く
り
、
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
で
き
る
こ
と
、

大
学
か
ら
優
秀
な
技
術
者
が
育
ち
地
域
の
産
業
が
活
性
化

さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
が
巡
り
巡
っ
て
若
者
に
と
っ

て
魅
力
的
な
ま
ち
と
な
り
、
自
然
に
若
者
が
ま
ち
に
集
ま

る
よ
う
に
な
る
こ
と
ー
な
ど
好
循
環
が
発
生
す
る
基
盤

ぬl::ω2008・7月号3 
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が
造
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
若
者
で
賑
わ
う
ま
ち

l

こ

れ
こ
そ
究
極
の
地
域
づ
く
り
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ニュ
l
力
マ

i
対
応
で
大
学
も
学
べ
た

太
田
市
の
隣
に
大
泉
町
が
あ
る
。
小
さ
い
町
だ
が
、
近

く
に
大
規
模
な
電
機
産
業
や
自
動
車
産
業
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
外
国
人
労
働
者
の
流
入
が
相
次
い
で
い
る
。
特
に

九

O
年
の
入
管
法
改
正
を
受
け
て
、
南
米
の
日
系
人
労
働

者
が
急
増
し
、
大
泉
町
の
外
国
人
比
率
は

一
六
%
に
も
高

ま
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
所
在
の
捕
捉
が
難
し
い
こ
と
も

あ
り
実
体
が
不
明
で
、
従
っ
て
「
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
「
外
国
人
集
住
地
域
が
発

生
し
習
慣
の
違
い
か
ら
札
際
が
生
じ
る
」
:
・
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
問
題
が
発
生
し
た
。

い
わ
ゆ
る
ニ
ュ

l
カ
マ
ー
と
の
付
き
合
い
方
は
、
日
本

人
に
と
っ
て
は
未
経
験
で
あ
り
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
存
在
し

な
い
。
課
題
の
多
様
性
や
前
例
の
な
さ
か
ら
、
自
治
体
の

力
だ
け
で
解
決
す
る
の
は
か
な
り
難
し
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
注
目
し
た
群
大
教
育
学
部
の
教
員

が
九
八
年
、
「
多
文
化
共
生
社
会
の
構
築
」
、
す
な
わ
ち
多

文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
目
標
を
立
て
、
調
査
研

究
に
乗
り
出
し
た
。

そ
の
結
果
、
新
外
国
籍
住
民
の
定
住
化
に
伴
う
各
種
課

題
は
最
も
重
要
な
地
域
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
が
生
ま
れ

る
と
と
も
に
、
大
学
と
し
て
挑
戦
に
値
す
る
と
の
判
断
か

ら
学
内
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
研
究
に

対
す
る
支
援
が
強
化
さ
れ
た
。

そ
し
て
、

①
外
国
人
集
住
地
域
の
実
体
を
把
握
し
て
課

題
を
抽
出
す
る
②
各
種
分
野
の
組
織
・
人
材
の
協
働
で
謀

題
解
決
を
図
る
③
多
文
化
共
生
社
会
の
構
築
に
必
要
な
人

材
の
育
成
ー
と
い
う
三
つ
の
目
的
を
立
て
、
事
業
の
推

進
を
図
っ
た
。

外
国
人
子
弟
の
教
育
、
地
域
と
の
摩
擦
、
健
康
や
防
災

問
題
な
ど
緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
で
実
績
を
重
ね
る
う
ち

に
、
自
治
体
と
の
信
頼
関
係
が
厚
く
な
り
、
そ
れ
に
伴
い

良
好
な
協
働
関
係
も
生
ま
れ
て
き
た
。

群
大
は
、
こ
の
活
動
に
対
す
る
支
援
を
含
め
、
地
域
連

携
活
動
促
進
の
た
め
、

O
一
年
に
全
学
の
地
域
連
携
協
議

会
を
、
さ
ら
に
そ
の
実
働
部
隊
と
し
て
地
域
連
携
推
進
室

を
立
ち
上
げ
、
組
織
整
備
を
図
っ
た
。

翌

O
二
年
、
上
述
の
地
域
貢
献
特
別
支
援
事
業
の
開
始

と
と
も
に
、
「
多
文
化
共
生
社
会
の
構
築
」
を
含
め
地
域

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
六
事
業

を
ま
と
め
た
地
域
貢
献
事
業
を
提
案
し
、
採
択
さ
れ
た
。

続
い
て
「
多
文
化
共
生
社
会
の
構
築
に
貢
献
す
る
人
材

の
育
成
」
が

O
五

1
0
八
年
度
の
特
色
あ
る
大
学
教
育
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採
択
さ
れ
た
。

大
学
の
支
援
と
、
そ
れ
に
続
く
文
部
科
学
省
に
よ
る
支

援
で
、
こ
の
事
業
は
急
速
に
拡
充
し
て
き
た
。
多
文
化
共

生
事
業
の
展
開
の
中
で
、
実
態
調
査
、
教
育
事
業
、
医
療

事
業
、
交
流
事
業
、
防
災
事
業
、
人
材
育
成
、
情
報
提
供
、

施
策
提
言
と
い
っ
た
八
領
域
五
十
六
事
業
を
群
馬
県
や
大

泉
町
と
の
協
働
で
実
施
し
た
。

自
治
体
と
協
力
し
て
行
っ
た
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
か
ら
大
学
が
得
た
意
義
は
計
り
知
れ
な
い
と
考
え

て
い
る
。
多
文
化
共
生
マ
イ
ン
ド
の
緬
養
は
、
広
範
な
専

門
的
職
業
人
に
と
っ
て
必
須
の
基
本
的
素
養
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
多
文
化
共
生
社
会
構
築
に
貢
献
で
き
る
人

材
養
成
の
た
め
の
大
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
こ
と
も

で
き
た
。
さ
ら
に
、
学
生
達
の
社
会
人
基
礎
力
養
成
を
目

4 

的
と
す
る
多
文
化
共
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
が
確
立

さ
れ
た
。
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一
方
、
自
治
体
は
、
高
度
な
内
容
で
体
系
的
な
知
識
や

研
究
的
要
素
を
持
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大
学
と
の
協

働
が
極
め
て
有
効
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
と
思
わ
れ
る
。

実
践
か
ら
得
た
経
験
は
、
外
国
人
集
住
地
域
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
筈
だ
。

議l::・ω

ど
こ
か
に
ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い
が

し
か
し
、
順
調
に
運
ぶ
ケ
l
ス
ば
か
り
で
は
な
い
。

群
大
の
本
部
が
あ
る
前
橋
市
で
の
地
域
連
携
は
、
群
大

と
し
て
は
発
展
的
に
事
態
が
進
ん
で
い
な
い
例
だ
。

前
橋
市
は
県
都
だ
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
車
越
し
た
産
業
・

企
業
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
地
元
の
大
学
を
卒
業
し
た

学
生
を
引
き
留
め
る
魅
力
に
欠
け
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
関

係
者
は
大
変
憂
慮
し
、
ま
ち
中
の
再
活
性
化
を
図
る
た
め

努
力
し
て
い
る
。

大
学
も
、
よ
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

一
員
で
あ
り
た
い
と

思
い
、
前
橋
市
が
活
気
を
取
り
戻
す
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

若
者
に
魅
力
の
な
い
ま
ち
に
あ
る
大
学
に
、
若
者
は
決
し

て
魅
力
を
感
じ
な
い
。
と
な
れ
ば
優
秀
な
学
生
も
集
ま
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

そ
こ
で
三
年
前
、
群
大
と
前
橋
商
工
会
議
所
、
そ
れ
に

前
橋
市
が
設
立
し
た
前
橋
工
科
大
学
の
三
者
で
協
定
を
結

び
、
市
中
心
部
を
活
性
化
し
町
中
が
賑
わ
い
を
取
り
戻
す

よ
う
三
者
協
力
に
よ
り
挑
戦
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

市
街
地
の
再
活
性
化
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ま
た
若
者

を
市
街
地
へ
呼
び
戻
す
た
め
に
、
「
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ

ス
」
を
立
案
し
、
商
工
会
議
所
の
コ

l
デ

イ

ネ

l
ト
の
下
、

両
大
学
の
教
員
が
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
(
公
開
講
座
や
特
別
授
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業
)
を
、
ま
ち
な
か
で
行

っ
て
い
る
。

O
七
年
度
後
半
だ
け
で
、
六
十
回
を
超
え
る
ミ
ニ
イ
ベ

ン
ト
が
ま
ち
な
か
で
行
わ
れ
た
。
一

つ
の
イ
ベ
ン
ト
に

三
十
人
の
参
加
者
が
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
半
年
で
千
八
百

人
の
老
若
男
女
が
こ
の
活
動
で
ま
ち
な
か
に
出
向
い
た
こ

と
に
な
る
。
こ
の
人
数
が
ま
ち
な
か
を
賑
や
か
に
し
た
と

は
言
い
難
い
が
、
六
十
回
を
超
え
る
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
は
事
前
の
予
測
よ
り
多
く
、
将
来
に
か
す
か
な
希
望
を

抱
か
せ
る
。

し
か
し
、
こ
の
三
者
協
定
に
基
づ
く
活
動
に
は
い
ろ
い

ろ
問
題
が
内
在
し
て
い
る
。

そ
の

一
つ
は
、
前
橋
市
は
前
橋
工
科
大
学
の
設
置
者
と

は
い
え
、
市
そ
の
も
の
と
し
て
は
協
定
に
参
加
し
て
い
な

い
こ
と
だ
。
大
学
と
密
に
付
き
合
う
こ
と
に
、
あ
る
種
の

臨
陪
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

前
橋
市
の
市
街
地
の
再
活
性
化
を
目
的
に
関
係
者
が
努

力
し
て
い
る
の
に
、

主
当
事
者
が
参
加
し
な
い
こ
と
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
展
に
支
障
を
来
た
す
。
市
関
連
施
設

の
使
用
に
も
、
十
分
な
便
宜
が
払
わ
れ
て
い
な
い
。

第
二
は
協
定
の
中
身
だ
。
前
橋
市
が
医
療
都
市
を
目
指

叫

必

圃

野

h

a

E
川

芯
干

圃

判

学

一

工
変

一

院
事
一

学

学
大
工

字

ム

大

テ
馬
ス

出
汁

シ産生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
関
連
す
る
科
学
技
術
の
振

興
は
協
定
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
協
定
の
目
的
の
中
に

「
産
業
の
振
興
」
が
な
い
。
「
産
業
の
振
興
」
こ
そ
、

若
者

が
集
ま
る
ま
ち
へ
の
第

一
歩
だ
ろ
う
。

第
三
は
、
協
定
締
結
か
ら
か
な
り
月
日
が
経

っ
た
が
、

「
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
」
業
務
が
組
織
的
に
行
わ
れ
て

い
な
い
こ
と
だ
。
商
工
会
議
所
は
熱
心
に
コ

l
デ
イ
ネ
l

ト
し
て
い
る
が
現
状
で
は
限
界
が
あ
る
。

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
戦
略
的
運
営
を
継
続

的
な
実
施
す
べ
き
だ
が
、
現
状
で
は
イ
ベ
ン
ト
の
回
数
こ

そ
多
い
が
単
発
の
線
香
花
火
の
連
続
だ
。

し
か
し
、
前
橋
市
内
の

一
N
P
O
法
人
と
は
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど
で
円
滑
な
協
力
が
進
ん
で
い

る
こ
と
は
、
本
誌
に
紹
介
さ
れ
た
通
り
だ

(O
八
年
五
月

号

「祭
り
の
効
用
l
山
車
・
神
輿
か
ら
ブ
ル
パ
ト
が
」
参

照
)
。
前
橋
市
の
ま
ち
な
か
活
性
化
の
場
合
は
、
ど
こ
か

に
ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

結
局
は
関
係
者
問
、
関
係
組
織
聞
の
信
頼
関
係
が
問
題

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

関
係
者
間
に
十
分
な
信
頼
関
係
が
醸
成
さ
れ
て
い
な
い

太田キャンパス開講式典での学長あいさつ

と
、
協
働
で
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
は
大
変

に
難
し
い
の
だ
。

大
学
は
基
本
的
に
前
向
き

以
上
、

筆
者
自
身
が
実
際
に
当
事
者
と
し
て
体
験
し
た

三
件
の
大
学
と
自
治
体
・
地
域
と
の
連
携
事
業
を
紹
介
し

た
。
共
通
す
る
と
こ
ろ
を
ま
と
め
て
、
結
び
と
し
た
い
。

マ一

般
に
大
学
は
、
自
治
体
と
協
働
で
街
づ
く
り
を
す

る
こ
と
に
大
変
熱
心
だ
。
特
に
地
方
に
あ
る
大
学
は
地
域

と
共
に
歩
ま
な
け
れ
ば
発
展
は
望
め
な
い
か
ら
だ
。
地
域

づ
く
り
で
は
、
自
治
体
や
地
域
組
織
と
大
学
問
の
信
頼
関

係
が
極
め
て
重
要
だ
。

マ
地
域
づ
く
り
で
は
、
財
政
的
な
側
面
は
無
視
で
き
な

い
。
こ
の
観
点
か
ら
は
、
大
学
は
明
確
に
弱
者
だ
。
地
域

づ
く
り
に
自
治
体
や
地
域
の
産
業
界
は
、
応
分
の
投
資
を

す
べ
き
だ
。

前橋市での「まちなか討論会」で質問する人

マ
地
域
づ
く
り
の
出
発
点
は
、
地
域
組
織
と
大
学
問
の

価
値
観
の
共
有
か
ら
始
ま
る
。
計
画
を
立
て
、
組
織
を
作

り
、
運
営
を
開
始
す
る
時
に
は
、
公
的
財
政
支
援
が
極
め

て
有
効
だ
。

マ
地
域
づ
く
り
に
も
特
性
が
あ
る
。
特
に
調
査
、
課
題

把
握
と
分
析
、
問
題
解
決
力
な
ど
高
度
の
力
量
を
必
要
と

す
る
活
動
、
あ
る
い
は
活
動
の
中
に
多
様
で
複
雑
な
要
素

を
含
む
場
合
は
、
大
学
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
が

極
め
て
有
効
だ
。

マ
組
織
聞
の
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

産
学
官
連
携
活
動
と
同
様
に
、
推
進
母
体
と
地
域
の
聞
を

取
り
結
ぶ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
が
有
効
だ
。

コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
l
は
、
場
合
に
よ

っ
て
は
専
門
職
的
力
量
を
必
要

2008・7月号 地主当ゆ

と
す
る
。
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特

集

大
学
+
自
治
体
の
パ
ワ
l

群
馬
大
学
工
学
部

群
馬
県
桐
生
市

「
産
学
官

• 

の
モ
デ
ル
だ

-
桐
生
市
経
済
産
業
部
産
学
官
推
進
室

「
織
物
の
町
」
と
聞
く
と
、
廃
れ
つ
つ
あ
る
聞
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
が
多
い
だ
ろ
う
。
桐
生
市
の
場
合
も
、
織
物
産
業
に

は
か
つ
て
の
活
力
は
な
い
。
し
か
し
、
織
物
(
関
連
)
産
業
で
培
わ
れ
た
技
術
力
を
土
台
に
し
た
新
た
な
産
業
が
開
花
し

て
い
る
。
そ
の
時
、
決
定
的
な

。助
っ
人
。
と
し
て
、
い
芯
く
て
は
な

5
な
い
存
在
が
群
馬
大
学
工
学
部
だ
。

g 
産
の

E 
込
ん
で

る

桐
生
市
は
、
群
馬
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、
赤
城
山

を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
山
々
に
固
ま
れ
、
豊
富
な

水
と
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
た
人
口
約
十
三
万
人
、
面
積

二
百
七
十
五
平
方
J
の
地
方
都
市
だ
。

ま
た
「
日
本
の
機
(
は
た
)
ど
こ
ろ
」
と
郷
土
の
カ
ル

タ
に
詠
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
絹
業
産
地
と
し
て
長
い
歴
史

を
持
つ

。織
物
の
街
。
だ
。
古
く
は
徳
川
家
に
軍
事
旗
を

献
上
し
た
こ
と
か
ら
名
前
が
つ
い
た
と
さ
れ
る
「
桐
生
お

召
し
」
の
生
産
で
全
国
的
に
隆
盛
を
誇
っ
た
。
広
幅
織
機

の
動
力
化
を
い
ち
早
く
図
り
、
多
種
多
様
な
織
物
を
作
り

出
す
産
地
と
し
て
、
全
国
的
に
も
名
声
を
得
て
き
た
。
か

つ
て
全
国
か
ら
多
く
の
商
人
や
職
人
が
往
来
し
た
結
果
、

地
域
の
経
済
は
活
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
織
物
産
地
と
し
て

の
隆
盛
ぶ
り
は
「
西
の
西
陣
、
東
の
桐
生
」
と
並
び
称
さ

れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

現
在
で
は
、
長
引
く
繊
維
不
況
、
人
口
減
少
、
高
齢
化

の
進
展
な
ど
に
よ
り
、
往
時
の
活
力
は
影
を
潜
め
て
い
る

も
の
の
、
今
も
な
お
桐
生
市
に
は
、
山
紫
水
明
の
豊
か

な
自
然
、
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
の
織
物
工
場
跡
や
蔵
の
建
ち
並

ぶ
古
い
街
並
み
、
も
の
づ
く
り
文
化
を
生
か
し
た
優
れ
た

物
産
品
、
栄
華
を
極
め
た
時
代
を
受
け
継
ぐ
食
文
化
な
ど
、

数
多
く
の
地
域
資
源
が
眠
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
桐
生
市
に
し
っ
か
り
と
溶
け
込
み
、
「
知
的

財
産
の
宝
庫
」
と
し
て
貴
重
な
地
域
資
源
に
な
っ
て
い
る

の
が
群
馬
大
学
工
学
部
だ
。

真
剣
に
取
り
組
め
ば
羽
年
で

郡
大
工
学
部
の
前
身
は

一
九

一
五
年
(
大
正
四
年
)
、

桐
生
織
物
協
同
組
合
を
は
じ
め
多
く
の
住
民
の
寄
付
を
受

け
、
産
業
界
や
住
民
か
ら
設
立
を
熱
望
さ
れ
る
形
で
誕
生

し
た
「
官
立
桐
生
高
等
染
色
学
校
」
だ
。
四
九
年
に
新
制

群
馬
大
学
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
高
等
染
色
時
代

か
ら
現
在
ま
で
、
群
大
工
学
部
は
織
物
業
界
を
は
じ
め
産

業
界
へ
の
技
術
指
導
や
、
製
造
技
術
の
改
善
な
ど
に
多
大

な
貢
献
を
果
た
す
と
と
も
に
、
数
多
く
の
先
進
的
な
研
究

成
果
や
優
秀
な
人
材
を
世
に
送
り
出
し
て
き
て
い
る
。

桐
生
市
が
、

こ
の
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
る
群
大
工
学

部
と
の
連
携
を
改
め
て
重
視
し
、
産
学
官
連
携
を
通
じ
た

6 

ま
ち
づ
く
り
に
本
格
的
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は
今
か
ら

十
年
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

市
は

一
九
九
九
年
、
産
学
官
推
進
係
を
設
置
し
、
行
政

と
し
て
産
学
官
連
携
に
向
け
た
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

こ
の
動
き
に
連
動
す
る
形
で
商
工
会
議
所
、
群
大
工
学

部
、
桐
生
市
の
関
係
者
に
よ
る
「
ま
ち
の
中
に
大
学
が
あ

り
、
大
学
の
中
に
ま
ち
が
あ
る
推
進
協
議
会
」
が
同
年
中

に
発
足
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
産
学
官
の
関
係
者
が
相
互
に
連
携
を
図

り
な
が
ら
、

ま
ち
と
大
学
が
共
存
共
栄
を
図
り
、
か
つ
地

域
産
業
の
活
性
化
に
も
寄
与
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
掲

げ
、
「
大
学
拡
充
発
展
の
た
め
の
後
方
支
援
」
「
先
端
技
術

を
活
用
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育
成
」
「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
拠
点
整
備
」

l

の
三
つ
を
重
要

施
策
に
位
置
付
け
た
。

そ
の

一
環
と
し
て
桐
生
市
は
、
群
大
が
市
有
施
設
を
使

用
す
る
際
の
使
用
料
の
免
除
を
は
じ
め
、
大
学
の
研
究
活

動
や
市
民
と
の
交
流
事
業
に
対
す
る
補
助
制
度
を
創
設
、

さ
ら
に
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
環
境
整
備
事
業
と
し
て
学
生

向
け
の
駐
車
場
の
確
保
や
歩
道
整
備

・
照
明
灯
の
設
置
な

ど
、
大
学
に
対
す
る
側
面
支
援
を
充
実
し
た
。

一
方
、
大
学
も
産
学
官
連
携
を
通
じ
た
地
域
へ
の
貢
献

を
大
き
な
目
標
と
し
て
確
認
し
、
そ
の
取
り
組
み
を
積
極

的
に
進
め
て
き
た
。

そ
の
後
、
同
協
議
会
か
ら
の
提
言
を
受
け
、
産
業
界

と
大
学
と
の
橋
渡
し
的
な
役
割
を
担
う
組
織
と
し
て
、

二
O
O
一
年
に
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
北
関
東
産
官
学

研
究
会
」
が
設
立
さ
れ
、
桐
生
市
か
ら
の
活
動
資
金
を
事

業
の
主
要
財
源
と
し
て
、
群
大
工
学
部
と
の
連
携
を
軸
に
、

新
技
術

・
新
産
業
の
創
出
に
向
け
た
各
種
の
事
業
展
開
を

2008・7月号品同幼
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図
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
大
学
教
員
が
中
心
の
専
門
部
会
や
、
登

録
顧
問
団
の
運
営
に
加
え
、

産
学
官
共
同
研
究
に
対
す
る

助
成
事
業
な
ど
が
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。
同
研
究
会

は
、
桐
生
市
が
群
大
工
学
部
と
の
連
携
を
通
じ
た
地
域
産

業
の
活
性
化
を
進
め
る
上
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

こ
う
し
た
組
織
の
活
動
や
群
馬
大
学
工
学
部
と
桐
生
市

と
の
連
携
に
よ
る
地
域
産
業
活
性
化
に
向
け
た
活
動
は
、

経
済
産
業
省
や
群
馬
県
な
ど
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
活
動
資

金
の
提
供
や
専
門
的
人
材
の
派
遣
な
ど
多
大
な
支
援
を
受

け
て
い
る
。

世
界
ト
ッ
フ
企
業
も
育
っ
た

産
学
官
連
携
を
通
じ
た
産
業
活
性
化
施
策
の
成
果
事
例

と
し
て
、
あ
る
企
業
は
染
色
機
械
メ
ー
カ
ー
か
ら
偏
光
板

桐生市の夏の風物詩 「繭玉ころがし」は学生中心の運営だ

製
造
装
置
メ
ー
カ
ー
へ
と
見
事
に
業
種
転
換
を
図

っ
た
。

同
社
は
、
染
色
機
械
製
造
業
で
培

っ
た
技
術
力
と
大
学

の
持
つ
シ

l
ズ
を
融
合
さ
せ
、
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
偏
光
板
を

一
貫
生
産
す
る
装
置
を

開
発
し
た
。
現
在
、
こ
の
部
門
で
は
世
界
の
ト

ッ
プ
メ
ー

カ
ー
に
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
別
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
、
大
学
と
の
共
同
研

究
で
自
社
の
技
術
力
を
高
め、

実
用
化
が
難
し
か

っ
た
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
製
機
構
部
品
の
実
用
化
に
成
功
、
も
の
づ
く

り
企
業
と
し
て
再
創
業
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

産
学
官
連
携

の
成
功
事
例
と
し
て
内
外
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
群
大
工
学
部
を
核
と
し
た
産
学
官
連
携
が

本
格
的
に
進
展
し
は
じ
め
て
か
ら
は
、
大
学
と
の
共
同
研

究
に
取
り
組
む
地
域
企
業
が
飛
躍
的
に
増
加
し
、
前
述
の

よ
う
な
成
功
事
例
も
数
多
く
生
ま
れ
、
こ
れ
が
地
域
産
業

界
で
の
新
た
な
活
力
と
な

っ
て
い
る
。

地
域
と
の
+
相
互
乗
り
入
れ
+
も
活
発
に

群
馬
大
学
と
の
産
学
官
連
携
は
、
決
し
て
産
業
振
興
に

限
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
国
立
大
学
法
人
に
組
織
改
編
が

さ
れ
て
か
ら
、
群
大
工
学
部
は
以
前
に
も
増
し
て
地
域
交

流
事
業
を
強
化
し
て
い
る
。
行
政
や
産
業
界
と
の
連
携
の

ほ
か
に
も
、
市
民
と
の
交
流
促
進
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
る
。
桐
生
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
が
ま
ち
な
か
に
頻
繁
に

繰
り
出
し
、
市
民
と
の
交
流
を
通
じ
て
ま
ち
を
肌
で
感
じ

取
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
な
ど
、
地
域
と
密
着
し
た
聞
か

れ
た
大
学
を
具
現
化
し
て
い
る
と
い
え
る
。

一
例
を
紹
介
す
る
と
、

子
ど
も
達
の
理
科
離
れ
が
深
刻

化
す
る
中
、
大
学
は
自
ら
の
手
で

「
こ
う
が
く
ク
ラ
ブ
」

を
組
織
し
、
子
ど
も
た
ち
に
理
科
の
楽
し
さ
を
知

っ
て
も

ら
う
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。
小
中
高
校
生
を
対
象

に、

子
ど
も
た
ち
が
積
極
的
に
理
科
へ
の
興
味
を
示
す
よ

う
に
教
材
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
な
ど
の
活
動
が
満
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
市
民
に
と

っ
て
敷
居
が
高
い
と
い
わ
れ
る
大
学

の
構
内
に
多
数
の
市
民
を
招
い
て
実
施
す
る
「
し
だ
れ
桜

を
観
る
会
」

は、

一
日
だ
け
の
開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
で
は
四
千
人
余
り
の
市
民
が
集
う

一
大
イ
ベ
ン
ト
に
成

長
し
た
。

地
域
の
夏
祭
り
で
あ
る

「桐
生
八
木
節
ま
つ
り
」
の
中

で
、
大
学
生
が
中
心
と
な

っ
て
企
画
運
営
す
る

「ま
ゆ
玉

こ
ろ
が
し
」
は
夏
の
恒
例
行
事
と
な
り
、
市
民
交
流
の
柱

の

一
つ
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

秋
に
は
市
民
に
開
放
さ
れ
た
広
い
大
学
構
内
を
利
用
し

て
、
ク
ラ
シ

ッ
ク
カ

l
の
展
示
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
四

季
折
々
、
大
学
と
市
民
と
の
交
流
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
桐
生
市
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
大
学
と
市
民
と
の
交

流
も
、
地
域
づ
く
り
の
観
点
か
ら
支
援
し
、
ま
ち
の
活
力

に
繋
げ
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

桐
生
市
は
、

上
記
の
施
策
以
外
に
も
、
多
く
の
場
面
で

市
民
を
巻
き
込
ん
だ
形
で
群
大
工
学
部
を
核
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
そ
の
取
り
組
み
を

強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

大
学
を
中
心
と
し
た
ま
ち

「学
園
都
市
」
と
し
て
の

一

体
感
が
醸
成
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
草
の
根
活
動
に
よ
る
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
の

一
つ
の
モ
デ
ル
と
な
る
筈
だ
。
地
域

に

「
知
の
宝
庫
」

と
し
て
大
学
が
存
在
す
る
と
い
う
強
み

を
十
二
分
に
活
か
し
て
、
市
民
も
産
業
界
も
そ
の
恩
恵
を
享

受
し
、
活
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
|
こ
れ
が
将
来
を
見
据

え
た
「
桐
生
市
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
イ
ル
」
だ
。

議単語句2008.7月号7 



特

2 

大
学
+
自
治
体
の
パ
ワ
l

集

九
州
大
学

佐
賀
県
唐
津
市

8 2008・7月号

ケ
ン
ザ
キ
イ
カ
を
生
き
た
ま
ま
で
盆
固
ヘ
搬
送

実
験
は
成
功
し
た
が
、
化
に
は
ま
疋
課
題
が

商

唐
津
市
と
、
呼
子
町
を
含
む
近
隣
八
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
人
口
十
三
万
の
新
唐
津
市
。
地
元
の
漁
業
振
興

の
た
め
に
、
ま
た
唐
津
市
の

P
R
の
目
玉
と
し
て
、
「
呼
子
イ
力
」
と
し
て
知
名
度
の
高
い
イ
力
を
、
生
き
た
ま
ま

の
元
気
芯
姿
で
安
定
し
て
全
国
に
届
け

5
れ
な
い
か
。
市
と
九
州
大
学
が
中
心
と
な
り
タ
ツ
グ
を
組
ん
だ
。

生
態
は
依
然
と
し
て
謎
が
多
く

透
き
通
っ
た
身
、
ク
ネ
ク
ネ
と
動
く
足
、
皿
か
ら
今
に

も
飛
び
出
し
て
き
そ
う
な
イ
カ
の
活
き
づ
く
り
。
有
名
な

「
呼
子
イ
カ
」
は
、
標
準
和
名
で
は
「
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
」
だ
。

イ
カ
は
世
界
中
に
約
四
百
五
十
種
、
日
本
近
海
に
約

百
三
十
種
が
分
布
す
る
が
、
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
は
最
も
美
味

し
い
イ
カ
の

一
つ
だ
。
こ
の
イ
カ
は
青
森
県
以
南
の
日
本

列
島
周
辺
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ま
で
広

く
分
布
し
て
い
る
が
っ
て
い
る
が
、
中
で
も
九
州
北
西
海

域
に
多
く
、
漁
業
の
対
象
と
し
て
重
要
だ
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
産
卵
場
所
や
時
期
、
稚
イ
カ
の
生
育

場
所
、
生
育
環
境
、
回
遊
経
路
、
群
れ
の
構
造
な
ど
、
そ

の
生
態
の
多
く
は
謎
に
包
ま
れ
た
ま
ま
だ
。

と
に
か
く
美
味
い
「
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
」
の
謎
に
迫
り
た

い
。
そ
し
て
「何
と
か
全
国
に
生
き
た
ま
ま
で
届
け
た
い
」

|
|
そ
う
い
う
思
い
で
二
O
O
六
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
の

が
、
「
水
産
物
の
保
全

・
蓄
養
技
術
開
発
事
業
」
(
以
下

「
連
携
事
業
」

と
い
う
)
だ
。
こ
の
謎
の
多
い
生
物
は
、

長
時
間
輸
送
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
。
首
都
圏
へ
の
生
き
た

ま
ま
で
の
安
定
供
給
な
ど
、
夢
の
ま
た
夢
だ
っ
た
。

そ
こ
に
登
場
し
た
の
が
九
州
大
学
だ
っ
た
。

O
五
年
に

伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
工
学
系
な
ど
の

一
部
移
転
が
始
ま

り
、
唐
津
市
と
の
距
離
が
近
づ
い
て
い
た
。

唐
津
市
と
し
て
は
、
水
産
分
野
で
も
九
州
屈
指
の
知
的

財
産
を
蓄
え
て
い
る
大
学
を
活
用
し
な
い
手
は
な
い
。
早

速
、
唐
津
市
長
を
先
頭
に
ア
プ
ロ
ー
チ
が
始
ま
っ
た
。

一
方、

O
四
年
の
法
人
化
以
降
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献

を
目
指
す
九
州
大
学
。
こ
の
両
者
の
思
い
が

一
致
し
、
唐

津
市
の
熱
意
に
担
当
教
授
が
快
く
応
じ
た
。

ま
た
、
唐
津
市
担
当
者
の
熱
意
に
動
か
さ
れ
、
地
元
企

業
、
漁
業
団
体
、
県
の
試
験
研
究
機
関
が
次
々
に
加
わ
り
、

技
術
開
発
の
た
め
の
チ

l
ム
が
完
成
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
動
き
を
地
域
総
合
整
備
財
団
が
財
政
的
に
バ

ッ
ク
ア

ッ

プ
し
、
異
例
の
速
さ
で
九
州
大
学
、
唐
津
市
を
核
と
し
た

産
学
官
の
連
携
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
の
事
業
の
メ
ン
バ

ー
は
、
唐
津
市
、
九
州
大
学
、
呼

子
町
漁
業
協
同
組
合
、
株
式
会
社
ワ
イ
ビ

l
エ
ム
サ

l
ビ

ぬ泌匂

佐
賀
県
玄
海
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー

副
所
長

• 柴
山
雅
洋

ス
(
搬
送
な
ど
を
担
当
)
、
佐
賀
県
玄
海
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
、
佐
賀
県
玄
海
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
の
六
者
だ
。

唐
津
市
と
九
州
大
学
を
核
に
、
メ
ン
バ
ー
が
共
同
し
て

ケ
ン
サ
キ
イ
カ
に
関
し
て
、

①
産
卵
や
成
長
の
条
件
②
長

期
間
飼
育
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
軽
減
策
③
生
き
た
ま
ま
元
気

な
状
態
で
移
送
す
る
た
め
の
技
術
④
食
感
や
肉
質
維
持
の

方
策
ー
ー
な
ど
の
研
究
に
、
ま
ず
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

こ
の
計
画
の
意
義
は
大
き
く
別
け
て
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
、
九
州
大
学
を
核
と
し
て
、
唐
津
市
、
呼
子
町

漁
協
協
同
組
合
、
株
式
会
社
ワ
イ
ピ

l
エ
ム
な
ど
、
産
学

官
が

一
体
と
な
っ
た
体
制
が
出
来
上
が
り
、
チ
ー
ム
と
し

て
の
調
査
研
究
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
こ
と
だ
。

「
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
」
は
、
漁
業
の
対
象
と
し
て
、
あ
る

い
は
地
域
振
興
の
核
と
し
て
非
常
に
重
要
な
種
で
あ
り
な

が
ら
、
ア
プ
ロ

ー
チ
の
難
し
さ
な
ど
か
ら
、
個
々
の
機
関

で
は
遅
々
と
し
て
研
究
や
技
術
開
発
が
進
ま
な
い
状
況
に

あ
っ
た
。

チ
ー
ム
と
し
て
の
連
携
し
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
調
査

研
究
、
技
術
開
発
の
大
幅
な
進
歩
が
期
待
さ
れ
た
。
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も
う

一
つ
は
、
活
イ
カ
の
輸
送
技
術
の
確
立
だ
。
こ
の

技
術
が
開
発
さ
れ
れ
ば
、
活
イ
カ
需
用
は
飛
躍
的
に
増
大

す
る
。

特
に
、
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
が
多
く
漁
獲
さ
れ
る
夏
場
は
低

価
格
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
活
イ
カ
と
し
て
新
た

な
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
広
が
れ
ば
、
高
価
格
で
の
取
引
が
可
能

と
な
り
、
漁
業
振
興
の
上
か
ら
非
常
に
大
き
な
効
果
が
期

待
さ
れ
る
。

ま
た
、

「呼
子
イ
カ
」
が
全
国
ど
こ
で
も
食
べ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
唐
津
市
の
知
名
度
は

一
段
と
向
上
し
、
本
場

呼
子
へ
の
観
光
客
の
大
挙
来
訪
も
期
待
で
き
る
。

イカの水揚げ量と却単価
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東
京
へ
釘
時
間
、

既
に
基
礎
的
な
研
究
で
は
、
「
イ
カ
類
に
お
い
て
世
界

で
初
め
て
生
殖
腺
刺
激
ホ
ル
モ
ン
放
出
ホ
ル
モ
ン
様
ペ
プ

チ
ド
の
確
認
」
や
「
水
槽
内
に
お
け
る
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
産

卵
行
動
の
撮
影
」
な
ど
、
新
た
な
知
見
が
着
々
と
蓄
積
さ

れ
て
い
る
。

一O
O
%生
存

最
も
注
目
度
が
高
い
「
活
魚
輸
送
技
術
開
発
」
は
、
こ

れ
ま
で
に
三
回
の
搬
送
実
証
実
験
を
行
っ
た
。

O
七
年
七

月
二
1
三
日
に
実
施
し
た
三
回
目
の
実
験
で
は
、
呼
子
漁

港
か
ら
東
京

・
築
地
市
場
ま
で
二
十

一
時
聞
か
け
搬
送
し
、

合
計
二
百
杯
の
イ
カ
の
う
ち
、
改
良
後
の
新
型
水
槽
で
は

生
存
率

一
O
O
%
、
開
発
初
期
の
旧
型
水
槽
で
も
生
存
率

六
五
%
と
い
う
好
結
果
を
得
た
。

ま
た
、

三
回
目
の
搬
送
試
験
の
際
に
併
せ
て
実
施
し
た

築
地
市
場
の
卸
業
者
、
仲
卸
業
者
を
対
象
と
し
た
活
イ
カ

の
試
食
会
で
も
、
食
感
ゃ
う
ま
み
に
つ
い
て
高
い
評
価
を

得
た
。
「
呼
子
の
活
イ
カ
の
東
京
進
出
」
に
夢
が
膨
ら
む

結
果
だ
っ
た
。

財
政
難
の
申
で

「
継
続
」
が
課
題

今
回
の
搬
送
試
験
の
場
合
、
新
型
水
槽
で
は
生
存
率

一

0

0
%
と
い
う
好
結
果
を
得
る
な
ど
、
大
き
な
成
果
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
実
用
化
に
向
け
て
は
、
ま

だ
ま
だ
多
く
の
課
題
が
残
っ
て
い
る
。

一
つ
は
、
搬
送
経
費
の
軽
減
だ
。
も
っ
と
コ
ス
ト
を
下

げ
な
く
て
は
、
と
て
も
採
算
ベ

l
ス
に
は
乗
ら
な
い
。
ま

た
、
生
存
率
を
よ
り
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
輸
送
機
器

の
改
良
な
ど
も
必
要
だ
。

さ
ら
に
、
東
京
で
活
イ
カ
の
消
費
を
広
げ
る
た
め
に
は
、

築
地
の
市
場
か
ら
料
理
庖
や
消
費
者
の
手
元
に
も
活
き
た

ま
ま
で
届
け
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法
の
開
発
も
急
務
だ
。

こ
れ
は
ま
た
、
難
し
い
課
題
だ
。

「
産
卵
・
成
長
に
関
す
る
研
究
」
「
長
期
飼
育
に
関
す
る

研
究
」
は
ま
だ
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
だ
。

多
く
の
成
果
は
見
ら
れ
な
が
ら
も
、
ま
だ
ま
だ
多
く

の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
を

一
つ
一

つ
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
九
州
大
学
と
唐
津
市
を

核
に
し
て
出
来
上
が
っ
た
現
在
の
産
学
官
の
ス
ク
ラ
ム

を
継
続
し
、
研
究
開
発
、
技
術
開
発
を
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
。

カJ
，
 

キサ、/ケ…似
…

研
究
は
、

O
六
年
度
の
地
域
整
備
総
合
財
団
の
支
援
に

で帥

…
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、
唐
津
市
の
予
算
な
ど
に
よ
り
進
め
て

け
き
た
が
、
財
政
難
の
折
、
今
ま
で
通
り
の
予
算
確
保
は
難

タ間
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

一明

…

そ
の
よ
う
な
中
、
チ

l
ム
の
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
知

J
E
 
同
一
恵
を
絞
り
、
こ
の
ス
ク
ラ
ム
を
崩
す
こ
と
な
く
研
究
を
継

制
続
し
て
い
け
る
か
|
そ
れ
が
最
大
の
課
題
な
の
か
も
し

発開

れ

な

い

。

地主6・ω2008・7月号9 
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大
学
+
自
治
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5
大
学

北
海
道
栗
山
町

-

0'1 

-

-・ E-... 

-
致

北
海
道
栗
山
町
経
営
企
画
課

-
森
下
祐
作

北
海
道
の
人
口
一
万
四
干
の
町
が
、
五
つ
の
大
学
と
協
定
を
結
び
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
町
は
農
業
、
環
境

資
源
を
活
か
し
て
大
学
に
実
習
の
場
な
ど
を
提
供
す
る
。
大
学
は
進
ん
だ
専
門
知
識
を
提
供
す
る
。
若
い
大
学
生
が
聞
に

来
る
こ
と
は
、
地
域
の
活
性
化
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

問
先
駆
的
恕
施
策
の
実
績

栗
山
町
は
、
北
海
道
の
中
央
部
に
位
置
し
、
道
都
札
幌

市
、
空
の
玄
関
新
千
歳
空
港
か
ら
車
で

一
時
間
と
い
う
立

地
条
件
か
ら
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
経
済
・
文
化
の
進
展

を
続
け
た
が
、
現
在
は
約

一
万
四
千
人
で
、
微
減
を
続
け

て
い
る
。

基
幹
産
業
は
稲
作
を
中
心
と
し
た
農
業
で
、
道
央
圏
の

食
糧
基
地
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
で
は
少
子

・
高
齢
社
会
の
到
来
に
対
応
し

て
全
国
に
先
駆
け
て
「
栗
山
な
ら
だ
い
じ
よ
う
ぶ
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
象
徴
と
し
て
、

一
九
八
八
年
に
全
国
初
と
な
る
町

立
の
介
護
福
祉
士
養
成
校
「
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
」
を

開
設
し
、
福
祉
の
人
材
育
成
を
行
っ
て
き
た
。

ま
た
八
五
年
に
は
、
栗
山
町
の
御
大
師
山
麓
で
、
国

蝶
「
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
」
の
生
息
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
以
後
、

い
き
も
の
の
生
息
を
保
護
す
る
住
民
活
動
が
活
発
と
な
り
、

九
九
年
か
ら
は
、
隣
接
す
る
ハ
サ
ン
ベ
ツ
地
区
で
自
然
と

農
業
と
人
が
共
生
す
る
住
民
主
導
の
里
山
づ
く
り
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

北
大
と
の
交
流
は
1
2
0年
前
か
ら

栗
山
町
に
は
、
福
祉
や
産
業
、
自
然
環
境
分
野
で
の
特

徴
あ
る
ま
ち
づ
く
り
施
策
に
加
え
て
、
札
幌
圏
に
近
い
立

地
条
件
を
活
か
し
て
、
か
ね
て
大
学
生
の
実
習
受
け
入
れ

や
、
道
内
の
大
学
と
の
多
様
な
交
流
事
業
に
取
り
組
ん
で

き
た
歴
史
が
あ
る
。

酪
農
学
園
大
学
(
江
別
市
)
と
は
長
年
、
環
境
シ
ス
テ

ム
学
部
の
学
生
を
中
心
に
環
境
保
全
に
関
す
る
地
域
実
習

や
社
会
教
育
演
習
な
ど
の
受
け
入
れ
に
よ
る
交
流
を
続
け

て
き
た
。

北
海
商
科
大
学
(
札
幌
市
)
と
は
、
商
学
部
の
学
生
の

地
域
づ
く
り
研
究
実
習
受
け
入
れ
と
と
も
に
、
町
職
員
を

大
学
関
連
研
究
機
関
に
研
修
目
的
で
派
遣
し
、
町
内
農
業

者
指
導
に
よ
る
メ
ロ
ン
栽
培
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
国
で
共

同
し
て
取
り
組
む
な
ど
、
経
済
分
野
を
中
心
と
す
る
交
流

を
進
め
て
き
た
。

10 

北
海
道
大
学
農
学
部
(
札
幌
市
)
と
は
、
開
拓
百
二
十

年
を
迎
え
る
栗
山
町
の
開
拓
時
に
、
同
大
学
の
農
場
(
学

田
)
が
置
か
れ
た
頃
か
ら
の
繋
が
り
が
あ
り
、
現
在
も
農

業
実
習
の
受
け
入
れ
を
通
し
て
関
係
が
続
い
て
い
る
。

受
け
入
れ
が
縁
で
卒
業
後
、
受
け
入
れ
先
農
家
に
嫁
ぎ

地
域
の
担
い
手
と
な
っ
た
例
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
学
と
の
多
方
面
に
わ
た
る
交
流
を
続

け
て
き
た
歴
史
が
、
現
在
、
複
数
の
大
学
と
協
定
を
結
び
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
土
台
と
な
っ
て
い
る
。

2008・7月号比減ゆ

分
野
ご
と
の
対
等
協
定

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
材
育
成
や
、
多
様
化
す

る
地
域
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
教
育
、
福
祉
、
産

業
な
ど
各
分
野
の
最
先
端
の
専
門
情
報
が
集
ま
る
大
学
や

研
究
機
関
と
の
連
携
が
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
る
。
こ

う
し
た
視
点
か
ら
、
栗
山
町
は

O
七
年
か
ら
、
か
ね
て
交

流
が
あ
っ
た
酪
農
学
園
大
学
(
江
別
市
)
と
[
環
境
シ
ス

テ
ム
]
、
北
海
商
科
大
学
(
札
幌
市
)
と
[
産
業
]
、
北
星

学
園
大
学
(
札
幌
市
)
と
[
福
祉
]
、
北
海
道
大
学
農
学

部

(
札
幌
市
)
と
[
農
業
]
の
各
協
定
を
締
結
し
た
。

協
定
締
結
に
よ
り
、
大
学
と
町
が
対
等
な
立
場
に
な
り
、

双
方
の
持
つ
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
取
り
組
み
が
ス

ム
ー
ズ
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

O
八
年
度
か
ら
の
栗
山
町
第
五
次
総
合
計
画
に
は
政
策

と
し
て
「
大
学
(
と
の
)
連
携
」
を
明
確
に
位
置
付
け
た
。

具
体
的
取
り
組
み
と
し
て
、
栗
山
町
は
今
、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
抑
制
の
た
め
の
全
町
的
計
画
で
あ
る
地
域
温
暖
化

対
策
地
域
計
画
の
策
定
や
、
高
齢
者
保
健
福
祉
事
業
計
画

の
策
定
な
ど
に
協
定
大
学
の
専
門
教
授
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
招
き
、
計
画
策
定
を
進
め
て
い
る
。
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政
策
評
価
事
業
、
自
治
基
本
条
例
の
策
定
な
ど
に
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
画
を
今
後
も
願
う
な
ど
、
連
携
分
野

に
応
じ
て
町
の
政
策
形
成
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
を
担
っ

て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
町
民
へ
の
学
習
機
会
の
提
供
と
し
て
、
地
域
福

祉
創
造
講
座
な
ど
各
大
学
の
持
つ
専
門
性
を
活
か
し
た
講

座
を
開
催
し
、
生
涯
学
習
の
観
点
か
ら
、
新
た
な
学
び
の

場
を
創
出
で
き
た
。

町
立
の
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
か
ら
は
今
春
、
北
星
学

園
大
学
へ
編
入
す
る
学
生
も
誕
生
し
、
学
校
聞
の
交
流
に

よ
る
特
徴
あ
る
学
校
づ
く
り
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

大
学
側
と
し
て
は
、
栗
山
町
が
持
つ
環
境
資
源
や
農
業

協定を締結している大学による公開講座

資
源
、
ま
ち
づ
く
り
実
践
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
学
生
の
社

会
実
習
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
場
と
し
て
活
用
す
る
動

き
が
広
が
っ
た
。

北
海
商
科
大
学
で
は
、
学
生
が
栗
山
町
の
老
舗
企
業
の

歴
史
を
自
ら
聴
き
取
り
な
が
ら

一
冊
の
冊
子
と
し
て
ま
と

め
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
冊
子
を
地
域
の
小
中
学
生
の
授
業

へ
の
活
用
を
計
画
す
る
な
ど
、
栗
山
町
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
た
実
践
の
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
る
。
学
生
が
研
究

や
合
宿
で
ま
ち
を
訪
れ
る
こ
と
は
、
地
域
の
活
性
化
に
も

繋
が
り
始
め
て
い
る
。

ま
た
、
大
学
に
通
う
中
国
人
留
学
生
の
農
業
体
験
や
地

域
体
験
と
し
て
地
域
住
民
と
の
交
流
も
行
わ
れ
、
国
際
交

流
の
場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

今
年
六
月
、
五
校
目
と
な
る
神
奈
川
県
の
桐
蔭
横
浜
大

学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
と
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
地
域

の
N
P
O
団
体
、
行
政
な
ど
と
連
携
し
、
栗
山
町
の
廃
校

と
な
っ
た
小
学
校
校
舎
を
サ
ー
ビ
ス
ラ

l
ニ
ン
グ
実
習
の

拠
点
と
し
て
再
活
用
す
る
計
画
だ
。

一
度
は
役
目
を
終
え

た
歴
史
あ
る
木
造
校
舎
が
大
学
と
の
連
携
に
よ
り
、
今
よ

み
が
え
ろ
う
と
し
て
い
る
。

「
連
携
は
資
源
』

の
位
置
付
け

人
口

一
万
四
千
の
栗
山
町
と
複
数
大
学
と
の
協
定
締
結

は
、
他
に
は
例
の
な
い
特
異
な
取
り
組
み
だ
。
近
年
、
地

域
に
聞
か
れ
た
特
徴
あ
る
大
学
創
り
が
求
め
ら
れ
、
小
規

模
自
治
体
に
も
創
意
工
夫
に
よ
る
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

様
々
な
分
野
で
、
特
徴
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き

た
栗
山
町
と
各
大
学
の
狙
い
が
奇
し
く
も

一
致
し
た
こ
と

が
、
こ
れ
ま
で
の
長
い
交
流
の
歴
史
も
あ
り
、
協
定
締
結

に
繋
が
っ
た
と
い
え
る
。

実習のため栗山町に着いた学生たち

大
学
と
の
協
定
に
よ
る
連
携
事
業
が

O
八
年
度
か
ら
本

格
的
に
開
始
さ
れ
た
が
、
今
後
は
大
学
の
持
つ
知
的
資
源

や
人
材
資
源
を
地
域
が
抱
え
る
課
題
解
決
や
新
た
な
研
究

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
活
か
す
本
格
的
な
連
携
事
業

へ
展
開
さ
せ
る
な
ど
、
具
体
的
成
果
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
行
政
主
導
の
関
わ
り
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
と

地
域
住
民
、
地
元
企
業
の
主
体
的
交
流
か
ら
継
続
的
地
域

体
験
や
交
流
、
連
携
に
広
が
る
こ
と
が
必
要
だ
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
は
、
「
大
学
連
携
は
特
徴

あ
る
栗
山
町
の
資
源
」
と
位
置
付
け
、
交
流
人
口
の
拡
大
、

移
住
促
進
、
人
材
や
企
業
誘
致
な
ど
に
繋
げ
、
大
学
と
の

協
働
に
よ
る
新
た
な
地
域
共
同
体
の
創
造
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

2008・7月号 比減Z24911 
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東
北
大
学

宮
城
県
大
崎
市

生

の
効
用

大
崎
市
産
業
経
済
部
農
林
振
興
課

• 西
津
誠
弘

「
ふ
ゆ
み
す
た
ん
ぽ
」
と
は
、
冬
も
水
を
湛
え
た
田
ん
ぼ
の
意
昧
だ
。
そ
こ
に
は
渡
鳥
が
飛
来
し
、
イ
ト
ミ
ミ
ズ
、
力
工

ル
、
菌
類
な
ど
の
楽
園
と
な
る
。
イ
ト
ミ
ミ
ズ
の
糞
は
数
ヶ
月
で
五
今
に
も
達
し
、
雑
草
の
発
芽
を
封
じ
込
め
、
天
然
の

肥
料
に
も
な
る
。
そ
こ
で
育
っ
た
化
学
農
薬
・
化
学
肥
料
な
し
の
コ
メ
が
今
や
評
判
の
高
い
「
ふ
ゆ
み
す
た
ん
ぽ
米
」
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は

N
P
O法
人
の
努
力
、
そ
し
て
東
北
大
学
の
協
力
が
あ
っ
た
。

マ
ガ
ン
の
保
護
か
S
始
ま
っ
た

大
崎
市
は
宮
城
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、
二
O
O
六
年

三
月
に

一
市
六
町
が
合
併
し
て
で
き
た
自
治
体
で
、
人
口

は
約
十
四
万
。
面
積
は
約
八
百
平
方
J
で
、
豊
か
な
自
然

環
境
と
良
質
米
を
原
料
に
造
ら
れ
る
地
酒
や
、
泉
質
が
豊

富
な
温
泉
も
市
内
各
所
で
楽
し
め
る
。

竹
細
工
や
鳴
子
こ
け
し
な
ど
の
伝
統
工
芸
品
は
全
国
的

に
も
有
名
で
、
四
季
折
々
の
食
材
と
天
然
資
源
、
地
域
文

化
の
宝
庫
だ
。
市
の
中
心
部
か
ら
東
部

一
帯
に
広
が
る
水

田
地
帯
は
「
大
崎
耕
土
」
と
呼
ば
れ
、
サ
サ
ニ
シ
キ
、
ひ

と
め
ぼ
れ
の
主
産
地
だ
。

か
ぷ

市
の
北
東
部
に
は
全
国
有
数
の
渡
り
鳥
の
飛
来
地
、
蕪

く
り
由
ま

栗
沼
が
あ
る
。
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

は
、
そ
の
周
辺
水
田
で
、

O
五
年
十

一
月
に
は
ラ
ム
サ
l

ル
条
約
(
特
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国
際
的
に
重
要
な

湿
地
に
関
す
る
条
約
)
に
「
蕪
栗
沼

・
周
辺
水
田
」
と
し

て
登
録
さ
れ
た
。
世
界
の
登
録
湿
地
名
の
中
で
、
「
水
田
」

と
表
記
さ
れ
、
沼
だ
け
で
な
く
周
辺
水
田
も
渡
り
鳥
の
生

態
を
支
え
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
初
め
て
の
湿
地
だ
。

「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぽ
」
へ
の
取
り
組
み
は
、
そ
も
そ
も

マ
ガ
ン
保
護
の
方
策
と
し
て
始
ま
っ
た
。

蕪栗沼位置図

蕪
栗
沼
は
、

わ
が
国
の
マ
ガ

ン
の
数
少
な
い

主
要
な
越
冬
地

だ
が
、
全
国
的

な
湿
地
の
減
少

に
よ
り
、
多
い

日
に
は
十
万
羽

を
超
え
る
マ
ガ

ン
が
集
中
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
た
め
、

ね
ぐ
ら
や
休
み

場
の
分
散
が
急

12 

務
と
な
り
、
冬
期
間
使
用
し
な
い
沼
周
辺
の
水
田
に
水
を

張
る
こ
と
で
、
そ
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

そ
の
た
め

O
三
年
冬
か
ら
農
林
水
産
省
の
「
田
園
自
然

環
境
保
全
・
再
生
支
援
事
業
」
を
導
入
し
、
沼
周
辺
の
水

田
で
冬
の
田
ん
ぼ
に
水
を
張
る
「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぽ
」
の

実
証
試
験
が
地
域
の
農
家
十
戸
、

二
十
訟
で
始
ま
っ
た
。

こ
の
事
業
を
取
り
組
む
に
当
た
り
、
地
域
の
農
家
や
、

地
元
の
東
北
大
学
、
県
農
業
試
験
場
な
ど
試
験
研
究
機
関
、

N
P
O
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぽ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
組
織
し
た
。

水
稲
栽
培
は
秋
に
耕
起
し
て
乾
土
効
果
を
高
め
、
田
植

え
時
期
に
水
を
張
る
の
が

一
般
的
だ
が
、
「
ふ
ゆ
み
ず
た

ん
ぽ
」
は
文
字
通
り
冬
の
問
、
田
ん
ぼ
に
水
を
張
る
。

当
然
、
初
め
は
取
り
組
む
農
家
に
は
大
き
な
不
安
や
戸

惑
い
が
あ
っ
た
。

2008・7月号地主毛幼

「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぽ
」
は
栽
培
期
間
中
、
農
薬

・
化
学

肥
料
を
使
わ
な
い
た
め
、
無
農
薬
で
の
栽
培
技
術
を
ど
う

確
立
す
る
か
、
水
を
張
る
こ
と
で
圃
場
の
変
化
や
水
の
横

浸
透
な
ど
周
辺
の
田
ん
ぼ
へ
の
影
響
は
ど
う
な
る
か
ー

な
ど
、
土
壌
の
調
査
、
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査
な
ど
専

門
的
に
調
査

・
研
究
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

事
業
は
、
大
学
や
試
験
研
究
機
関
が
冬
期
湛
水
、
有
機

栽
培
水
田
が
水
鳥
の
保
全
に
有
効
で
あ
る
こ
と
の
実
証、

水
鳥
や
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
な
ど
自
然
と
水
田
農
業
が
共

生
で
き
る
多
様
な
生
物
相
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
共
生

技
術
と
し
て
の
実
証
を
行
い
、
そ
う
し
た
中
で
の
稲
作
栽

培
技
術
の
確
立
を
目
指
し
た
。

そ
う
し
た
過
程
で
、
「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぽ
」
は
冬
鳥
だ

け
で
な
く
夏
に
訪
れ
る
水
鳥
に
対
す
る
保
全
機
能
も
高
い

こ
と
が
研
究
の
成
果
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
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ま
た
「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぽ
」
は
、
メ
タ
ン
放
出
量
が
増

加
す
る
の
で
、
そ
れ
を
抑
制
す
る
た
め
不
耕
起
栽
培
の
導

入
が
有
効
と
考
え
ら
れ
た
。

水
田
冬
期
湛
水
(
渡
り
鳥
の
ね
ぐ
ら
、
餌
場
の
提
供
)

+
有
機
栽
培
(
昆
虫
、
魚
類
、
両
生
類
の
生
息
環
境
整
備
)

と
い
う
総
合
的
な
取
り
組
み
の
多
様
な
効
果
に
つ
い
て
は

東
北
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
(
栽
培
植
物
環
境
科
学
研

究
室
)
、
(
独
)
農
業
工
学
研
究
所
、
県
農
業
試
験
場
、
「

N

P

O
法
人
蕪
栗
ぬ
ま
っ
こ
く
ら
ぶ
」
「
N
P
O
法
人
た
ん

ぽ
」
で

O
四
年
度
か
ら
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

に
不
耕
起
栽
培
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
耕
起
栽
培
よ
り
も

メ
タ
ン
放
出
量
が
減
少
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

様
々
な
副
次
効
果
も

P
O
と
の
協
働
で
は
主
に
湿
地
や
田

ん
ぼ
の
水
生
動
植
物
の
生
息
調
査
、
農
業
農
村
の
暮
ら
し

と
食
文
化
の
研
究
を
通
し
て
、
生
き
も
の
を
活
か
し
た
豊

か
で
楽
し
い
田
ん
ぼ
の
多
様
な
農
法
の
底
支
え
と
普
及
の

支
援
を
実
践
し
、
田
ん
ぼ
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
食
農
教

育
や
環
境
教
育
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
都
市
と
農
村
の

交
流
に
繋
が
る
よ
う
工
夫
し
て
実
施
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
自
然
共
生
農
業
の
実
践
が

農
村
地
域
全
体
の
自
然
環
境
保
全
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
と
い
う
社
会
的

関
心
の
高
ま
り
を
背
景
と
し
て
、
水
田
の
多
様
な
生
態
系

を
活
か
し
た
安
全

・
安
心
な
米
づ
く
り
の
農
法
へ
の
取
り

組
み
は
、
人
と
自
然
と
の
共
生
を
図
り
、
消
費
者
が
求
め

る
も
の
を
生
産
者
が
喜
び
を
感
じ
て
生
産
す
る
シ
ス
テ
ム

を
つ
く
る
こ
と
に
も
繋
が
る
と
思
う
。

ま
た
、
地
元
の

親子で田んぼの生きもの調査

夕映えのふゆみずたんぽ

ま
た
、
稲
は
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
た
ち
が
作
っ
て
く
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
イ
ト
ミ
ミ
ズ
が
作
る
ト
ロ
ト

ロ
層
に
よ
っ
て
雑
草
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た

が
、
ク
モ
や
カ
エ
ル
が
稲
の
害
虫
を
食
べ
て
く
れ
る
。
田

ん
ぼ
の
多
様
な
生
き
も
の
の
働
き
に
よ
り
農
薬
を
低
減
さ

せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
わ
け
だ
。

様
々
な
副
次
効
果
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
田
ん
ぼ
と
は

作
物
の
生
産
の
場
だ
っ
た
。
し
か
し
、
今
や
田
ん
ぼ
に
メ

ダ
カ
や
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
水
性
生
物
が
増
え
た
た
め
、
親
子

で
生
き
も
の
調
査
を
す
る
機
会
も
で
き
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
が
田
ん
ぼ
に
戻
っ
て
き
た
。

大
崎
市
の
『
共
有
の
宝
』
だ

「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぽ
米
」
は
、
自
然
に
優
し
い
米
と
し

て
消
費
者
か
ら
の
評
価
も
高
ま
り
、
農
業
と
自
然
保
護
の

両
立
を
目
指
す
モ
デ
ル
に
成
り
得
る
画
期
的
な
取
り
組
み

と
し
て
各
方
面
か
ら
脚
光
を
浴
び
て
い
る
(
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
の

H
P
か
ら
「
特
産
品
倶
楽
部
」
を
参
照
)
。

大
崎
市
が
目
指
し
て
い
る
環
境
保
全
と
経
済
活
動
の
両

立
は
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
の
在
り
方
の

一
つ
の
指
針
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

地
産
地
消
運
動
や
食
料
自
給
率
向
上
な
ど
食
の
重
要
性

が
論
議
さ
れ
て
い
る
中
で
、
今
後
は
多
く
の
マ
ガ
ン
が
飛

来
す
る
田
ん
ぼ
で
収
穫
し
た
米
に
、
安
全
・
安
心
プ
ラ
ス

渡
り
鳥
と
の
ロ
マ
ン
を
添
え
た
付
加
価
値
の
高
い
農
産
物

の
提
供
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

田
ん
ぼ
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
活
か
し
、
蕪
栗
沼
・
周

辺
水
田
を
含
む
里
地
里
山
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
大
崎
市

共
有
の
宝
と
し
て
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
引
き
継
い

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地主64ω13 20凹 7月号
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大
学
+
・
自
治
体
の
パ
ワ
ー

集

順
天
堂
大
学

千
葉
県
白
井
市
な
ど

教
綬

(医
学
博
士
)

島
内
憲
夫

順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
健
康
学
科

• 

つ
く誰
りも
」が
だ願
。う

順健
天康
堂摺
大選
学 1

がそ
あれ
るを
干地
葉域
県 ぐ
印る
揺み
村で
を推
守進
』し~ ，. 
生正
門『

ゑ2
聖子い
ー『

qる
日tJi

5F 
2土
地 1
域 Jノ
と
= ツ
百-f

委主
主の

き讐
立五
ま
ち

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
は
世
界
保
健
機
関

(
W
H

O
)
が

一
九
八
六
年
の
オ
タ
ワ
憲
章
で
提
唱
し
た
新
し
い

健
康
観
に
基
づ
く
二
十

一
世
紀
の
健
康
戦
略
で
、
「
人
々

が
自
ら
の
健
康
と
そ
の
決
定
要
因
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
改

善
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
プ
ロ
セ
ス
」
と
定
義

さ
れ
て
い
る
。

「
す
べ
て
の
人
々
が
あ
ら
ゆ
る
生
活
舞
台
一
労
働

・
学

習
・
余
暇
そ
し
て
愛
の
場
一
で
健
康
を
事
受
す
る
こ
と
の

で
き
る
公
正
な
社
会
の
創
造
」
を
健
康
づ
く
り
戦
略
の
目

標
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
目
標
実
現
の
た
め
の
活
動
方
法
と
し
て
、

マ

健
康
な
公
共
政
策
づ
く
り
マ
健
康
を
支
援
す
る
環
境
づ
く

り

マ
地
域
活
動
の
強
化

マ
個
人
技
術
の
開
発

マ
ヘ
ル
ス

サ
ー
ビ
ス
の
方
向
転
換

l

の
五
つ
を
掲
げ
て
い
る
。

日
本
で
は
、
厚
生
省
の
「
健
康
文
化
都
市
構
想
」
(
九
二

年
)
が
出
た
こ
と
で
飛
躍
的
な
展
開
を
見
た
。

私
は
当
初
、
故
郷
の
高
知
県
南
国
市
を
中
心
に
活
動
を

展
開
し
て
い
た
が
、
大
学
が
千
葉
県
の
習
志
野
市
か
ら
岡

県
印
膳
村
に
移
転
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
印
膳
郡
地
域
の

市
町
村
と
の
協
働
に
よ
る
「
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

視
点
に
立
っ
た
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
」
を
開
始
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
生
ま
れ
た
の
が
、
千
葉
県
白
井
市
(
当

時
は
白
井
町
)
の
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

始
ま
っ
た
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
健
康
な
ま
ち
づ
く
り

の
形
成
過
程
」
構
築
(
九
六
年
)
だ
っ
た
。

今
に
し
て
思
え
ば
、
こ
れ
が

。
大
学
+
自
治
体
の
パ

ワ
1
0
を
フ
ル
に
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
戦
略
だ
っ
た
と

自
負
し
て
い
る
。

現
在
で
は
、
こ
の
展
開
方
法
が
地
球
の
裏
側
の
ブ
ラ
ジ

ル
の
ペ
ル
ナ
ン
ブ
コ
州
レ
シ
フ
ェ
市
の
「
東
北
ブ
ラ
ジ
ル

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
受
け
継
が
れ
、

世
界
的
な
展
開
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
も

一
重

に
市
民
と
行
政
そ
し
て
大
学
の
協
働
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
だ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
人
々
が
我
々
の
活
動
に
共
感
し
て
く
れ
た

の
は
「
白
井
市
を
は
じ
め
と
す
る
印
施
郡
地
域
で
の
健
康

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
は
、
市
民
の
顔
が
見
え
る
」
、
す
な

わ
ち
「
単
な
る
行
政
や
大
学
主
導
の
勝
手
な
活
動
で
は
な

14 

い
」
と
捉
え
た
か
ら
だ
。

文
化
や
宗
教
、
貧
富
の
問
題
を
超
え
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
戦
略
で
あ
る
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

一
環
と

し
て
も
、
日
本
の
地
で
生
ま
れ
た
実
践
が
今
や
注
目
さ
れ

2008・7月号

て
い
る
と
言
え
る
。

以届ゆ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
価
値

「パ

ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
型
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
」

は
左
ベ

l
ジ
の
図
の
よ
う
な
過
程
で
進
む
。

ま
ず
市
町
村

(
企
画
課
か
健
康
課
)
が
事
務
局
と
な
り

開
始
す
る
。
第

一
段
階
は
「
住
民
の
学
習
会
(
健
康
講
座

や
健
康
大
学
)
」
、
第
二
段
階
は
「
行
政
職
員
の
学
習
会
」
、

第
三
段
階
は
「
住
民
と
職
員
と
の
合
同
委
員
会
(
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
)
」
、
第
四
段
階
は
「
策
定
委
員
会
」
、
そ
し
て

第
五
段
階
は
「市
町
村
長
へ
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
計
画
書」

の
提
出
。
そ
れ
か
ら
議
会
の
承
認
を
得
て

E
S
(計
画
)

↓
口
。
(
実
施
)
↓
∞

2
(評
価
)
↓
∞
吉
司
・司巳

E
-
S
(公

開
)
の
過
程
を
繰
り
返
す
。

こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
印
搭
郡
地
域
の
市
町
村
で

は
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
私
が
今
ま
で
に
関
っ

た
全
国
の
市
町
村
は

マ
白
井
市

・
酒
々
井
町

・
佐
倉
市

・

印
旗
村
・
栄
町
・
四
街
道
市
・
習
志
野
市
H
千
葉
県
マ
青

森
市
マ
岩
手
県
陸
前
高
田
市
マ
埼
玉
県
深
谷
市
マ
神
奈
川

県
座
間
市
マ
板
橋
区

・
練
馬
区

・
渋
谷
区
H

東
京
都
マ
宮

崎
市
マ
静
岡
県
引
佐
町
マ
熊
本
市
ー
な
ど
だ
。

私
が
当
初
か
ら
考
え
て
い
た
の
は
、
単
な
る
市
町
村
の

活
動
で
留
ま
っ
て
は
大
き
な
損
失
と
い
う
こ
と
だ
。
ミ
ク

ロ
な
活
動
を
メ
ゾ
な
活
動
に
、
そ
し
て
最
終
的
に
は
マ
ク

ロ
な
活
動
に
ま
で
波
及
さ
せ
て
い
く
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
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に
こ
そ
価
値
が
あ
る
。

関
係
し
た
自
治
体
の
中
で
、
白
井
市
は
「
健
康
文
化
都

市
大
学
」
、
酒
々
井
町
は
「
健
康
創
造
大
学
」
、
佐
倉
市
は

「
ハ
ッ
ピ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
講
座
」
、
栄
町
は
「
い
き
い
き
の

び
の
び
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」
、
四
街
道
市
は
「
健
康
づ
く
り

市
民
講
座
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
市
民
向
け
に
開
講
し
た
。

ま
た
行
政
活
動
と
し
て
は
、
白
井
市
が
「
健
康
文
化
都

市
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
「
健
康
文
化
都
市
」
を
宣
言
す

る
な
ど
、
市
町
村
に
よ
っ
て
名
称
は
異
な
る
が
、
ほ
ほ
同

じ
内
容
の
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
宣
言
を
採
択
し
て
い
る
。

住
民
活
動
を
見
る
と
、
白
井
市
で
は
「
夢
ふ
れ
愛
サ

l

フィード・J¥ック

パートナーシップ型健康なまちづくりの形成過程図

ク
ル
」
、
酒
々
井
町
で
は
「
サ
ー
ク
ル
酒
・和
・
花
し
す
い
」

が
、
佐
倉
市
で
は
「
佐
倉
ハ

ッ
ピ
ネ
ス
の
会
」
が
組
織
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
市
町
村
を

ク健

康
な
ま
ち
。
に
す
る
た
め
に
独
自
の
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
ミ
ク
ロ
な
活
動
と
い
え
る
。

他
に
も
風
と
木
の
会
(
宮
崎
市
)
、
と
き
め
く
輪
ざ
ま

(
座
間
市
)
、
き
わ
や
か
深
谷

・
健
康
を
考
え
る
会
(
深
谷

市
)
、
和
く
話
く
輪
(
陸
前
高
田
市
)
、
い
き
粋
サ
ー
ク
ル

浅
虫
(
青
森
市
)
、
ポ
レ
ポ
レ
印
膳
(
千
葉
県
印
描
村
)

な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
市
民
グ
ル
ー
プ
は
、

W
H
O
の

ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
を
学
び
、
立
ち
上
が
つ

た
人
々
と
い
え
る
。

メ
ゾ
な
活
動
で
は
、
各
市
町
村
の
住
民
が
中
心
に
な
り

行
政
の
協
力
を
得
て
、
印
描
郡
地
域
内
の
「
健
康
な
ま
ち

づ
く
り
活
動
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
意
識
し
「
合
同

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
」
を
皮
切
り
に
、
互
い
の
グ
ル
ー
プ

活
動
に
参
加
し
合
う
な
ど
し
、
活
性
化
と
連
携

・
協
力
へ

の
礎
石
を
築
く
た
め
の
活
動
を
展
開
し
始
め
て
い
る
。

マ
ク
ロ
な
活
動
で
は
「
全
国
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
七
年
前
か
ら
開
催
し
て
い
る
。
今
年

は
佐
倉
市
で
開
催
さ
れ
る
。

大
学
は
調
整
役
の
中
心
に

こ
の
よ
う
な
ミ
ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ
ま
で
の
活
動
の
す
べ

て
に
、
私
の
健
康
社
会
学
研
究
室
は
関
わ
り
、
積
極
的
な

支
援
を
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
私

一
人
で
こ
の
よ
う
な
活

動
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
市
町
村
で
の
健
康
講
座
は

す
べ
て
鈴
木
美
奈
子
助
手
と
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
企
画

し
実
施
し
て
い
る
。
学
内
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
も
ま

た
、
視
野
や
発
想
を
広
げ
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
私
は

考
え
て
い
る
。

「
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
」
が
成
功
す
る
に
は
二
つ

の
カ
ギ
が
あ
る
。

一
つ
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
の
価
値

に
気
づ
く
か
否
か
だ
。
そ
れ
は
、
住
民
と
行
政
職

一
人
ひ

と
り
の
「
生
活
感
覚
」
、
す
な
わ
ち

。
想
い
。
を
共
有
し
、

共
通
す
る
健
康
ニ

l
ズ
の
解
決
に
向
け
て
、
共
に
活
動
し

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
気
づ
く
か
否
か
だ
。

換
言
す
れ
ば
「
人
々
が
自
ら
の
健
康
と
そ
の
決
定
要
因

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
」
と
い
う
W
H
O
が
主
張
し
て
い

る
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
そ
の
も
の
の
価
値
に

気
づ
く
か
否
か
だ
。

そ
れ
は
唱
道
さ
れ
た
住
民
と
行
政
職
が
立
ち
上
が
り
、

自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
ま
ち
・
地
域
社
会
の
エ
ン
パ
ワ

メ
ン
ト
(
力
量
)
を
高
め
、
自
分
た
ち
の
手
で
自
分
た
ち

が
住
ん
で
い
る
ま
ち
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く

主
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
だ
。

一一

つ
目
は
、

①
市
町
村
長
②
行
政
職
③
市
民
④
専
門
家

|
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
有
機
的
連
携
だ
。
最
近
は
企

業
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
も
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
い

わ
ゆ
る
産
官
学
民
の
四
位

一
体
だ
。

大
学
は
こ
れ
ら
の
四
つ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
束
ね
て

い
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
、

込~'0

フ
ア
シ
リ
テ

l
タ
l
の
中
心

的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
は
「
ま
ち
を

愛
す
る
人
々
の
美
し
い
心
」
が
な
け
れ
ば
成
功
し
な
い
。

皆
さ
ん
、
「
H
，
F
E
W
E
o
g
=可
ω
2
E
S
-
-
u二
地

球

サ

イ
ズ
の
愛
を
も
っ
て
今
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
!
」
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国
際
医
療
福
祉
大
学

栃
木
県
大
田
原
市

ソ
フ
ト
• 
口
問
問
問
団

• 干
保
一
夫

大
田
原
市
市
長

人
口
八
万
人
弱
の
市
に
、
学
生
数
四
千
人
超
の
大
学
。
圧
倒
的
な
存
在
だ
。
市
と
大
学
と
が
連
携
し
、
大
学
の
ハ

l
ド

と
ソ
フ
ト
、
学
生
の
若
さ
あ
ふ
れ
る
行
動
が
ご
く
自
然
に
行
政
と
融
合
し
て
い
る
の
が
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
と
大
田
原

市
で
あ
る
。

「
市
の
誇
り
」
と
な
る
存
在

国
際
医
療
福
祉
大
学
が
大
田
原
市
に
開
学
し
て
か
ら
今

春
で
十
四
年
目
に
な
る
。

大
学
の
規
模
は
開
学
時
の

一
学
部
五
学
科
か
ら
、

三
学

部
九
学
科
に
増
設
さ
れ
た
。
学
生
数
も
、
大
学
院
生
も
含

め
る
と
四
千
三
百
人
を
超
え
る
。
そ
の
約
七
割
が
県
外
の

出
身
者
で
、
う
ち
、

二
千
八
百
人
が
大
田
原
市
内
の
賃
貸

住
宅
で
暮
ら
し
て
い
る
。

二
O
O
六
年
度
に
入
学
し
た
薬
学
部
の
学
生
が
六
年
生

と
な
る

二

年
度
以
降
は
学
生
数
が
五
千
人
に
近
づ
く
。

現
行
の
比
率
か
ら
推
計
す
る
と
、
市
内
出
身
者
も
含
め

四
千
人
の
大
学
生
が
市
内
に
居
住
す
る
こ
と
に
な
る
。

大
田
原
市
に
と
っ
て
、
大
学
は
極
め
て
大
き
な
存
在
で

あ
り
、
開
学
時
か
ら
今
日
ま
で
多
方
面
で
大
学
と
行
政
の

連
携
が
行
わ
れ
て
き
た
。

大
田
原
市
は
一
九
九
五
年
の
大
学
開
学
ま
で
の
問
、
積

極
的
に
誘
致
活
動
を
実
施
し
て
き
た
。
財
政
負
担
と
し
て

は
、
大
学
用
地
や
周
辺
道
路
な
ど
十
九
・五
訟
を
買
収
し
、

そ
れ
を
大
学
に
譲
与
し
た
。

当
初
は
、
「
栃
木
県
北
部
に
位
置
す
る
地
方
の
小
都
市

に
大
学
な
ん
て
・:
」
と
、
誘
致
活
動
を
訪
る
声
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
東
京
駅
か
ら
大
学
ま
で
新
幹
線
、
市
営
パ
ス
を

乗
り
継
い
で
九
十
分
。
こ
の
時
間
は
、
東
京
駅
か
ら
八
王
子

駅
周
辺
の
大
学
群
へ
の
移
動
時
間
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。

地
方
都
市
に
新
し
い
大
学
が
開
学
す
る
こ
と
は
、
八

0

1
九
0
年
代
は
さ
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
大
学
の
多
く
が
い
ま
、
定
員
割
れ

な
ど
で
経
営
難
に
陥
っ
て
い
る
中
、
医
療

・
福
祉
関
係
の

分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
育
て
る
国
際
医
療
福
祉
大
学
は

時
代
の
ニ

l
ズ
に
対
応
し
た
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
大
学
に

日
々
成
長
し
て
い
る
。

就
職
率

一
O
O
%
、
求
人
倍
率
八
十
六
倍
の
大
学
に
成

長
し
た
こ
と
は
、

一
義
的
に
は
大
学
関
係
者
の
努
力
の
賜

物
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
大
学
が
こ
こ
に
あ
る
こ

と
は
、
大
田
原
市
に
と
っ
て
の
誇
り
で
も
あ
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ビ
レ
ッ
ジ
拠
点
地
区
に

市
は
開
学
時
か
ら
市
営
パ
ス
を
大
学
へ
直
接
乗
り
入
れ
、

学
生
の
交
通
手
段
を
確
保
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
三
度
に
わ

た
り
定
期
代
の
値
下
げ
を
実
施
し
、
学
生
の
負
担
軽
減
を

図
っ
た
。

ま
た
地
方
拠
点
法
に
基
づ
く
「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ピ
レ
ツ

ジ
拠
点
地
区
」
と
し
て
大
学
周
辺
地
区
を
位
置
づ
け
、
大

学
正
門
前
道
路
の
国
道
昇
格
に
伴
う
整
備
、
周
辺
の
道
路

の
環
境
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

さ
ら
に
、
大
学
敷
地
の
周
辺
や
学
生
ア
パ
ー
ト
集
積
地

な
ど
の
街
路
、
防
犯
灯
の
整
備
も
積
極
的
に
進
め
、
学
生

生
活
の
安
全
確
保
の
た
め
に
全
力
を
傾
け
た
。
こ
の
住
環

境
整
備
は
現
在
も
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

新
潟
中
越
地
震
で
被
災
し
た
家
庭
の
学
生
に
は
、
住
民

と
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
家
賃
の

一
部
を
援
助
し
た
こ
と

も
あ
る
。

ま
た
薬
学
部
の
開
設
時
に
は
、
改
め
て
用
地
費
や
造
成

費
を
支
援
し
た
。

大
学
に
は
現
在
、
海
外
九
カ
固
か
ら
四
十
七
人
の
留
学

生
が
在
籍
す
る
。

母
国
の
将
来
を
担
う
で
あ
ろ
う
若
い
留
学
生
に
対
し
市

営
パ
ス
料
金
の
無
料
化
や
奨
学
金
の
支
給
、
市
営

・
市
有

住
宅
へ
の
低
廉
な
入
居
な
ど
、
行
政
と
し
て
の
援
助
を
継

続
し
て
い
る
。

附
属
病
院
、
金
個
室
型
特
養
も
開
設

一
方
、
大
学
は
、
大
学
図
書
館
を
開
放
し
て
く
れ
て

い
る
ほ
か
、

一
般
市
民
を
対
象
に
し
た
各
種
公
開
講
座
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
講
演
会
な
ど
を
頻
繁
に
開
い
て
く
れ
る
。
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特
に
、
こ
の

一
-
年
の
う
ち
に
、
附
属
病
院
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
「
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
」
、
特
別
養
護

老
人
ホ

l
ム
「
お
お
た
わ
ら
風
花
苑
」
が
開
設
さ
れ
た
。

後
者
は
、
市
内
で
は
初
め
て
と
な
る
全
室
個
室
型
の
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
施
設
で
、
大
学
と
隣
接
し
た
場
所
に
あ
る
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
市
に
と
っ
て
地
域
医
療
や
高
齢
者

/' :~lT ' ~!' li.，~ 
パスに乗り込むのは若者ばかり。こんな光景も大学があるからだ。 国際医療福祉大学のキャンパス

福
祉
の
拠
点
と
な
り
、
市
民
に
と
っ
て
不
可
欠
な
施
設
で

あ
る
。

福
祉
は
、
同
大
学
の
専
門
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
市

の
福
祉
行
政
分
野
で
、
大
学
の
教
職
員
か
ら
受
け
て
き
た

支
援
及
び
協
力
は
数
え
き
れ
な
い
。

大
学
の
先
生
に
は
介
護
保
険
の
認
定
審
査
委
員
を
は
じ

め
と
し
た
各
種
委
員
へ
の
就
任
や
、
各
種
相
談
事
業
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

ま
た
、
街
に
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
若
者
が
生
活
し
て
く
れ

て
い
る
だ
け
で
も
素
晴
ら
し
い
の
に
、
福
祉
大
の
学
生
た

ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
他
大
学
生
と
は
比
較
に
な

ら
な
い
ほ
ど
意
欲
的
だ
。

大
学
が
な
か
っ
た
な
ら
、
大
田
原
市
は
他
の
七
、
八
万

人
規
模
の
市
と
同
様
、
急
激
な
高
齢
化
が
進
む
地
方
小
都

市
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

ま
さ
に
大
学
と
学
生
た
ち
こ
そ
、
大
田
原
市
の
活
力
の

源
で
あ
る
と
い
っ
て
過
言
で
な
い
。

市民に開放されている大学の図書館

四
千
人
を
超
え
る
学
生
と
三
百
人
の
教
職
員
が
市
に
も

た
ら
す
経
済
効
果
は
年
間
五
十
億
円
と
い
わ
れ
る
。

学
生
の
受
け
皿
と
な
る
学
生
用
賃
貸
住
宅
も
薬
学
部
の

学
生
増
加
に
伴
い
新
築
が
続
い
て
い
る
。

活
発
な
建
設
の
動
き
が
あ
る
こ
と
は
経
済
効
果
と
い
う

点
で
は
喜
ば
し
い
こ
と
だ
が
、
需
要
と
供
給
の
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
が
最
近
、
時
折
目
に
つ
く
。

新
築
の
ア
パ
ー
ト

・
マ
ン
シ
ョ
ン
が
完
成
す
る
と
、
学

生
が
そ
ち
ら
へ
の
入
居
を
希
望
し
、
古
い
ア
パ
ー
ト
が
敬

遠
さ
れ
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
。

医
療
福
枇
産
業
都
市
を
目
指
し
て

市
が
将
来
の
少
子
高
齢
社
会
の
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
す

る
時
、
大
学
抜
き
の
取
り
組
み
は
考
え
に
く
い
ほ
ど
、
行

政
と
連
携
し
て
い
る
。

市
は

O
六
年
、
「
医
療
福
祉
産
業
都
市
構
想
」
の
実
現

に
向
け
て
、
「
大
田
原
市
産
学
官
連
携
推
進
委
員
会
」
を

設
置
し
た
が
、
こ
れ
も
医
療
福
祉
系
の
総
合
大
学
が
現
に

あ
っ
て
こ
そ
の
構
想
で
も
あ
る
。

身
近
な
問
題
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
市
の

取
り
組
み
も
大
学
の
協
力
に
よ
り
進
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

大
田
原
市
に
大
学
が
開
設
さ
れ
て
か
ら
昨
年
ま
で
に

七
千
人
を
超
え
る
学
生
が
卒
業
し
た
。
今
後
も
、
毎
年
千

人
近
い
学
生
が
大
田
原
市
か
ら
全
国
へ
羽
ば
た
い
て
い
く
。

卒
業
生
た
ち
が
「
住
み
よ
か
っ
た
町
」
と
し
て
、
大
田

原
市
を
振
り
返
れ
る
よ
う
な
ま
ち
の
建
設
を
、
大
学
と
連

携
し
構
築
し
て
い
き
た
い
。

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
面
で
大
学
と
の
鮮
を
強
固
に
し
て
、

大
学
と
の
地
域
連
携
を
強
化
し
、
大
田
原
市
の
さ
ら
な
る

発
展
を
図
る
考
え
で
あ
る
。

説書当匂17 2008・7月号
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愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
長

山
内
陪
平

地同ゆ

「
水
産
県
」
の
自
治
体
の
要
望
に
、
大
学
は
社
会
科
学
系
研
究
者
も
含
め
た
「
全
学
対
応
」
に
よ
る
研
究

セ
ン
タ
ー
開
設
で
応
え
た
。
そ
れ
に
よ
り
φ

魚
食
教
育
。
を
組
み
込
ん
で
、
地
域
振
興
を
目
指
す
「
ブ
ル
ー
ツ

l

リ
ズ
ム
」
の
開
発
が
動
き
出
し
た
。
そ
れ
は
水
産
学
研
究
に
も
新
し
い
分
野
を
聞
き
つ
つ
あ
る
。

• 

合
併
で
空
い
た
掴
庁
舎
に

愛
媛
県
の
海
域
は
佐
田
岬
半
島
を
分
岐
点
と
し
て
、
瀬

戸
内
海
と
宇
和
海
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の
沿
岸
部
は
瀬
戸

内
海
を
中
心
と
し
て
、
お
よ
そ
二
百
に
も
及
ぶ
島
々
が
あ

る
。
宇
和
海
沿
岸
は
リ
ア
ス
式
海
岸
で
あ
る
た
め
、
県
の

海
岸
線
は
千
六
百
三
十
三
キロ
に
も
及
ん
で
い
る
。
ま
さ
に

「水
産
県
」
に
ふ
さ
わ
し
い
地
形
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

宇
和
海
に
面
し
て
い
る
愛
南
町
に
二
O
O
八
年
四
月

一

日
、
愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
所
し
た
。

愛
媛
大
学
に
水
産
関
係
学
部
の
開
設
を
望
む
声
は
古
く

か
ら
あ

っ
た
。
四
十
年
ほ
ど
前
に
は
「
宇
和
島
市
に
水
産

学
部
を
作

っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
具
体
的
な
形
で
誘
致
活

動
が
あ
っ
た
。
当
時
は
大
学
の
事
情
も
あ
り
実
現
し
な
か

っ
た
が
、
そ
の
後
も
要
望
が
絶
え
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

そ
し
て
二
O
O
O年
に
行
わ
れ
た
農
学
部
設
立
百
周
年

記
念
式
典
で
、
加
戸
守
行
愛
媛
県
知
事
が
挨
拶
の
中
で
「
本

県
は
水
産
県
な
の
で
、
ぜ
ひ
農
学
部
の
中
に
水
産
の
教
育

研
究
部
門
を
立
ち
上
げ
て
欲
し
い
」
と
要
望
し
た
。

農
学
部
は
そ
れ
を
受
け
て
、
水
産
学
を
専
攻
す
る
教

官
を
増
や
し
て
い

っ
た
。
こ
の
こ
と
が
南
予
水
産
研
究
セ

ン
タ

l
の
設
立
に
繋
が

っ
た
。
具
体
化
し
た
の
は

O
六
年
、

県
が
重
要
施
策
と
し
て
、

一
次
産
業
を
主
体
と
し
て
い
る

南
予
地
域
の
活
性
化
を
挙
げ
、
農
学
部
に
協
力
を
求
め
た

こ
と
に
よ
る
。

南
予
地
域
か
ら
は
様
々
な
要
望
が
あ
る
中
、
愛
南
町
か

ら
大
学
の
施
設
を
、
ぜ
ひ
町
に
開
い
て
欲
し
い
と
い
う
具

体
的
で
、
か
つ
積
極
的
な
提
案
が
あ

っ
た
。
町
村
合
併
に

よ
っ
て
空
き
ス
ペ
ー
ス
と
な

っ
た
旧
西
海
町
役
場
の
建
物

の
二
、
三
階
を
研
究
所
に
改
装
し
、
大
学
に
提
供
す
る
と
い

、
つ
の
だ
。

大
学
は
こ
の
提
案
を
検
討
し
た
結
果
、

「
農
学
部
の
付

属
」
で
は
な
く
、
「
大
学
の
共
同
施
設
」
と
し
て
本
セ
ン
タ
ー

設
立
を
決
定
し
た
の
だ
。
愛
南
町
の
申
し
出
か
ら
僅
か
二

年
で
設
立
さ
れ
、
し
か
も

「
全
学
施
設
」

と
し
て
立
ち
上

げ
た
こ
と
は
、
愛
媛
大
学
の
社
会
貢
献
へ
の
取
り
組
み
の

強
い
意
思
の
現
れ
だ
。

愛
南
町
が
面
す
る
宇
和
海
の
沖
合
に
は
、

黒
潮
分
岐
流

が
あ
り
、
浮
魚
の
好
漁
場
だ
。
一

方
、
沿
岸
域
は
リ
ア
ス

式
海
岸
の
た
め
波
静
か
で
、
魚
介
類
、
真
珠
な
ど
の
全
国

屈
指
の
養
殖
生
産
の
好
適
地
と
な

っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
本
セ
ン
タ
ー
に
は
、

主
に
養
殖
業
の
発

展
に
寄
与
す
る
研
究
を
推
進
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
得

ら
れ
た
成
果
に
基
づ
き
、
愛
媛
県
や
南
予
地
域
の
各
自
治

体
、
水
産
関
係
団
体
な
ど
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
地

域
振
興
に
貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

文
理
融
合
型
で
他
大
学
か
ら
も

南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
セ
ン
タ
ー
長
を
含
め
て

七
人
の
専
任
教
員
に
よ
り
、

三
研
究
部
門
、
九
研
究
分
野

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
の
特
徴
と
し
て
は
、

①
生
命
・
環
境
・
社
会

を

一
体
化
し
た
文
理
融
合
型
で
あ
る
②
愛
媛
大
学
の
別
々

の
学
部

・
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
九
人
の
兼
任
教
員
を
併
任

と
し
て
配
置
し、

学
際
研
究
を
行
う
③
他
大
学
か
ら
四
人

の
客
員
教
授
、
九
人
の
客
員
研
究
員
が
参
画
す
る
大
学
関

連
携
の
組
織
で
あ
る
④
愛
媛
県
や
南
予
地
域
の
自
治
体
の

首
長
、
愛
媛
県
内
の
水
産
研
究
組
織
や
水
産
関
係
団
体
の

長
、
愛
媛
大
学
社
会
連
携
推
進
機
構
長
な
ど
産
学
官
に
よ

る
参
与
会
を
設
け
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
活
か
す
⑤
地
域

連
携
・
研
究
支
援
室
を
設
置
し
、
水
産
に
関
わ
る
地
域
の

諸
課
題
の
解
決
を
目
指
す
⑥
地
域
特
別
研
究
員
制
度
を
設

け
、
地
元
の
漁
業
者
、
水
産
団
体
職
員
、
自
治
体
職
員
な
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ど
を
採
用
し
、
水
産
振
興
に
関
し
て
研
究
を
行
う
若
手
人

材
の
育
成
を
行
う
ー
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
本
セ
ン
タ
ー
が
学
|
学
連
携
に
よ

り
幅
広
い
分
野
を
カ
バ
ー
し
て
、
人
材
育
成
を
含
め
た
地

域
振
興
を
行
う
方
向
性
を
示
す
も
の
だ
。

自
然
科
学
部
門
で
は
、
海
洋
生
物
の
生
命
現
象
を
解
析

し
、
そ
の
成
果
を
活
用
し
て
効
率
的
な
養
殖
を
行
う
こ
と

を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
。

海
洋
生
物
の
生
命
現
象
は
陸
上
生
物
が
持
た
な
い
特
異

な
も
の
が
多
く
、
し
か
も
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
。
そ
れ
に
取
り

組
む
た
め
、

マ
新
養
殖
種
の
開
発
や
養
殖
技
術
の
改
善
を

進
め
る
水
産
養
殖
研
究
分
野
マ
海
洋
の
未
利
用
資
源
を
研

究
開
発
す
る
海
洋
資
源
利
用
開
発
研
究
分
野
マ
魚
類
に
関

す
る
栄
養
学
を
研
究
す
る
魚
類
栄
養
学
研
究
客
員
分
野
マ

魚
病
の
研
究
と
診
断
を
担
当
す
る
魚
病
研
究
分
野
|
の

四
つ
の
研
究
分
野
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

ぎょしょく教育で魚料理の講習を受ける小学生

環
境
科
学
研
究
部
門
は
、

マ
養
殖
漁
場
の
環
境
を
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
し
、
環
境
の
保
全
に
関
し
て
研
究
す
る
漁
場
環

境
科
学
分
野
マ
こ
の
分
野
と
協
力
し
、
赤
潮
の
発
生
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
究
明
す
る
赤
潮
研
究
客
員
分
野
|
の
二
つ
の

研
究
分
野
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

社
会
科
学
研
究
部
門
は
、
社
会
科
学
の
視
点
か
ら
生
命

科
学
及
び
環
境
科
学
の
研
究
と
地
域
と
の
橋
渡
し
を
す
る

と
い
う
地
域
振
興
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
う
。

そ
れ
は
マ
漁
村
の
社
会
や
文
化
の
分
析
に
基
づ
き
、
地

域
活
性
化
を
検
討
す
る
水
産
社
会
・
文
化
研
究
分
野
マ
漁

業
地
域
の
経
済
や
経
営
に
関
わ
る
課
題
を
検
討
し
、
新
た

な
提
言
を
行
う
水
産
経
済
・
経
営
研
究
分
野
マ
漁
業
生
産

と
流
通
の
基
盤
を
改
善
し
、
生
産
現
場
か
ら
消
費
者
ま
で

の
水
産
物
の
流
れ
を
水
産
総
合
シ
ス
テ
ム
と
し
て
捉
え
る

新
し
い
分
野
の
構
築
を
図
る
生
産
流
通
基
盤
研
究
客
員
分

野

|

の

一一一

つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
き
よ
し
ょ
く
」
で
食
育
賞

水
産
業
と
漁
村
が
抱
え
て
い
る
解
決
す
べ
き
課
題
は
き

わ
め
て
多
く
、
セ
ン
タ
ー
の
専
任
教
員
だ
け
で
取
り
組
む

の
は
不
可
能
だ
。
従
っ
て
、
前
述
の
よ
う
に
各
研
究
部
門

に
客
員
を
招
い
て
い
る
。
大
学
問
連
携
に
よ
り
各
々
の
分

野
の
専
門
家
に
参
画
し
て
も
ら
い
、
問
題
解
決
に
迅
速
に

当
た
る
た
め
で
あ
り
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

水
産
学
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
学
問
分
野
で
あ
り
、
水
産
物

は
国
境
を
越
え
て
流
通
し
て
い
る
の
で
、
今
後
、
こ
の
連

携
は
囲
内
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
国
際
的
に
な
る
の
は
必
然

で
、
国
際
的
連
携
に
向
け
て
も
動
い
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
で
の
研
究
は
、
課
題
に
よ
り
比
較
的
長
期
に

わ
た
る
も
の
と
短
期
で
成
果
が
出
る
も
の
と
が
あ
る
。

生
命
科
学
研
究
部
門
や
環
境
科
学
研
究
部
門
で
行
う

基
礎
的
研
究
の
多
く
は
、
緊
急
の
課
題
に
対
応
し
つ
つ
も
、

数
年
先
の
成
果
を
見
据
え
て
お
り
、
前
者
に
属
す
る
。

一
方
、
社
会
科
学
研
究
部
門
の
そ
れ
は
比
較
的
短
期
的

に
成
果
が
見
え
る
も
の
が
多
い
。
し
か
も
、
こ
の
分
野
は

産
学
官
の
連
携
に
加
え
て
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
活
動

で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
だ
。

社
会
科
学
部
門
の
教
員
は
既
に
、
「
愛
南
町
ぎ
よ
し
ょ
く

普
及
推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
て
、
総
合
的
な
水
産
版

食
育
の
「
ぎ
よ
し
ょ
く
教
育
」
の
実
践
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
活
動
は
「
地
域
に
根
ざ
し
た
食
育
コ
ン
ク
ー
ル

二
O
O六
」
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

こ
の
活
動
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
子
ど
も
達
に
魚
へ
の
興
味

や
魚
の
栄
養
の
知
識
を
持
た
せ
た
り
す
る
の
に
加
え
て
、

魚
に
関
す
る
全
て
の
事
柄
を
包
括
的
か
つ
体
系
的
に
把
握

・

実
践
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
詳
細
は
若
林
良
和
編
著
『ぎ
よ

し
ょ
く
教
育
|
愛
媛
県
愛
南
町
発
水
産
版
食
育
教
育
の
実

践
と
提
言」

(
筑
波
書
房
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ブ
ル
ー
ツ
l
リ
ズ
ム
へ
の
挑
戦

今
は
「
ぎ
よ
し
ょ
く
教
育
」
を
組
み
込
み
、
都
市
部
か

ら
人
を
呼
び
込
む
愛
南
町
で
の
「
ブ
ル
ー
ツ

l
リ
ズ
ム
」

の
在
り
方
を
検
討
中
だ
。

既
に
漁
家
民
宿
が

一
軒
、
活
動
を
始
め
た
。
宿
泊
し

た
人
達
は
そ
の
も
て
な
し
に
感
動
し
、
リ
ピ
ー
タ

l
が
多

い
。
ま
た
、
私
達
教
員
は
既
に
あ
る
九
軒
の
農
家
民
宿
に

順
次
宿
泊
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
素
晴
ら
し
い
。
今
後
、

農
村
と
漁
村
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
ツ

l
リ
ズ
ム
を
ど
う

起
こ
し
て
い
け
る
の
か
、
興
味
深
い
課
題
だ
。
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大学+自治体のパワー特集

巷
問
、
産
学
官
連
携
と
よ
く
言
わ
れ
て
い

る
も
の
の
、
多
く
の
場
合
、
そ
の
活
動
や
成

果
は
地
域
住
民
に
と
っ
て
は
現
実
感
に
乏
し

く
、
ど
れ
だ
け
の
恩
恵
が
あ
る
の
か
見
え
て

こ
な
い
。
対
象
地
域
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
、
そ
の
傾
向
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

筆
者
は
今
年
三
月
ま
で
の
五
年
間
、

一
般

型
と
発
展
型
の
「
函
館
エ
リ
ア
産
学
官
連
携

促
進
事
業
」
の
研
究
統
括
を
し
て
い
た
が
、

三
十
万
都
市
で
あ
る
函
館
で
の
地
域
住
民
を

巻
き
込
ん
だ
活
動
の
難
し
さ
を
実
感
し
た
。

し
か
し
、
人
口
二
万
八
千
の
愛
南
町
の
場

合
、
「
ぎ
よ
し
ょ
く
教
育
」
の
取
り
組
み
は
、

ま
さ
し
く
産
学
官
に
加
え
て
地
域
の
多
く
の

人
達
と
の
交
流
を
促
し
、
そ
れ
が
連
携
へ
と

つ
な
が
り
、
地
域
が

一
体
と
な
る
産
学
官
プ

ラ
ス
民
の
協
同
へ
と
発
展
し
て
い
る
(
下
の

図
を
参
照
)
。

「
ぎ
よ
し
ょ
く
」
を
中
心
に
捉
え
た
ブ
ル
ー

ツ

l
リ
ズ
ム
を
成
功
に
導
く
た
め
に
は
、
住

民
参
加
と
民
宿
の
充
実
が
第

一
だ
。
同
時
に
、

そ
こ
で
生
産
さ
れ
る
水
産
物
が
い
か
に
安
全
・
安
心
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
生
産
現
場
の
環
境
の
デ
l
夕
、
魚
介

類
の
安
全
な
生
産
管
理
や
、
水
産
物
が
消
費
者
へ
届
く
ま

で
の
衛
生
管
理
の
デ

l
タ
な
ど
を
消
費
者
に
知
ら
せ
る
ト

レ
ー
サ
ピ
リ
テ
イ
(
生
産
履
歴
)
の
シ
ス
テ
ム
作
り
が
最

重
要
課
題
だ
。
そ
う
し
た
安
全

・
安
心
が
あ
っ
て
こ
そ
ブ

ル
l
ッ
l
リ
ズ
ム
が
成
り
立
つ
。

上
記
の
こ
と
は
、
自
然
科
学
系
の
研
究
成
果
を
住
民
や

連携・協働

器ii者に軍
力

/・
協

•. 

〆

日

過

も
H
U

---

参
・¥

愛南町

役場水産課

教育委員会

地域住民

住民団体

(生活研究協議会

魚食研究会など)

て〉協働ω 実践

ー翠盟IH)fiW

参加・協力

消
費
者
に
見
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
社
会
科
学
系

の
分
野
が
そ
れ
ら
を
理
解
し
、
互
い
に
融
合
さ
せ
る
必
要

性
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
、
本
セ
ン
タ
ー
の

活
動
そ
の
も
の
で
あ
り
、
本
セ
ン
タ
ー
の
意
義
も
そ
こ
に

あ
る
。

愛南町ぎよしょく
普及推進協議会

地
域
振
興
に
繋
が
る
水
産
学
へ

残
念
な
が
ら
、
従
来
の
水
産
業
で
は
、
こ
う
し
た
融

合
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
地
域
振
興
に

繋
が
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
意
味
で
、
本
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
、

地
域
振
興
を
目
指
す
新
し
い
水
産
学
の
方
向
性
を
示
す
も

の
と
考
え
て
い
る
。
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教育地域協働システム図

地
域
振
興
を
考
え
る
場
合
、
も
う

一
つ
、
頭
に
入
れ
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
日
本
学
術
会
議

が

O
四
年
、
農
林
水
産
大
臣
の
諮
問
「
地
球
環
境
・
人
間

生
活
に
か
か
わ
る
水
産
業
及
び
漁
村
の
多
面
的
機
能
の
内

容
及
び
評
価
」
に
対
し
て
、
「
水
産
業
・
漁
村
の
多
様
な
役

割
」
と
い
う
答
申
書
を
出
し
た
。

以誠治

そ
の
多
面
的
五
つ
の
機
能
と
し
て
①
食
料
資
源
の
供
給

②
自
然
環
境
保
全
③
地
域
社
会
の
形
成
・
維
持
④
居
住
や

交
流
の
場
の
提
供
⑤
国
民
の
生
命
財
産
保
全
|
を
挙
げ

て
い
る
(
詳
細
は
、
日
本
学
術
会
議
の

H
P
で
)
。

即
ち
、
上
に
挙
げ
ら
れ
た
水
産
業
・
漁
村
の
多
面
的

機
能
は
ま
さ
し
く
社
会
基
盤
形
成
の
根
幹
を
な
し
て
い
る
。

本
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
、
こ
れ
ら
の
線
上
に
あ
る
。

水
産
業
は
農
業
と
同
様
、
地
域
振
興
に
最
も
近
い
立
場

に
あ
る
。
従
っ
て
、
地
方
で
の
水
産
学
(
水
産
学
は
農
学

の

一
部
だ
が
)
の
役
割
は
、
今
後
さ
ら
に
重
要
さ
を
増
す

だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
は
従
来
の
水
産
学
の
辿
っ
た
道
を

検
証
し
、
新
た
な
水
産
学
へ
ど
う
活
か
せ
る
か
に
か
か
っ

い
る
。
本
セ
ン
タ
ー
が
文
理
融
合
を
強
調
し
て
い
る
の
も
、

そ
の
反
省
に
基
づ
い
て
い
る
。
水
産
学
は
実
学
だ
と
い
う

原
点
に
戻
り
た
い
。

国
か
ら
の
運
営
交
付
金
が
減
少
し
続
け
て
い
る
状
況
の

中
で
、
愛
媛
大
学
は
社
会
貢
献
に
軸
足
を
置
く
た
め
、
遠

隔
地
の
愛
南
町
に
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、

一
歩
踏
み
出
し
た
。
大
学
の
生
命
線
で
あ
る
基
礎
科
学
と
、

地
域
貢
献
の
た
め
の
応
用
科
学
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な

が
ら
、
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。





群馬大学工学部のキャンパスを開放する「しだれ桜を観る会」は市民でいっぱいになる (2-7ページ)

地域と大学の連携の象徴となる
「テクノプラザおおた」の竣工式 (2-7ページ)



地元の八木節祭りには、若手大生が大挙参加する (2-7ページ)

大泉町の図書館で群大生が日経ブラジル人の子どもたちに日

本語の本を読み聞かせている。多文化共生インターンシップ
の一風景だ (2-7ページ)

H系ブラジル入学校の生徒たちを群馬大学工学部に招待し、
理科体験させる恒例の多文化共生テクノドリームツアー

群大キャンパスで聞かれる恒例のクラシックカーフェスタ (2-7ページ (2-7ページ)
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国際医療福祉大学で行われている車椅子の補助実習

(16 -17ページ)

泊区t

宮城県大崎市に集まったマガンの群 (12-13ページ)

烏と農業が共生する大崎市の水田 (12-13ページ)

健康なまちづくり講座=四街道市の場合 04-15ページ)



薬学部が6年制になり、大田原
市には学生がさらに増える

(16 -17ページ)

理学療法の実習を受ける国際医療福祉大

学の学生たち。ボランティア活動にも熱

心だ(16-17ページ)

学生が作った 「くれ塾Jの
ロゴマーク (30-31ページ)

伊
比
例
ゆ

nl川
h
山

m
che
 

呉市内の喫茶庖で聞かれる 「イブニング塾」は広島工業大学の先生が講師 (30-31ページ)



呉市の公開講座 (30-31ページ)

魚類の遺伝子解析をする愛媛大学の

大学院生たち 08-20ページ)



鹿
児
島
県

天文館正式には照国表参道通りといい、島

津の殿様がこの地に天体観測所を建てたこと

に由来する。南九州有数の繁華街だ。旨かも

んの屈がたくさんある。

酒寿司 簡単に言えI~'、 令酢飯でないチラシ (J，

ラ)寿司、に日本酒をたっぷり振りかけて一

晩おいたものとなろうか。島津の殿綴が料理

の残りを飯の上に乗せ、酒をかけておいたと

ころ、翌朝、旨くなっていたのが酒寿司の誕

生という。寿司屋に予約が必要だ。

島津一一つ一英戦争、西南戦争、そして太平洋

戦争と痛めつけられて、城下町の

面影は皆無に等しL、。 しかし、県民の3分

の 1が集中する南九州の最大の都市であり、

そこは「旨かもんJ(旨い物)が溢れる町な
のだ。

白熊鹿児島市というよりは

県の代表的な氷菓。かき氷の

上に練乳をかけ、フルーツを

盛り付け、その上に簡を載せ

る。市内の喫茶j苫にもある。

黒豚料理鹿児島といえば

黒豚。肥育には手間と回数

がかかるが、肉が旨いパー

クシャー純粋種の豚のこと

だ。市内には黒豚料理の屈

が多い。

キビナコの刺身体長ア
~ 8 ~/のニシン科の魚。

手聞きにして酢昧噌で食

べるのが最高だ。写真は

「菊花盛り」。

鹿児島ラーメン 「ご当地ラーメンの

一つJと言うのは偉うれる長い歴史が
ある。明確な定義はないが、かん水を

使わない中太直麺が主流。ラーメン通

によると「九州では唯一、久留米ラー

メンの影響を受けていない地場ラーメ

ンJとか

タ閣の桜島は鹿児島市ならではの風景
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二
O
O
七
年
(
平
成
十
九
年
)
四
月
、

長
岡
市
は
特
例
市
に
移
行
し
、
地
方
分
権

の
流
れ
の
中
で
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
を
印
し

ま
し
た
。
合
併
で
十
地
域
の
個
性
が
集
ま

っ
た
新

・
長
岡
市
の
未
来
を
見
据
え
た
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
「
長
岡
市
総
合
計
画
」

が
現
在
、
本
格
的
に
動
き
出
し
て
い
ま
す
。

長
岡
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
は
三

つ
あ
り
ま
す
。

市
民

一
人
ひ
と
り
の
知
恵
を
結
集
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
「
市
民
力
」
。

ー

ー

l

地
域
の
文
化
や
伝
統
を
大
切

一

に
し
、
お
互
い
の
異
な
る
個
性

脳
F

が
響
き
あ
っ
て
活
力
を
高
め
る

.

.

 
t

「
地
域
力
」
0

.司

市

そ
し
て
市
民
と
行
政
が
責
任

ー

し

と
役
割
を
分
か
ち
あ
い
、
対
等

な
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
目
標
に

向
け
取
り
組
む
「
市
民
協
働
」
で
す
。

こ
の
三
つ
の
大
き
な
パ
ワ

l
で
、
長
岡

市
は
今
、
さ
ら
な
る
飛
躍
の
時
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
冬
の
季
節
に
耐
え
な

が
ら
、
大
切
に
育
て
て
き
た
夢
の
数
々
が

今
花
聞
き
、
実
を
結
ぼ
う
と
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
暮
ら
し
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
中
越
大
震
災
な
ど
の
大
災
害
か
ら

の
復
旧
は
、

一
つ
の
区
切
り
を
迎
え
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
を
も
っ
て
、
イ
ン
フ
ラ

復
旧
は
完
了
し
、
仮
設
住
宅
の
入
居
者
も

昨
年
末
で
ゼ
ロ
と
な
り
ま
し
た
。
ふ
る
さ

と
の
山
河
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
災
害
の
爪

あ
と
を
残
し
な
が
ら
も
、
暮
ら
し
ゃ
生
業

の
舞
台
と
し
て
、
そ
の
復
旧
を
実
感
で
き

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

全
国
か
ら
い
た
だ
い
た
温
か
い
御
支
援

に
対
し
て
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
改
め

て
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
災
害
を
パ
ネ
に
し
た
「
創
造
的

復
興
」
に
弾
み
を
つ
け
る
こ
と
が
、
長
岡

高
齢
化
な
ど
の
過
疎
化
に
悩
ま
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
災
害
に
よ
っ
て
過
疎
化
が
加

速
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
、
災
い
を
転
じ
て
福
と
な

す
と
い
う
発
想
を
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
中
山
間
地
の
暮
ら
し
の

再
生
の
た
め
に
、
都
市
部
と
中
山
間
地
と

の
交
流
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
そ
の
中
で
も
顕
著
な
成
果
を
上
げ
て

い
る
の
が
、
東
洋
大
学
と
の
連
携
に
よ
る

東
洋
大
学
と
連
携
し
て

「
交
流
」
を
軸
と
し
た
創
造
的
復
興

市
に
諜
せ
ら
れ
た
大
き
な
命
題
で
す
。

日
本
の
災
害
史
を
ひ
も
と
い
て
も
、
平

野
の
外
縁
部
か
ら
山
間
地
に
至
る
い
わ
ゆ

る
中
山
間
地
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
し

ょ
う
。
い
わ
ば
前
人
未
到
の
復
興
に
挑
ん

で
い
る
長
岡
市
の
取
り
組
み
に
は
大
き
な

キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
交

流
」
で
す
。

中
山
間
地
は
、
災
害
以
前
か
ら
人
口
減
、

-

長
岡
市
長

森

民
夫

地
域
づ
く
り
で
す
。

二
O
O
七
年
十
月
、
長
岡
市
は
首
都
圏

の
総
合
大
学
の
多
種
多
様
に
集
積
さ
れ
た

学
術
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

む
た
め
、
東
洋
大
学
と
教
育

・
福
祉

・
産

業
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で
包
括
的

に
相
互
協
力
す
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
推
進
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。
同
大
学
の
創
立
者
で
あ
る
井
上
円
了

が
長
岡
藩
出
身
と
い
う
深
い
縁
も
あ
り
ま

す
が
、
震
災
直
後
か
ら
教
員

・
学
生
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
と
い
っ
た
支
援
活
動
や
、

被
災
地
の
調
査
研
究
を
通
し
て
の
復
興
計

画
策
定
支
援
な
ど
、
多
大
な
る
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
協
力
・
連
携
関
係
を
さ
ら
に
強
固

に
し
、
地
域
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く
た

め
協
定
を
締
結
し
た
も
の
で
す
。

既
に
連
携
の

一
環
と
し
て
、
山
の
暮
ら

し
の
価
値
を
積
極
的
に
評
価
し
た
交
流
事

業
や
交
通
確
保
対
策
な
ど
に
つ
い
て
の
基

本
構
想
を
ま
と
め
ま
し
た
。
策
定
の
過
程

で
は
、
地
域
住
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、
官
学
民
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意

分
野
を
活
か
し
た
事
業
内
容
と
な
り
ま
し

た
。さ
ら
に
山
古
志
で
の
事
例
を
題
材
と
し

た
中
山
間
地
振
興
に
関
す
る
調
査
研
究
が

文
部
科
学
省
事
業
に
採
択
さ
れ
、
東
洋
大

学
と
の
共
同
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
岡
市
は
、
復
興
を
応
援
し
支
援
し
て

く
だ
さ
る
た
く
さ
ん
の
人
び
と
や
、

N
P

O
団
体
な
ど
と
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
そ
の
実
り
あ
る
交
流
は
今
、
市
民
や

地
域
に
し

っ
か
り
と
根
を
下
ろ
し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
具
体
的
な
形
を
と
り
な
が
ら
、
ま

ち
づ
く
り
を
支
え
る
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

合
言
葉
は
「
前
よ
り
前
へ
!

長

岡

人

が
育
ち
地
域
が
輝
く
」
。
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大
学

広
島
県
呉
市
、
安
芸
郡
坂
町

呉
市
企
画
情
報
課

平
木
文
尊

• 

よ
り
豊
か
な
市
民
生
活
の
実
現
を
目
指
し
て
、
八
つ
の
大
学
と
一
市
一
聞
が
連
携
し
て
い
る
。
そ
の
運
営
主
体
は
呉
地

域
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

(
K
O
C
N
)
。
地
域
の
発
展
に
繋
が
る
研
究
へ
の
助
成
、
ま
ち
づ
く
り
の
提

言
の
審
査
、
喫
茶
屈
で
の
夕
刻
か

5
の
講
座
・:
と
、
そ
の
活
動
は
多
彩
だ
。

呉
市
は
、
広
島
県
の
南
西
部
に
佐
置
し
、

一
八
八
六

年
(
明
治
十
九
年
)
に
第
二
海
軍
区
軍
港
の
指
定
を
受
け
、

呉
鎮
守
府
が
開
庁
さ
れ
る
な
ど
、
戦
前
は
海
軍
の
ま
ち
で

あ
り
、
戦
後
は
瀬
戸
内
有
数
の
臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
発

展
し
て
き
た
。

そ
う
し
た
歴
史
を
持
つ
人
口
約
二
十
五
万
の
ま
ち
は

「
海
(
瀬
戸
内
海
、
み
な
と
ま
ち
)
」
、
「
技
(
先
端
技
術
、

も
の
づ
く
り
)
」
、
「
人
(
人
々
の
つ
な
が
り
、
人
間
力
ご

と
い
っ
た
特
色
を
併
せ
持
っ
て
お
り
、

二
O
O
七
年
十
月

に

『
つ

な

ぐ

手

に

海

・
技

・
人

が

光

る

ま

ち
』
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
定
め
、
全
国
に
そ
の
魅
力
を

情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

現
在
、
地
方
公
共
団
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
地
方
分

権
、
少
子
高
齢
化
、
市
民
ニ

l
ズ
の
多
様
化
な
ど
大
き
な

転
換
期
に
あ
る
。
ま
た
、
高
等
教
育
機
関
(
以
下
「
大
学
」

と
い
う
)
で
も
、
研
究
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
少
子
化
時
代

へ
の
対
応
、
地
域
社
会
と
の
連
携
な
ど
へ
の
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
の
中
、
大
学
が
持
つ
ソ
フ
ト
資

源
(
人
材

・
情
報
)
と
、
ハ
ー
ド
資
源
(
施
設

・
設
備
)

を
活
用
し
て
、
行
政
・
大
学
・
地
域
社
会
が
相
互
に
連
携
し
、

よ
り
豊
か
な
市
民
生
活
を
実
現
し
よ
う
と
、

二
O
O
O年

五
月
に
「
呉
地
域
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
(
以
下
「

K
O
C
N
」
と
い
う
)
を
設
置
し
た
。
当
初
は
、

呉
市
と
市
内
お
よ
び
近
隣
の
大
学
六
校
に
よ
る
ス
タ
ー
ト

だ
っ
た
。ロコマ

l
ク
も
学
生
が
作
成

現
在
K
O
C
N
は
、
よ
り
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

な
り
、
大
学
八
校
(
海
上
保
安
大
学
校
、
近
畿
大
学
工
学

部
、
呉
工
業
高
等
専
門
学
校
、
呉
大
学
、
広
島
工
業
大
学
、

広
島
国
際
大
学
、
広
島
大
学
、
広
島
文
化
短
期
大
学
)
、
そ

し
て
呉
市
と
安
芸
郡
坂
町
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

組
織
は
、
次
の
三
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

マ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
各
大
学
の
長
、
市
長
と
町
長

に
よ
り
構
成
。
予
算
、
事
業
の
方
針
な
ど
を
決
定
。

マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
各
大
学
の
教
員
、
事
務
職

員
と
学
生
の
代
表
者
に
よ
り
構
成
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
か
ら
運
営
を
任
さ
れ
た
実
質
的
な
活
動
機
関
。

マ
事
務
局
呉
市
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
に
設
置
。

予
算
の
執
行
、
連
絡
調
整
な
ど
を
担
当
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
は
年

一
回
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員

会
は
年
三
回
程
度
招
集
さ
れ
る
。

運
営
経
費
は
、
呉
市
と
坂
町
か
ら
の
補
助
金
を
財
源
と

し
、
各
大
学
の
負
担
は
な
い
。

O
八
年
度
は
、
約
二
百

九
十
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

K
O
C
N
の
ロ
ゴ
マ

l
ク
は
、
近
畿
大
学
の
学
生
が
作

成
し
て
い
る
。
加
盟
大
学
の
学
生
か
ら
公
募
、
選
定
し
た
。

第
一
の
関
心
は
地
域
活
性
化

K
O
C
N
は、

三
つ
の
主
要
な
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

第
一
は
「
地
域
活
性
化
研
究
の
助
成
」
で
、
呉
地
域
が

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
重
点
テ

l
マ
を
中
心
に
、
各
大

学
の
学
生
と
教
員
が
グ
ル
ー
プ
で
行
う
研
究
活
動
に
対
し

て、

一
研
究
二
十
万
円
を
上
限
と
し
て
助
成
し
て
い
る
。

助
成
対
象
と
す
る
研
究
は
、

K
O
C
N
加
盟
校
か
ら
公 学生代表も出席するプロジェク卜会議
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募
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
委
員
と
行
政
に
よ
り
、
地

域
の
活
性
化
に
資
す
る
と
考
え
ら
れ
る
研
究
を
選
考
し
て

い
る
。

ま
た
、
研
究
課
題
や
研
究
方
法
を
よ
り
深
め
る
た
め
、

研
究
の
開
始
段
階
で
、
行
政
の
関
連
部
局
と
の
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
る
。

研
究
結
果
に
つ
い
て
は
、
報
告
会
を
催
し
、
市
民
や
行

政
関
係
者
な
ど
に
発
表
し
て
い
る
。
呉
地
域
の
課
題
や
呉

地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
研
究
結
果
は
、
貴
重
な
研
究

の
蓄
積
と
し
て
、
過
去
の
研
究
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
報
告

書
を

K
O
C
N
の
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

第
二
は
「
公
開
講
座
の
助
成
」
で
、

K
O
C
N
加
盟
校

の
先
生
に
よ
り
、
呉
市
や
坂
町
で
、
市
民
向
け
の
公
開
講

座
を
開
催
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
対
し
て

一
校
五
万
円
を

限
度
に
助
成
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
特
色
を
活
か
し
た
公
開
講
座
を
開

大学ごとに特色ある公開講座

催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
涯
学
習
に
繋
が
る
学
び
の
場
の

提
供
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
あ
ま
り
接
す
る
こ
と
の
な

い
市
外
の
大
学
の
講
座
も
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
学

を
身
近
に
感
じ
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

第
三
は
「
ま
ち
づ
く
り
講
座

「く
れ
塾
』
」
で
、
年
に

一
度
、
市
民
を
対
象
に
呉
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

講
座
を
行
っ
て
い
る
。

昨
年
度
は
、

K
O
C
N
加
盟
校
の
先
生
に
よ
る
市
民
協

働
に
つ
い
て
の
基
調
講
演
と
、
呉
市
が
募
集
し
た
「
若
も

の
に
よ
る
政
策
論
文
」
の
提
案
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
そ
の
審
査
会
を
行
っ
た
。
若
い
人
に
行
政
や
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
、
若
者
の

ア
イ
デ
ア
を
市
政
に
活
か
す
こ
と
が
目
的
だ
。

自
然
に
協
働
領
域
が
縮
大

K
O
C
N
の
も
う

一
つ
の
意
義
は
、
上
記
の
活
動
を
通

「くれ塾」に集まった参加者

じ
て
大
学
と
行
政
の
連
携
が
自
然
と
強
ま
り
、
行
政
の

様
々
な
業
務
で
も
、
大
学
と
の
協
働
に
よ
る
事
業
実
施
の

範
囲
が
着
実
に
拡
大
し
て
き
て
い
る
こ
と
だ
。

呉
市
は
ま
た
、

O
五
年
に
呉
工
業
高
等
専
門
学
校
と
、

O
六
年
に
広
島
大
学
と
包
括
的
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定

も
締
結
し
、
共
同
研
究
の
実
施
な
ど
多
方
面
の
連
携
協
力

を
進
め
て
い
る
。

K
O
C
N
に
加
盟
す
る
大
学
問
の
連
携
は
、
な
か
な
か

構
築
で
き
な
い
の
が
現
状
だ
。
も
ち
ろ
ん
研
究
分
野
で
の

研
究
者
同
士
の
連
携
は
、
ど
の
大
学
で
あ
っ
て
も
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
分
野
に
も
、
特
に
学
生
同
士
の
活

動
を
中
心
に
、
各
校
の
連
携
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
き
っ

か
け
づ
く
り
を
、

K
O
C
N
が
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
よ
り
多
面
的
な
活
動
が
展
開
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
に
関
わ
る
よ
う
な
事
業
を
、

各
々
の
大
学
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
、
そ
の
活
動
を

K

O
C
N
が
、
大
学

・
行
政
と
の
連
携
が
図
れ
る
よ
う
に
支

援
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
。

そ
う
し
た
趣
旨
に
沿
う

一
つ
の
事
例
と
し
て
「
呉
イ
ブ

ニ
ン
グ
塾
」
が
あ
る
。
商
庖
街
の
中
に
あ
る
喫
茶
庖
で
、

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
数
学
や
英
語
な
ど
に
つ
い
て

聴
け
る
講
座
で
、
広
島
工
業
大
学
に
開
催
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。
K
O
C
N
は
、
場
所
の
選
定
、
広
報
を
支
援
し
て

ぬ属幼

、.、
，o

iv
・
4
qK
O
C
N
は
、
こ
れ
か
ら
も
八
つ
の
大
学
と
呉
市
・
坂

町
の
連
携
を
さ
ら
に
強
め
て
く
こ
と
に
よ
り
、
大
学
・
行

政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
、
独
自
性
を
発
揮
し
、
力
を
出
し

合
う
こ
と
で
、
大
学
の
活
性
化
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。
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西
・
中
欧
で
は
山
間
部
に
人
口
が
還
流

地
域
づ
く
り
を
め
ぐ
っ
て
は
、
大
都
市
、
地
方
都
市
、

農
山
漁
村
を
問
わ
ず
、
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

大
都
市
で
は
、
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
災
害
対
処
の
問

題
、
地
球
温
暖
化
に
も
関
連
す
る
環
境
問
題
、
東
ア
ジ
ア

に
と
ど
ま
ら
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
な
都
市
間
競
争
等
々
だ
。

地
方
都
市
で
は
、

一
部
で

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
な
ど
の

取
り
組
み
は
始
ま
っ
た
が
、
長
年
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

中
心
市
街
地
の
再
生
問
題
は
ま
だ
ま
だ
未
解
決
だ
。

県
庁
所
在
地
で
も
最
近
は
、
そ
の
中
心
部
か
ら
人
口
が

流
出
し
、
昼
間
で
も
人
通
り
が
ま
ば
ら
な
ま
ち
も
多
く
見

受
け
ら
れ
る
。

最
近
発
表
さ
れ
た
「
定
住
自
立
圏
構
想
」
最
終
報
告
で

は、

①
五
1
十
万
人
の
各
地
方
都
市
を
周
辺
農
山
漁
村
の

拠
点
と
す
る
「
定
住
自
立
圏
」

②
そ
れ
ら
幾
つ
か
の
自
立

圏
の
拠
点
と
な
る
「
高
度
定
住
自
立
圏
」

l

を
設
け
る

と
い
う
こ
層
の
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

衰
退
す
る
地
方
都
市
が
果
た
し
て
、
そ
の
任
に
堪
え
得
る

の
か
疑
問
が
湧
く
。

地
方
都
市
を
取
り
巻
く
農
山
漁
村
集
落
の
再
生
こ
そ
が

急
務
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
ら
農
山
漁
村
は
よ
り
深
刻
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

西
欧
、
北
米
に
例
を
見
な
い
ほ
ど
の
過
疎
化
が
進
展
し
て
い
る
。

ス
イ
ス
は
日
本
の
ほ
ぼ
倍
の

一
人
当
り
国
民
総
生
産
を

誇
る
が
、
厳
し
い
山
岳
地
域
を
多
く
持
つ
州
で
こ
そ
人
口

が
増
え
て
い
る
。
ス
イ
ス
に
限
ら
ず
、
イ
タ
リ
ア
北
部
、

ド
イ
ツ
南
部
、
フ
ラ
ン
ス
東
部
の
農
山
村
部
で
も
、
若
い

人
び
と
が
還
流
を
始
め
て
い
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
各
々
の
国
の
政
策
的
対
応
や
国
民
の

価
値
観
の
変
化
が
あ
る
。

嫌
な
言
葉
だ
、

「
限
界
集
落
」

と
こ
ろ
が
日
本
で
は
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
尊
厳
も
損

な
う
よ
う
な
「
限
界
集
落
」
な
る
言
葉
ま
で
出
回
る
に
至
つ

て
い
る
。

「
限
界
集
落
」
|
厳
し
い
農
山
漁
村
部
に
踏
み
と
ど

法 I也
政域
大づ
学く
現り
代田
福体
祉全
. 学園
部協

同 教議
I.~ }受会
山百 "玄
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之
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ま
り
、
農
林
漁
業
の
再
生
や
自
然
環
境
の
保
全
に
取
り
組

も
う
と
す
る
人
た
ち
の
不
安
を
、
む
や
み
に
煽
る
一
言
葉
で

は
な
か
ろ
う
か
。

以尉ゆ

ま
た
最
近
、

地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
か
ら
は
「
特

例
町
村
」
へ
の
言
及
も
現
れ
始
め
て
い
る
。
市
町
村
合
併

で
な
く
自
立
の
道
を
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
町
村
や
、
今

回
合
併
が
出
来
な
か
っ
た
町
村
に
対
し
て
、
事
務
権
限
の

義
務
付
け
を
緩
和
す
る
内
容
だ
。

つ
ま
り
、
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
の
保
険
者
と
し

て
の
任
務
、
消
防
・
救
急
な
ど
の
共
同
処
理
事
務
は
免
除

し、

戸
籍
や
住
民
登
録
な
ど
の
窓
口
事
務
、
義
務
教
育
事

務
な
ど
だ
け
を
事
務
権
限
と
し
て
残
そ
う
と
い
う
考
え
の

厳しい状況の中で、番楽やマタギ文化を担う秋田県旧阿仁町根子集落

ょ
う
だ
。

都
道
府
県
に
手
助
け
し
て
も
ら
い
な
が
ら
生
き
な
が
ら

え
る
よ
う
な

。
B
級
自
治
体
ψ

を
設
定
し
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

二
O
O
六
年
度
に
集
落
調
査
を
実
施
し
た
山
形
県
小
国

町
で
、
調
査
中
に

一
枚
の
古
地
図
を
見
た
。
そ
れ
は
文
禄

四
年
(
一
五
九
五
年
)
の
「
巴
鏡
」
に
あ
る
地
図
で
、
そ

こ
に
は
現
存
す
る
小
国
町
の
集
落
の
多
く
が
既
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
そ
の
古
地
図
に
記
載
さ
れ
て

い
る
古
い
集
落
の
幾
っ
か
が
、
今
や
消
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
四
、
五
百
年
の
命
脈
を
保
ち
、
多
く
の
歴
史
と
文
化

を
担
っ
て
き
た
こ
れ
ら
の
集
落
を
、
こ
こ

二
、
三
十
年
で



潰
し
て
い
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
今
の
時
代
に
生
き
た
我
々

の
責
任
が
後
世
、
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

役
所
の
カ
ウ
ン
タ
ー
内
で
は
解
決
不
能

様
々
な
地
域
に
、
こ
う
し
た
課
題
が
現
出
し
て
き
た
背

景
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
問
題
に
的
確
に
対
応
し
て

こ
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
従
来
の
課
題
対
応
で
は
不
十
分

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

地
域
自
立
を
求
め
た
幾
つ
か
の
例
外
は
あ
る
に
し
ろ
、

こ
れ
ま
で
の
地
域
づ
く
り
は
基
本
的
に
は
物
的
な
社
会
イ

ン
フ
ラ
を
充
実
す
る
方
向
が
主
力
だ
っ
た
。
施
設
建
設
、

道
路
整
備
、
農
業
基
盤
整
備
等
々
だ
。

し
か
し
、
状
況
は

一
変
し
て
い
る
。
今
や
地
域
で
課
題

司、陣、『旬、

過疎集落再生のためのワークショ ップ (根子集落)・東北電力まちづくり元気塾〕

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
新
た
に
ハ
コ
も
の
を
造
る
こ
と

で
は
な
い
。
道
路
を
建
設

・
延
長
す
る
こ
と
で
課
題
の
解

決
を
図
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。

我
々
の
生
活
空
間
を
注
意
深
く
見
詰
め
れ
ば
、
大
都
市

で
あ
る
か
農
山
漁
村
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
地
域
社
会
レ
ベ
ル
で
解
決
が
迫
ら
れ
て
い
る
多
く

の
課
題
が
生
起
し
て
い
る
。

例
え
ば
福
祉
、
医
療
、
教
育
、
環
境
、
食
、
景
観
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
:
・
と
い
っ
た
奥
深
く
困
難
な
問
題
だ
。

福
祉
分
野
で
い
え
ば
、
高
齢
者
の
介
護
、
障
害
を
持
つ

人
々
の
社
会
参
加
。
医
療
分
野
で
も
、
高
齢
者
医
療
、
医

療
過
疎
。
教
育
分
野
で
も
引
き
こ
も
り
ゃ
い
じ
め
:
・
い
ず

れ
も
我
々
の
生
活
の
場
の
す
ぐ
近
く
で
大
き
な
課
題
と
し

て
起
こ
っ
て
い
る
。

大
都
市
、
地
方
都
市
、
農
山
漁
村
を
問
わ
ず
、
同
様
の

課
題
が
山
積
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
。
し
か
も
、
こ
れ

ら
の
課
題
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
早
急
に
解
決
を
迫
ら
れ

て
い
る
緊
急
の
問
題
と
い
う
こ
と
だ
。
い
わ
ば
「
課
題
解

決
型
地
域
社
会
問
題
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

住
民
と
自
治
体
と
の

「
協
働
」
が
大
切

従
来
の
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
整
備
中
心
の
地
域
づ
く
り
で

あ
れ
ば
、
議
会
議
員
や
地
域
の
有
力
者
が
行
政
と
掛
け
合

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
課
題
解
決
は
図
ら
れ
易
か
っ
た
。
自

治
体
職
員
も
役
所
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
内
側
に
い
て
、
有
力

者
や
住
民
か
ら
の
要
望
を
受
け
止
め
、
県
や
固
と
折
衝
し

て
い
く
|
い
わ
ば
、
地
域
に
対
し
て
受
動
的
な
姿
勢
で

対
応
で
き
た
。

し
か
し
、

地

域

社

会

レ

ベ

ル

に

内

包

さ

れ

た

八
課
題
解
決
型
地
域
社
会
問
題

V
と
呼
ぶ
べ
き
新
し
い
諜

題
は
、
そ
の
課
題
を
発
掘
す
る
こ
と
自
体
も
困
難
を
伴
う
。

ま
た
、
課
題
と
し
て
体
系
付
け
る
こ
と
に
も
多
く
の
努
力

を
必
要
と
す
る
場
合
が
多
い
。

住
民
は
日
常
に
埋
没
す
る
こ
と
な
く
、
常
に
地
域
社
会

に
関
心
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
内
在
し
た
課
題
を

発
掘
す
る
責
務
が
問
わ
れ
て
い
る
自
治
体
職
員
は
、
住
民

と
地
域
の
視
点
や
感
覚
を
持
ち
な
が
ら
、
日
頃
の
職
務
に

携
わ
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。

そ
の
意
味
で
は
、
課
題
発
見
、
課
題
解
決
に
向
け
て
、

住
民
と
自
治
体
と
の
協
働
こ
そ
が
問
わ
れ
る
。
ま
た
住
民

自
身
に
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
、

N
P
O
法
人
、
民
間

セ
ク
タ
ー
と
い
っ
た
新
し
い
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
し

て
の
登
場
が
強
く
望
ま
れ
る
。

つ
ま
り
「
地
域
づ
く
り
団
体
」
が
自
治
体
と
協
働
し
て
、

主
要
な
課
題
解
決
の
担
い
手
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
こ
う
し
た
新
し
い
地
域
課
題
の
状
況
と
、
謀
題
解

決
に
立
ち
向
か
う
新
し
い
状
況
が
存
在
す
る
か
ら
だ
。

こ
の
よ
う
な
視
点
な
く
し
て
、
新
し
い
地
域
社
会
の
課

題
を
解
決
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
地
域

課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
個
人
が
孤
立
す
る
こ
と
な

く
課
題
を
共
有
す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
そ
れ
に
加
え
て

課
題
を
共
有
し
た
グ
ル
ー
プ
間
の
連
携
も
必
要
に
な
る
。

も
う

一
つ
の
特
徴
は
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
課
題
解
決
に

は
専
門
的
な
知
識
や
技
能
、
経
験
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と

だ
。
地
域
社
会
に
対
す
る
間
断
の
な
い
注
意
深
い
ま
な
ざ

し
と
同
時
に
、
解
決
に
向
け
て
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
欠
か
せ
な
い
。

以財包33 20凹 7月号

ま
た
同
様
の
謀
題
に
取
り
組
ん
だ
他
地
域
の
経
験
な
ど

も
大
い
に
参
考
に
な
る
。
そ
の
点
で
は
、
地
域
の
枠
を
越

え
た
広
域
の
視
点
や
連
携
が
必
要
と
な
る
。

-←一一



茨城大会でのパネル ディスカ ッション

活
用
す
べ
き
全
国
協
議
会

以
上
の
よ
う
な
新
し
い
地
域
づ
く
り
の
課
題
解
決
に
資

す
る

一
つ
の
仕
組
み
が
、
各
都
道
府
県
の
地
域
づ
く
り
団

体
を
と
り
ま
と
め
る
都
道
府
県
協
議
会
と
そ
れ
を
統
括
す

る
「
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
協
議
会
」
(
側
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
内
に
事
務
局
)
と
い
え
る
。

全
国
に
は
、

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
民
間
団
体
が
多

数
あ
る
。
全
国
協
議
会
は
、
そ
う
し
た
地
域
づ
く
り
団
体

に
対
し
て
研
修
の
場
を
用
意
し
、
情
報
交
換
や
交
流
の
場

を
設
定
し
、
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、
研
修

助
成
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

各
市
町
村
や
県
レ
ベ
ル
に
存
在
す
る
地
域
づ
く
り
団
体

は
、
ま
ず
は
都
道
府
県
単
位
の
協
議
会
に
登
録
す
る
こ
と

に
よ
り
、
全
国
協
議
会
や
県
協
議
会
と
の
連
携
と
種
々
の

サ
ー
ビ
ス
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
で
は
全
国
で
三
千
七
百
七
十
団
体
が
全
国
協
議
会

大洗分科会での楽しいひと時

に
登
録
を
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
地
域
づ
く
り
団
体
に
対
し
て
は
、

全
国
協
議

会
か
ら
の
情
報
提
供
事
業
と
し
て
、

こ
の
月
刊
誌

『地
域

づ
く
り
」
や
、
毎
年
の

『全
国
研
修
交
流
会
報
告
書
」
な

ど
が
無
料
で
配
布
さ
れ
る
。

リ
ー
ダ
ー
に
は
、

こ
ん
な
一
時
が
必
要

地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
人
々
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
に
研
修

や
交
流
が
必
要
な
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
。

課
題
は
変
化
し
て
い
る
し
、
専
門
知
識
や
技
術
も
高
度

に
な
る
か
ら
だ
。

全
国
協
議
会
で
は
、
地
域
づ
く
り
の
現
場
に
専
門
家
や

実
践
家
を
派
遣
す
る
「
講
師
派
遣
事
業
」
、

ま
た
活
発
な

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
進
め
方
指
導
、
フ
ア
シ
リ
テ
l
タ
l

養
成
、
地
域
づ
く
り
情
報
誌
発
刊
、
ホ
ー
ム
ベ

l
ジ
作
成

な
ど
、
各
地
域
づ
く
り
団
体
の
活
動
の
活
性
化
を
対
象
と

し
た
「
活
動
支
援
事
業
」
と
い
っ
た
助
成
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
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ち
ょ
う
ど
今
年
度
の
募
集
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ぜ
ひ
積
極
的
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
(
詳
細
は
地
域
e

つ

く
り
団
体
全
国
協
議
会
の

H
P
を
)
。

全
国
協
議
会
で
は
、
地
域
づ
く
り
団
体
関
係
者
に
対
す

る
全
国
レ
ベ
ル
の
研
修
と
、
情
報
交
換
を
主
た
る
目
的
と

し
て
、
毎
年
、
地
域
を
変
え
て
「
全
国
研
修
交
流
会
」
を

開
催
し
て
い
る
。

昨
年
度
は
茨
城
県
で
第
二
十
五
回
全
国
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。

O
八
年

一
月
三
十

一
日

1
二
月
二
日
の

三
日
間
、

『人
が
育
ち
風
土
が
生
ま
れ
る
。

い
ば
ら
き
で
語
ろ
う
。

未
来
に
?
な
ぐ
地
域
づ
く
り
」
を
テ

l
マ
に
、
水
戸
市
で

全
体
集
会
、

ま
た
県
内
十
七
市
町
村
で
分
科
会
が
開
催
さ

れ
た
。
全
国
各
地
か
ら
の
参
加
者
や
、
県
内
の
地
域
づ
く

り
関
係
者
な
ど
総
勢
約
千
百
人
が
参
加
し
た
。

全
体
集
会
で
は
茨
城
県
内
の
地
域
づ
く
り
の
概
要
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ユ

ニ
ー
ク
な
事
例
を
知
る
の

は
何
と
い
っ
て
も
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
る
分
科
会
だ
。

茨
城
大
会
で
も
活
き
活
き
と
し
た
分
科
会
運
営
が
目

立
っ
た
。
例
え
ば
、
大
洗
町
で
の
分
科
会
で
は
、
地
元
で

活
発
な
動
き
を
展
開
し
て
い
る
「
N
P
O
大
洗
海
の
大
学
」

が
、
全
国
か
ら
の
参
加
者
約
二
十
人
を
迎
え
た
。

地
元
の
漁
師
、
料
理
人
、
主
婦
な
ど
多
様
な
住
民
か
ら

な
る
「
海
の
大
学
」
の
教
授
陣
が
、
活
動
内
容
を
説
明
し

ア
ン
コ
ウ
の
吊
る
し
切
り
を
実
演
。
そ
れ
か
ら
、

;↓ぷ泌物

た
後
、

ア
ン
コ
ウ
鍋
、
干
物
作
り
、
見
合
わ
せ
な
ど
実
技
も
指
導

し
て
く
れ
て
、
参
加
者
と
と
も
に
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

地
元
メ
ン
バ
ー
と
外
部
参
加
者
が
具
体
的
な
活
動
を
通
じ

て
密
接
な
交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

地
域
づ
く
り
に
参
加
し
活
動
を
展
開
し
て
い
る
人
た
ち
、



ま
た
そ
う
し
た
活
動
を
率
い
る
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
時
と

し
て
地
元
で
孤
立
し
た
り
、
異
な
る
意
見
と
対
立
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

そ
う
し
た
試
練
に
さ
ら
さ
れ
る
地
域
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー

た
ち
に
と
っ
て
、
ひ
と
時
、
地
元
を
離
れ
、
同
様
な
悩
み

を
抱
え
る
人
た
ち
と
交
流
し
、
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
展
開

し
て
い
る
地
域
づ
く
り
の
現
場
に
触
れ
る
こ
と
は
、
単
に

新
し
い
こ
と
を
学
ん
だ
り
人
脈
を
広
げ
る
と
い
っ
た
メ

リ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
い
。
新
た
な
決
意
と
、
さ
ら
な
る
熱

意
を
醸
成
す
る
時
間
と
な
る
。

そ
う
し
た
点
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
研
修
と
交
流
の
場

が
持
つ
意
義
は
大
き
い
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l
が
必
要
な
わ
け

前
述
し
た
よ
う
に
、
地
域
で
抱
え
る
課
題
は
、
よ
り
複

雑
に
な
り
、
し
か
も
早
急
な
解
決
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
は
従
来
の
よ
う
な
地
域
ボ
ス
的
リ
ー
ダ
ー
や
外
部
ア

::::J玄ータ-

djg言顎官ff;メエ

全国協議会が実施したコーディネータ 向けシンポジウム

ド
パ
イ
ザ
ー
だ
け
で
は
課
題
解
決
が
で
き
な
い
状
況
が
生

ま
れ
て
い
る
。

地
域
社
会
の
状
況
を
熟
知
し
、
専
門
的
な
知
識
を
持
ち
、

現
場
の
臨
床
性
を
尊
重
し
、
他
地
域
や
他
分
野
の
人
た
ち

と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
と
い
っ
た
い
わ
ば

「
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ

l
」
が
必
要
な
時
代
と
な
っ
て
い
る
。

コ
l
デ
イ
ネ

l
ト
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
「
異
な
る
も

の
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
、
よ
り
よ
く
機
能
さ
せ
る
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
服
装
や
部
屋
の
コ

l
デ
イ
ネ

l
ト
、
色
彩

や
食
卓
の
コ

l
デ
イ
ネ

l
ト
と
い
う
具
合
に
使
わ
れ
る
。

つ
ま
り
地
域
や
人
材
、
組
織
に
内
在
す
る
多
様
な
価
値

を
発
掘
し
、
そ
れ
ら
に
統

一
性
を
持
た
せ
た
り
、
連
携
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
機
能
的
で
新
し
い
価
値
の
あ

る
も
の
に
変
え
て
い
く
役
割
だ
。

現
代
の
地
域
課
題
を
解
決
し
、
よ
り
良
い
地
域
社
会
を

形
成
し
て
い
く
に
は
、
ま
さ
に
「
地
域
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ

i
」
が
必
要
と
さ
れ
る
。

各
都
道
府
県
協
議
会
で
は
、
現
在
十
八
県
で
、
地
域
づ

く
り
の
各
分
野
の
専
門
家
、
実
践
家
、
経
験
者
か
ら
な
る

「
地
域
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
」
を
指
名
し
、
各
県

内
や
広
域
で
の
地
域
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
コ

l
デ
イ

ネ
l
ト
に
当
た
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

ま
た
全
国
協
議
会
で
は

『地
域
づ
く
り
コ

l
デ
イ
ネ

l

タ
ー
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」

(O
七
年

月
)
も
発
刊
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
各
県
の
地
域
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
を
目
指
そ
う
と
す
る
人
た
ち
を
対
象

と
し
て
「
地
域
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
研
修
会
」
を

開
催
し
て
き
た
。

本
年
も
九
月
二
十
九

1
三
十
日
、
東
京
都
内
で
、
人
材

育
成
、
組
織
連
携
な
ど
を
テ

l
マ
に
研
修
会
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。
積
極
的
な
参
加
を
期
待
し
て
い
る
。

'田町司

紹

介

筆

者

一
九
四
五
年
岡
山
県
生
ま
れ
。

-岡崎昌之
(おかざき・まさゆき)

現
在
、
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
協
議
会
会
長
、
法
政

大
学
現
代
福
祉
学
部
教
授
。

財
団
法
人
・
日
本
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー
企
画
調
査
部

長
、
福
井
県
立
大
学
教
授
、
放
送
大
学
客
員
教
授
、
国
土

審
議
会
北
陸
地
方
開
発
特
別
委
員
会
専
門
委
員
を
歴
任
。

九
五
年
度
か
ら
二
0
0
0
年
度
ま
で
、
財
団
法
人
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
主

任
講
師
を
務
め
る
。

主
著
は

『都
市
・
地
域
経
営
」
(
日
本
放
送
協
会
)

『地
域
イ
ベ
ン
ト
と
地
域
振
興
」
(
日
本
地
域
開
発
セ

ン

タ
l
)、
『地
域
振
興
』
(ほ
る
ぷ
出
版
)
な
ど
。

自
治
体
学
会
代
表
運
営
委
員
、
ま
ち
づ
く
り
市
民
財

団
理
事
、
総
務
省
人
材
育
成
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
熊
本
県

小
国
町
九
州
ツ
l
リ
ズ
ム
大
学
学
科
長
な
ど
を
務
め
る
。
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(
日
向
市
+
東
郷
町
)
協

E
¥ぷ
グ

化
が
残
さ
れ
て
お
り
、
独
自
の
観
光
資
源

国

間

〆

¥

が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
観
光
資
源

/

¥

を
活
か
し
き
れ
て
い
な
か

っ
た
。

観
光
客
の
ニ

l
ズ
は
著
し
く
変
化
し
て

い
る
。
ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
観
光
ス
タ
イ
ル

の
確
立
や
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
。

そ
の
た
め
に
は
、
既
存
の
観
光
資
源
の

有
効
活
用
や
、
地
域
関
連
携
に
よ
る
観
光

資
源
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、

最
近
の
旅

行
ス
タ
イ
ル
の

一
つ
で
あ
る
体
験
型
観
光

の
取
り
組
み
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
見
る
観

光
か
ら
の
脱
却
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
推
進
に
は
地
域
住
民
の
参
加
や
意

識
の
変
革
が
不
可
欠
な
カ
ギ
と
言
え

も

日
向
市
は
事
業
の
方
向
性
と
し
て
次
の

四
つ
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
で

「
地
域
住

民
の
や
る
気

・
自
信」

を
醸
成
す
る
こ
と

に
し
た
。

川
地
域
住
民
、
行
政
、
関
係
者
が
「
若
山

牧
水
」
や
「
東
郷
地
域
」
「美
々
津
地
域
」

の
ま
ち
づ
く
り
を
共
に
考
え
、
住
民
が

主
体
と
な
っ
て
行
動
し
て
い
く
。

川
牧
水
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
地
域
が
持

つ
資
源
の
魅
力
を
発
掘
す
る
。

仙
東
郷
、

美
々
津
両
地
域
を
中
心
に
据
え

た

「観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
作
る
。

凶
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
を
通
し
て
す

ぐ
に
取
り
組
め
る
も
の
、

三
1
五
年
か

け
て
地
域
活
性
化
の
た
め
に
取
り
組
ん

合
併
市
町
村
地
域
資
源
活
用
事
業

日
向
市

二
O
O
六
年
二
月
、
旧
日
向
市
と
旧
東

郷
町
が
合
併
し
て
、
「
黒
潮
文
化
」
と

「森

林
文
化
」
の
融
合
す
る
ま
ち
新
日
向
市
が

誕
生
し
た
。

旧
日
向
市
は
、
日
豊
海
岸
固
定
公
園
の

南
端
に
位
置
す
る
リ
ア
ス
式
の
海
岸
線
を

有
し
、
特
に
日
向
岬
海
岸
線
の
柱
状
節
理

の
「
馬
ヶ
背
」
や
「
願
い
が
叶
う
ク
ル
ス

の
海
」
は
、
福
井
県
の
東
尋
坊
に
勝
る
と

も
劣
ら
な
い
景
勝
地
だ
。お
倉
ヶ
浜
や
金
ケ

浜
で
は
サ
ー
フ
ィ
ン
が
蝶
ん
で
、
国
際
大

会
や
囲
内
大
会
が
催
さ
れ
、

一
年
を
通
し

て
サ
l
フ
ァ
l
で
賑
わ

っ
て
い
る
。

旧
東
郷
町
は
、
緑
の
山
々
に
固
ま
れ
た

農
林
業
が
盛
ん
な
町
で
、
国
民
的
歌
人

・

若
山
牧
水
の
生
誕
地
だ
。

合
併
を
機
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
資
源

や
観
光
資
源
を
見
直
し
て
、
新
市
域
で

の
各
々
の
役
割
と
機
能
を
棲
み
分
け
な
が

ら
、
日
向
市
が
新
た
な
交
流
魅
力
拠
点
と

し
て
求
心
力
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、
財

団
法
人
・
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
合
併

市
町
村
地
域
資
源
活
用
事
業
の
支
援
を
受

け
、
「
新
市
域
観
光
資
源
連
携
活
性
化
計

画
」
を
策
定
し
た
。

具
体
的
に
は
、
若
山
牧
水
の
生
誕
地
と

し
て
の
情
報
発
信
と
、
牧
水
に
係
る
文
化

的
資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
た
め
の

方
策
、
ま
た
他
の
観
光
拠
点
(
特
に
美
々

津
地
区
)
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
た

め
の
方
策
に
力
点
を
置
い
た
。

八
樹
は
妙
に
草
う
る
は
し
き
青
の
園

田
向
は
夏
の
香
に
か
を
る
か
な

V

繁
栄
の
昔
つ
@

@
美
々
津

東
郷
地
区
は
、
牧
水
が
生
ま
れ
、
幼
少

期
を
過
ご
し
た
地
域
だ
。
町
民
が
朝
な
夕

な
愛
し
て
や
ま
な
い
冠
山
、
坪
谷
川
な
ど

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
農
業
が
盛
ん
だ
。

最
近
は
特
産
の
イ
モ
を
使

っ
て
焼
酎
も
醸

造
さ
れ
て
い
る
。

地
域
内
に
は
牧
水
の
生
家
を
は
じ
め
、

そ
れ
に
隣
接
し
た
牧
水
公
園
、
さ
ら
に
牧

水
の
遺
墨
、
日
記
、

写
真
、
遺
品
な
ど
が

展
示
さ
れ
て
い
る
若
山
牧
水
記
念
文
学
館

が
あ
る
。
牧
水
祭
(
牧
水
の
命
日
)
を
は

じ
め
、
牧
水
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
様
々
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

八
ふ
る
さ
と
の
尾
鈴
の
山
の
か
な
し
さ

よ
秋
も
か
す
み
の
た
な
び
き
て
居
り

V

一
方、

美
々
津
地
区
は
海
の
交
易
拠
点

で
、
江
戸
時
代
か
ら
は
入
郷
地
域
の
産
物

(木
炭
や
椎
茸
な
ど
)
を
上
方
に
運
ぶ
た
め

の
集
積
地
と
し
て
賑
わ

っ
た
。

現
在
は
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
、

江
戸

・
明
治
時

代
に

「美
々
津
千
軒
」
と
い
わ
れ
た
繁
栄

の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
白
壁
土
蔵
の
町
並

み
を
残
し
て
い
る
。

さ
ら
に
神
武
天
皇
が
こ
こ
美
々
津
の
港

か
ら
舟
出
を
さ
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、

立
磐
神
社
に
は
神
武
天
皇
が
腰
掛
け
た
と

い
わ
れ
る

「腰
掛
岩
」
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
舟
出
の
と
き
の
様
子
か
ら
「
っ
き

い
れ
だ
ん
ご
」「
日
本
海
軍
発
祥
の
地
」
「
立

縫
い
の
里
」
「
日
本
凧
揚
げ
発
祥
の
地
」
な

ど
の
伝
承
が
あ
る
。

八
あ
た
た
か
き
冬
の
朝
か
な
う
す
板
の

ほ
そ
長
き
舟
に
耳
川
く
だ
る

V

地
域
の
や
る
る

間
引
き
出
し
て

東
郷
、

美
々
津
両
地
区
に
は
独
特
の
文
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(合併市町村への支援)

で
い
く
も
の
を
策
定
す
る
。

連
携
計
画
の
策
定
と
新
た
な
観
光
ル
ー

ト
や
観
光
商
品
開
発
の
指
導
助
言
の
た
め

に
地
域
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
聴
、
学
識
経

験
者
や
関
係
機
関
代
表
に
よ
る
策
定
委

員
会
や
、
地
元
区
長
ら
と
の
意
見
交
換
会
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
開
催
し
た
。

特
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
回
を
重
ね
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
の
議
論
を
活
発
化
し
な
が

ら
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、
そ
れ
を
委

員
会
に
提
示
し
、
実
効
性
の
高
い
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
具
現
化
す
る
こ
と
と
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
中
か
ら

「
新
日
向
市
観
光
資
源
連
携
活
性
化
計
画
」

を
策
定
し
た
。
い
わ
ゆ
る
絵
に
描
い
た
餅

で
は
な
く
、
ま
ず
何
か
を
し
て
み
る
と
い

う
行
動
計
画
と
し
、
中
で
も
実
効
性
の
高

い
事
業
を
リ

l
デ
イ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
位
置
付
け
た
。

O
七
年
度
は
①
肝
ひ
ゅ
う
が
の
ベ
お
か

ツ
l
デ
l
ウ
オ

l
ク
②

「
つ
つ
じ
満
開

牧

水

の

里

来

た

れ

!

な

り

き

り

旅

人
!
」

③
牧
水
の
ふ
る
里
観
光
ま
ち
づ
く

り
事
業
「
牧
水
短
歌
塾
」

l

の
事
業
を

試
行
す
る
こ
と
に
し
た
。

②
は
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
提
示
し
た
中

か
ら
最
優
秀
だ
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
具
現

化
し
た
も
の
で
、
牧
水
の
格
好
(
着
物
、

わ
ら
じ
、
杖
、
水
筒
)
を
し
て
、
地
域
住

民
の
も
て
な
し
を
受
け
、
短
歌
を
詠
み
な

が
ら
地
区
内
を
散
策
し
、
春
の

一
日
を
楽

し
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

「
な
り
き
り
旅
人
」
の
応
募
者
は
約

三
十
人
。
好
評
を
得
た
。

住
民
自
ら
の
提
案
が
「
観
光
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
と
し
て
形
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
実
感

で
き
た
こ
と
は
大
き
な
喜
び
だ
ろ
う
。

ワークショップて・は活発な討議が続いた

将
来
は
こ
れ
が

一
つ
の
商
品
と
し
て
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
他
に
も
具
現
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多
数

あ
る
。

「牧水なりきり旅人」の参加者たち

①
と
③
も
試
行
的
に
取
り
組
ん
だ
が
、

い
ず
れ
も
牧
水
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
る

伊
藤

一
彦
先
生
や
地
域
住
民
の
協
力
を
得

て
、
ま
ず
ま
ず
の
成
果
を
上
げ
、
本
格
実

施
に
向
け
て
手
ご
た
え
を
感
じ
た
。

こ
の
三
つ
の
事
業
を
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で

す
る
の
で
は
な
く
、
連
携
し
た
方
が
効
果

的
で
は
な
い
か
な
ど
、
い
く
つ
か
の
課
題

も
見
え
て
き
た
。

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
息
の
長
い
取
り
組

み
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地

域
づ
く
り
は

一
朝

一
夕
に
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、
地
域
住
民
が
負
担
に
感
じ
ず
に
、

楽
し
み
な
が
ら
や
れ
る
こ
と
こ
そ
が
長
続

き
を
す
る
秘
訣
だ
ろ
う
か
ら
。

八
け
ふ
も
ま
た
心
の
鉦
を
う
ち
鳴
ら
し

う
ち
鳴
ら
し
つ
つ
あ
く
が
れ
て
行
く

V

行
政
は
背
中
金

9
役
で

今
回
の
合
併
市
町
村
地
域
資
源
活
用
事

業
で
は
、

O
六
年
度
に
事
業
計
画
を
策
定

し、

O
七
年
度
か
ら
早
速
ツ

l
リ
ズ
ム
型

の
事
業
展
開
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

何
よ
り
も
う
れ
し
い
の
は
、
地
域
住
民

の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
対
す
る
意
識
が
醸

成
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
日
々
実
感
で
き
る

こ
と
だ
。
こ
の
意
識
を
さ
ら
に
高
め
、
磨

き
を
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

も
と
も
と
、
住
民
に
は
何
か
を
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
は
あ
っ
た
が
、
何
を
す
れ

ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
部
分
が
あ
っ
て
、

背
中
を

一
押
し
す
る
役
目
を
行
政
が
担
っ

た
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
。

あ
る
地
域
で
は
、
ッ
l
リ
ズ
ム
の
受
け

入
れ
を
始
め
て
か
ら
高
齢
者
が
元
気
に

な
っ
た
と
い
う
。
地
域
外
か
ら
の
訪
問
者

と
の
交
流
に
よ
り
元
気
を
も
ら
い
、
ま
た

元
気
を
与
え
る
|
|
こ
れ
が
ツ
l
リ
ズ
ム

の
真
髄
で
は
な
い
か
と
思
う
。

さ
ら
に
、
日
向
・
東
臼
杵
圏
域
(
日
向

市
・
門
川
町

・美
郷
町

・
諸
塚
村

・
椎
葉
村
)

の
広
域
観
光
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

一
つ
の
自
治
体
で
は
長
期
滞
在
型
観
光

は
難
し
い
が
、
連
携
す
れ
ば
可
能
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
も
視
野

に
入
れ
、
今
後
の
日
向
市
、
あ
る
い
は
日
向
・

東
臼
杵
地
域
の
観
光
ま
ち
e

つ
く
り
に
、
住

民
と

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

iv 
八
幾
山
河
越
え
さ
り
行
か
ぱ
寂
し
さ
の

終
て
な
む
国
ぞ
今
日
も
旅
ゆ
く

V

(日
向
市
産
業
経
済
部
観
光
振
興
課
長

谷
村
美
江
)

:議誕民!)37 2008. 7月号



、-
E
1
0

ヘ
小
豆
島
町

て

F
可
一

E
』

/

土

庄

町
、

-一
3
聞
か
一

~

J

 

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
・
交
流
は
、
一

一
人
口
減
少
社
会
で
の
地
域
活
性
化
策
の

一

一
柱
と
し
て
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

一

一
き
た
。
そ
の
促
進
の
た
め
に
は
、
国
民

一

一
の
移
住
・
交
流
ニ

1
ズ
に
的
確
に
対
応

一

一
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
。
一

こ
の
た
め
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ

一

一
ン
タ

l
は
、
移
住
・
交
流
に
意
欲
的
な

一

一
企
業
や
自
治
体
の
連
携
に
よ
り
、
地
方

一

一
が
都
市
住
民
を
受
け
入
れ
る
新
た
な
ビ

一

一
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
出
し
て
移
住
・
交

一

一
流
に
取
り
組
も
う
と
考
え
て
い
る
場
合
、
一

一
市
町
村
の
移
住
・
交
流
受
け
入
れ
シ
ス

一

一
テ
ム
構
築
の
た
め
の
経
費
を
助
成
し
て

一

-
い
る
。

以
下
は
、

二
O
O
七
年
度
に
助
成
し

一

一
た
高
松
市
の
「
瀬
戸
内
海
」
を
テ
l
マ

一

一
と
し
た
移
住
交
流
促
進
事
業
だ
。

高
松
市
、

高
松
市
は
、
多
美
島
を
誇
る
瀬
戸
内
海

国
立
公
園
の
中
心
に
位
置
し
、
こ
れ
ま
で

人
々
の
暮
ら
し
ゃ
経
済

・
文
化
な
ど
様
々

な
面
で
、
県
都
と
し
て
、
ま
た
四
国
の
中

枢
管
理
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
海
に

聞
か
れ
た
人
口
約
四
十
二
万
の
都
市
だ
。

直
島
町

-

b

a

-

-

B

'

'

F

・
E
E，
、

〆

小
豆
島
町
や
各
自
治
会
な
ど
に
よ
っ
て
昨

体
と
恕
っ
て
誘
致
冒

C年
「
小
豆
島
移
住
交
流
推
進
協
議
会
」

r
v
i
¥
/
9
4

が
発
足
し
、
主
に
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
で
の
情

報
提
供
や
空
き
家
パ
ン
ク
の
整
備
、
ま
た

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

空
き
家
に
つ
い
て
は
、
物
件
が
あ
っ
て

も
提
供
者
が
少
な
く
、
物
件
確
保
に
苦
戦

し
て
い
る
。
ま
た
、
移
り
住
ん
で
来
た
人
は
、

ど
ち
ら
か
と
言
う
と
三
十
代
の
「
働
き
世

代
」
が
多
く
、
そ
の
た
め
、
島
内
求
人
と

の
マ

ッ
チ
ン
グ
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、
新
し
い
高
松
市
総
合
計
画
で
は
、

だ
れ
も
が
暮
ら
し
た
い
、
訪
れ
た
い
、
魅

力
あ
る
ま
ち
と
す
る
た
め
に
、
都
市
的
利

便
性
と
自
然
な
環
境
が
享
受
で
き
る
都
市

の
実
現
に
向
け
、
定
住
人
口
の
増
加
も
念

頭
に
置
た
い
。
流
入
・
交
流
人
口
の
拡
大

を
目
指
し
て
お
り
、

二
O
O
八
年
度
か
ら

三
年
間
、
移
住

・
交
流
の
促
進
に
重
点
的

・

戦
略
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
世
界
に
誇
れ
る
瀬
戸

内
海
と
い
う
魅
力
あ
る
地
域
資
源
を
囲
む

本
市
、
小
豆
島
(
土
庄
町
、
小
豆
島
町
)
、

直
島
町
の

一
市
三
町
が
連
携
し
、
都
市
部

と
島
し
ょ
部
が

一
体
と
な
っ
て
県
外
か
ら

人
材
を
呼
び
込
み
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
「
瀬
戸
内
海
」
を
テ
l
マ
と
し
た
移

住
交
流
促
進
に
関
す
る
調
査
を
N
P
O
に

委
託
し
た
。

転
勤
族
の
流
出

φ
多
い
高
松
市

高
松
市
は
、
国
の
多
く
の
出
先
機
関
や

民
間
企
業
の
支
庖
の
集
積
に
よ
り
、
い
わ

ゆ
る
支
庖
経
済
を
中
心
と
し
て
発
展
し
て

き
た
行
政
・
経
済
な
ど
の
中
枢
管
理
機
能

を
有
す
る
都
市
だ
。
そ
の
た
め
転
勤
者
の

流
出
入
が
非
常
に
多
く
、
そ
の
主
な
年
齢

層
は
二
十
六

1
三
十
歳
ま
で
の
独
身
ま
た

は
ヤ
ン
グ
フ

ァ
ミ
リ
ー
だ
。

移
り
住
ん
で
来
た
人
か
ら
は
「
困
っ

た
時
、
ど
こ
に
聞
け
ば
よ
い
か
分
か
ら
な

い
。
知
り
合
い
を
作
る
場
や
地
元
の
人
と

の
接
点
が
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
も
聞
か
れ

る
。
中
に
は
会
社
と
自
宅
の
往
復
だ
け
で
、

土
地
の
魅
力
を
全
く
体
験
し
な
い
ま
ま
出

て
い
っ
て
し
ま
う
人
も
い
る
。

そ
の

一
方
で
、
う
ま
く
地
域
に
馴
染
め

た
人
の
中
に
は
、
温
暖
で
自
然
が
豊
か
な

上
に
都
会
性
も
あ
り
、
そ
し
て
何
よ
り
ま

ち
が
コ
ン
パ
ク
ト
で
住
み
や
す
い
こ
と
な

ど
、
高
松
の
暮
ら
し
ゃ
す
さ
を
挙
げ
る
人

が
多
く
い
る
。

特
産
晶
に
恵
金

小
豆
島

小
豆
島
は
、
瀬
戸
内
海
で
二
番
目
に
大

き
な
島
で
、
オ
リ
ー
ブ
、
素
麺
、
醤
油
、
ハ
ー

ブ
な
ど
特
産
品
が
多
く
、
坪
井
栄
の
小
説

『二
十
四
の
瞳
」
の
舞
台
と
し
て
も
有
名
で
、

観
光
の
島
と
い
え
る
。

移
住
先
と
し
て
の
ニ

l
ズ
も
高
く
、
こ

れ
ら
の
受
け
皿
づ
く
り
と
し
て
、
土
庄
町
、

世
界
的
「
ア
⑬

の
島
」

直
島
は
近
年
、
ァ

l
ト
の
島
と
し
て
国

内
外
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
一

九
九

0

年
代
か
ら
、
側
ベ
ネ
ツ
セ
コ

l
ポ
レ

l
シ
ヨ

ン
が
直
島
文
化
村
構
想
を
基
に
開
発
を
進

め
て
お
り
、

O
四
年
に
は
建
築
家
・
安
藤

忠
雄
氏
の
設
計
に
よ
る
「
地
中
美
術
館
」

が
オ
ー
プ
ン
し
、
ま
す
ま
す
ア

l
ト
熱
が

高
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
島
に
は
、
金
銀
銅
の
製
錬
が
盛

ん
な
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
側
直
島
製
錬
所
も

あ
り
、
こ
の
二
大
企
業
が
島
内
経
済
を
支

え
た
結
果
、
企
業
か
ら
の
求
人
は
あ
る
が
、

居
宅
は
す
で
に
飽
和
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
自
宅
の
一
部
を
開
放
し
て
庖

を
始
め
る
人
や
、
島
外
の
若
者
た
ち
と
の

直
島
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移住 ・交流事業

交
流
を
楽
し
み
に
観
光
ガ
イ
ド
を
始
め
る

島
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
ま

さ
に
移
住
交
流
の
好
例
と
言
え
る
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
か
ら
、
個
性
の
異
な

る
豊
か
な
島
々
が
近
距
離
に
あ
っ
て

「都

会
の
利
便
性
」
と

「
田
舎
暮
ら
し
」
の
両

側
面
が
味
わ
え
、
し
か
も
瀬
戸
内
海
と
い

う
穏
や
か
な
多
島
美
を
誇
る
圧
倒
的
な
自

然
が
あ
り
、
ク
ル

l
ジ
ン
グ
や
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
も
気
軽
に
で
き
る
と
い

っ
た

J
」
の
地
域
な
ら
で
は
。
の
暮
ら
し
の
特
性

が
見
え
て
く
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
高
松
地
区
と
島
問

の
交
流
実
態
は
、
住
民
の
往
来
が
乏
し
く
、

島
か
ら
高
松
へ
は
、
通
院
や
買
い
物

・
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
で

「月

一
1
三
回
未
満
」

訪

れ
る
と
答
え
た
人
が
四
割
弱
、
ま
た

「
一

回
未
満
」
と
答
え
た
人
は
四
割
強
に
も
の

ぼ
る
。
さ
ら
に
、

高
松
か
ら
島
へ
は

「
月

一
回
未
満
」
が
九
割
と
、

島
は
近
く
て
遠

い
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
県
外
か
ら
の
来
訪
者
の
動
き
は
、

高
松
、
小
豆
島
、
直
島
の
う
ち
、
最
も
来

訪
経
験
が
多
い
の
は
高
松
で
全
体
の
約
五

割
。
さ
ら
に
小
豆
島
、
直
島
来
訪
者
の
う

ち
八
割
の
人
は
高
松
も
訪
れ
て
お
り
、

高

松
市
の
拠
点
性
の
高
さ
を
裏
付
け
と
な

っ

て
い
る
。

ま
ず
は
滞
在
型
観
光
客
や
移
住
希
望
者

へ
の
滞
在
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、

「高
松
を
拠

点
に
し
て
島
を
巡
る
」
導
線
を
つ
く
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「移住は集
合

えで

瀬
戸
内
海
を
テ

l
マ
に
高
松
な
ら
で
は

の
移
住
交
流
の
在
り
方
と
し
て
「
わ
が
ま

ち
意
識
醸
成
」
と

「次
世
代
観
光
集
客」

の
両
立
が
挙
げ
ら
れ
、

「移
住
」
と
い
う
切

り
口
だ
け
で
な
く
、
「
交
流
」
と
い
う
視
点

に
置
き
換
え
て
み
る
こ
と
も
大
切
だ
。
以

下、

基
本
的
な
考
え
方
だ
。

{
目
標
}
「移
住
」
は
あ
く
ま
で
結
果
で

あ
り
、
ま
ず
は

「交
流
」
の
波
及
効
果
を

活
か
す
し
く
み
づ
く
り
が
必
要
だ
。
「
移

住
」
し
な
く
て
も

「交
流
」
に
よ

っ
て
影

響
力
が
あ
り
、
外
か
ら
の
視
点
を
通
す
こ

と
に
よ

っ
て
、
住
民
自
ら
が
地
元
を
見
直

し

「
わ
が
ま
ち
意
識
」
を
醸
成
す
る
き

っ

か
け
に
な
る
。
そ
う
し
た
質
の
高
い
交
流

の
蓄
積
が
移
住
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

{
受
け
皿
・つ
く
り
}
ま
ず
は
、
移
り
住

ん
で
き
た
転
勤
族
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
切
り

口
と
し
、
「
暮
ら
し
」
を
評
価
し
て
も
ら

う
た
め
に
は
、
住
ん
で
い
る
人
と
触
れ
あ
っ

て
も
ら
う
の
が

一
番
だ
。
ま
た
、
転
勤
族

が
求
め
る
サ
ポ
ー
ト
で
多
い
の
も

「生
活

情
報
」
と

「仲
間
づ
く
り
の
場
」
だ
。
生

活
情
報
と
い

っ
て
も
、
網
羅
的
な
も
の
で

は
な
く
、
口
コ
ミ
レ
ベ
ル
の
か
な
り
細
や

か
な
も
の
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に

住
ん
で
い
る
人
が
情
報
発
信
源
と
な
る
の

が
一
番
効
果
的
だ
。

{
タ
ー
ゲ
ッ
ト】

香
川
県
へ
の
移
住
意
向

は
、
年
齢
が
高
く
な
る
ほ
ど
観
光
や
短
期

滞
在
へ
の
希
望
が
強
く
、
移
住
希
望
は
む

し
ろ
若
い
世
代
の
方
が
高
く
な

っ
て
い
る
。

事
実
、
移
り
住
ん
で
き
た
人
も
三
十
代
前

後
が
多
く
、

高
松
の
場
合
は
、

全
国
的

に
言
わ
れ
て
い
る
団
塊
世
代
よ
り
も
、

若

い
層
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

子
育
て
や
働
く
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
転
勤

族
の
声
か
ら
も
高
松
暮
ら
し
の
強
み
が
発

揮
で
き
る
だ
ろ
う
。

{
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
!
"つ
く
り
}
体
験
型
観

光
と
し
て
、
う
ど
ん
ツ
ア
ー
や
ア

l
ト
め

ぐ
り
な
ど
、

若
者
世
代
の
観
光
客
に
向
け

て
も
、

「
暮
ら
し
」
を
楽
し
む
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て

「
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
l
」
を

積
極
的
に

P
R
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
転
勤
族
、
観
光
客
、
お
遍
路
さ
ん
た

ち
と
住
民
と
の
接
点
を
つ
く
り
、
「
瀬
戸
内

暮
ら
し
」
に
興
味
を
持

っ
て
も
ら
う
こ
と

が
、
何
よ
り
も
移
住
へ
の
近
道
と
考
え
ら

れ
る
。
魅
力
的
な
自
然
と
ス
ロ
ー
プ

l
ド
の

島
H

小
豆
島
、
世
界
的
な
ア

l
ト
の
島
H

直
島
、
そ
し
て
広
域
的
な
人
・
モ
ノ

・
情

報
の
交
流
拠
点
の
高
松
が
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

を
強
化
し
、

一
体
的
な
イ
メ
ー
ジ

(高
松

と
島
し
ょ
部
の

一
体
的
な
ブ
ラ
ン
ド
)
を

創
出
し
、
情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と

で、

高
松
市
・島
し
ょ
部
が

一
体
と
な
っ
た、

よ
り
強
力
な
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
が
可
能
と

な
る
だ
ろ
う
。

瀬
戸
内
の
風
景
を
は
じ
め
と
す
る
「
地

域
特
性
」
を
最
大
活
用
す
る
こ
と
で
、

居

住
者
の
誘
致
、

産
業
創
出
、
次
世
代
の
育

成
な
ど
に
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

(
高
松
市
市
民
政
策
部
企
画
課

企
画
担
当
課
長
補
佐
多
国
安
寛
)
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A土九
一特産晶一

ぜキヤ
消
ー

ヒ

ッ
ト
数
は
月
間
万
件
に
|

「
特
産
品
倶
楽
部
」
は
二
O
O
五
年
度

か
ら
、
財
団
法
人
・
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

が
始
め
た
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
だ
(
以
下
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
場
合
は

〈
特
産
品
倶
楽
部

V
と
す
る
)
。

都
道
府
県
、
あ
る
い
は
市
町
村
の
推
薦

を
得
た
特
産
品
を
サ
イ
ト
に
登
録
(
登
録

料
は
年
間

一
万
八
千
九
百
円
)
、
ア
ク
セ

ス
し
た
人
は
地
域
別
、
あ
る
い
は
商
品
カ

テ
ゴ
リ
ー
別
に
整
理
さ
れ
た
ベ

l
ジ
か
ら
、

目
当
て
の
特
産
品
を
見
付
け
、
そ
の
ま
ま

生
産
者
の
ホ
l
ム
ベ

l
ジ
に
入
り
、
商
品

を
購
入
で
き
る
。

安
全
・
安
心
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
各
地

域
の
特
産
品
の
認
知
度
を
向
上
さ
せ
る
と

と
も
に
、
そ
の
販
売
が
拡
大
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
る
。
ど
れ
だ
け
売
れ
て
も
サ
イ

ト
へ
の
支
払
い
は
登
録
料
だ
け
だ
。

四
年
目
に
入

っ
た
サ
ー
ビ
ス
は
、
登
録

品
数
が
増
加
し
た
以
上
に
、
ア
ク
セ
ス
数

が
飛
躍
的
に
拡
大
し
、
生
産
者
か
ら
も
購

入
者
か
ら
も
好
評
を
得
て
い
る
。

八
特
産
品
倶
楽
部

V
へ
の
ア
ク
セ
ス
は

ほ
と
ん
ど
の
検
索
サ
イ
ト
で
[
特
産
品
]

で
一
位
に
出
て
く
る
。
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
の
H
P
か
ら
も
入
れ
る
。

，、

工
芸
品
も

$ 
0..;. 

る

ト
ッ
プ
ベ

l
ジ
に
は
全
登
録
商
品
を
、

水
産
(
加
工
)
品
、
青
果
物

・
加
工
品
、

穀
物

・
加
工
品
、
豆

・
加
工
品
、
精
肉
、

乳
製
品
、
菓
子
類
、
調
味
・
甘
味
料
、
飲

料
、
酒
類
、
食
品
そ
の
他
、
さ
ら
に
伝
統

工
芸
品
・
地
場
産
品
|
の
十
二
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
別
け
た
検
索
項
目
と
、
地
域
別
の
項
目

が
あ
る
。

食
料
品
に
限
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
「
食
の
安
全
」
や
「
グ
ル
メ
」
と

い
っ
た
時
代
の
風
潮
が
影
響
し
て
い
る
の

か
、
ど
う
し
て
も
食
料
品
が
多
く
な
っ
て

U 、
しる
か 。

し

博
多
織

H
A
K
A
T
A

J
A
P
A
N
(
福
岡
市
)
、
伝
承
工
芸
愛

知
川
び
ん
細
工
手
ま
り
(
滋
賀
県
愛
荘

町
)
、
泉
州
タ
オ
ル
(
大
阪
府
泉
佐
野
市
)
、

豊
岡
鞄
(
兵
庫
県
)
、
追
い
出
し
猫

(福

岡
県
宮
若
市
)
、
阿
波
和
紙
(
徳
島
県
)
、

さ
ぬ
き
和
三
盆
石
け
ん
(
高
松
市
)
、
の

だ
焼
き
(
岩
手
県
野
田
村
)
、
繭
う
ち
わ

(
高
知
県
四
万
十
市
)
、
天
然
樟
脳
(
福

岡
県
み
や
ま
市
)
、

三
河
木
綿
(
愛
知
県

蒲
郡
市
)
、
加
賀
鮎
毛
鈎
の
チ
ョ

l
ヵ
l

(
金
沢
市
)
、
房
州
う
ち
わ
(
千
葉
県
館

山
市
)
、

天
然
真
竹
炭

(
新
潟
県
粟
島
浦

村
)
ー
な
ど
、
伝
統
を
活
か
し
た
工
芸

品

・
工
業
産
品
も
登
録
さ
れ
て
い
る
。

掲
載
品
目
数
は
マ
O
六
年
度
H
百
三
十

一
品
目
(
前
年
度
継
続
率
三一

%
)

マ
O

七
年
度
目
百
八
十
二
品
目
(
同
六
九
%
)
マ

O
八
年
度
目

二
百
二
十
三
品
目
(
同
七
四

%
)
|
と
着
実
に
拡
大

・
定
着
し
て
き
て

い
る
。
商
品
の
紹
介
ベ

l
ジ
を
見
れ
ば
、
「
生
産

者
の
活
動
」
「
特
産
品
の
説
明
」
「
こ
こ
が

自
慢
で
す
」
「
商
品
情
報
」
の
各
説
明
項

目
の
ほ
か
に
「
地
域
の
紹
介
」
「
地
域
デ
ー

タ
」
が
あ
り
、
そ
の
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や

祭
り
の
情
報
も
、
す
ぐ
に
入
手
で
き
る
。

ネ
ッ
ト
購
入
な
ら
手
聞
が
か
か
ら
な
い
。

し
か
し
、

気
に
入
っ
て
い
る
商
品
の
生
産

地
で
祭
り
が
あ
る
の
な
ら
、
出
掛
け
て
い

っ

て
買
っ
て
く
る
の
も
楽
し
い
筈
だ
。

さ
ら
に
紹
介
ペ

l
ジ
に
は
、
購
入
す
る

場
合
の
入
り
口
と
、
生
産
者
の
生
の
声
を

聞
き
な
が
ら
、
生
産
工
程
・
現
場
な
ど
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
動
画
へ
の
入
り
口
が

あ
る
。
こ
の
動
画
は
「
生
産
者
の
顔
が
見
ら
れ

る
」
「
生
産
者
の
生
の
声
を
聞
か
れ
る
」
こ

と
が
、
商
品
と
消
費
者
を
強
く
結
び
つ
け

る
と
の
観
点
か
ら
、
新
た
に
登
録
す
る
こ

と
に
な

っ
た
特
産
品
の
生
産
地
、
生
産
現

場
を
実
際
に
訪
問
し
て
、
取
材

・
撮
影
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
だ
。

最
近
は
、
「
こ
の
動
画
を
見
る
だ
け
で
も

楽
し
い
」
と
の
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

，、

生
産
者
の
告
の
直
を
聞
け
る

八
特
産
品
倶
楽
部

V
の
ト
ッ
プ
ベ

l
ジ

へ
の
ヒ
ッ
ト
数
は

O
七
年
度
の
場
合
、
月

平
均
百
五
十
三
万
件
。
生
産
者
の

H
P
へ

の
誘
導
数
、
誘
導
率
も
年
々
増
加
し
て
い

る
。こ
れ
は
、

①
こ
の
サ
イ
ト
を
通
じ
て
購

入
し
た
商
品
に
満
足
し
た
消
費
者
が
多

い
こ
と
(
生
産
者
の
技
術
と
努
力
)
②
地

元
自
治
体
の
推
薦
を
得
た
地
域
の
特
産
品
、

名
品
だ
け
を
登
録
し
て
い
る
サ
イ
ト
へ
の

信
頼
度
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
l
の
相
乗

2008・7月号 40 品~ω



(見るだけでも楽しい

効
果
だ
ろ
う
。

八
特
産
品
倶
楽
部

V
サ
イ
ト
に
掲
載
し

て
い
る
「
隠
れ
里
の
柚
子
こ
し
よ
う
」
が

O
八
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た
国
土
交
通
省

主
催
「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・キ
ャ
ン
ペ

ー

ン
魅
力
あ
る
日
本
の
お
み
や
げ
コ
ン
テ
ス

ト
O
八
」
で
、
フ
ラ
ン
ス
賞
を
受
賞
し
た
。

そ
の
生
産
者
で
あ
る
福
岡
博
司
氏
(
熊

本
県
八
代
市

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ず

み
)
が
「
特
産
品
倶
楽
部
」
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
〈
特
産
品
倶
楽
部

V
昨
年
五
月
に
リ

ニュ

l
ア
ル
さ
れ
て
か
ら
、
格
段
に
見
や

す
く
な
っ
た
。
ト
ッ
プ
画
面
の
デ
ザ
イ
ン

構
成
が
い
い
。
商
品
ご
と
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

や
各
地
域
を
選
ん
で
検
索
で
き
る
シ
ス
テ

ム
も
、
分
か
り
ゃ
す
く
て
親
切
だ
。
地
域

ご
と
の
季
節
感
の
あ
る
写
真
も
い
い
。

こ
こ
数
年
の
消
費
傾
向
を
眺
め
て
い
る

と
、
ど
う
い
う
地
域
で
、
ど
う
い
う
人
達

に
よ
っ
て
、
ど
う
い
う
場
所
で
、
ど
ん
な

材
料
を
使
っ
て
、
ど
う
い
う
方
法
で
、
そ

の
商
品
が
造
ら
れ
て
い
る
の
か
?

一
つ

の
商
品
が
出
来
上
る
ま
で
の
背
景
に
ま
で

関
心
が
向
い
て
い
る
。
身
近
な
食
の
安
全

が
揺
ら
ぐ
昨
今
、
そ
の
商
品
を
生
み
出
す

現
場
の
息
遣
い
を
感
じ
る
こ
と
で
、
。安
心
。

と
い
う
も
の
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
る

-・
・
そ
う
も
感
じ
ら
れ
る
」

八
特
産
品
倶
楽
部

V
は
、
そ
う
い
っ
た

購
買
者
の
声
に
応
え
る
よ
う
、
商
品
自
体

ご
と
の
説
明
や
自
慢
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
地
域
ご
と
の
紹
介
や
各
々
の
地
域
で
の

生
産
者
が
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
、
ど
ん
な

活
動
を
し
て
い
る
の
か
ま
で
紹
介
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
「
生
産
者
の
生
の

まさに 「山しかないj里で、自慢の商品を説明する

福岡氏

戸
」
や
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」

の
ベ

l
ジ
で
取
り
あ
げ
ら
れ

れ
ば
、
生
産
現
場
や
地
域
を

よ
り
具
体
的
に
ア
ピ
ー
ル
で

き
、
も
っ
と
身
近
な
存
在
と

感
じ
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
。

「
地
域
の
紹
介
」
ベ

l
ジ
を

更
新
す
る
こ
と
で
、
最
新
の

地
域
(
イ
ベ
ン
ト
)
情
報
を

伝
え
て
い
る
。

そ
の
欄
で
紹
介
し
た
「
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
い
ず
み
」
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
新
メ

ま
る
ば
っ
さ
ん
か
く

ニュ

l
「
O
×

ム

鹿
つ
カ
ツ
井
」
が
人

気
を
呼
び
、
鹿
肉
の
消
費
量
が
こ
れ
ま
で

の
約
三
倍
に
伸
び
た
。

福
岡
さ
ん
の
文
章
が
続
く
。

「
五
年
程
前
に
は
、
自
前
の
サ
イ
ト
に
通

販
機
能
を
持
た
せ
た
が
、
思
う
よ
う
に
売

上
は
伸
び
な
か
っ
た
。
大
き
な
投
資
を
せ

ず
に
、
そ
の
サ
イ
ト
自
体
を
広
く
知
ら
し

め
る
術
を
知
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
八
特

産
品
倶
楽
部

V
に
載
せ
る
よ
う
に
な

っ
て、

ネ
ッ
ト
販
売
も
昨
年
か
ら
倍
増
し
、
今
も

伸
び
続
け
て
い
る
。
一

概
に
〈
特
産
品
倶

楽
部

V
の
お
か
げ
と
は
言
え
な
い
が
、

そ
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
」
と
。

事
務
局
と
し
て
も
、
わ
が
意
を
得
た
り

の
喜
び
だ
。

八
特
産
品
倶
楽
部

V
の
中
の
「
受
賞
商

品
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」
ペ

l
ジ
は
、
登
録
商

品
が
コ
ン
テ
ス
ト
で
得
た
賞
の
記
録
フ
ア

イ
ル
と
い
え
る
。

例
え
ば
「
阿
蘇
手
造
り
プ
レ
ス
ハ
ム
」
(
熊

本
県
阿
蘇
市

・
ひ
ば
り
工
房
)
は

O
五
年

に
ド
イ
ツ
食
肉
コ
ン
テ
ス
ト
に
初
出
品
し

て
銅
メ
ダ
ル
を
受
賞
し
た
。

w
e
b
へ
の

登
録
上
は
サ
ブ
食
品
に
な
る
が
、
ベ
ー
コ

ン
、
ウ
イ
ン
ナ

l
は
金
賞
、

ロ
ー
ス
ハ
ム

ふれあいセンヲーいずみの自慢 「とうふのみそ漬」と「隠れ里の柚子こしょうj

も
銅
賞
だ
っ
た
。

「
か
ら
し
菜
見
布
」
(
愛
媛
県
今
治
市
・

大
沢
食
品
)
は
、
五
四
回
全
国
水
産
加
工

た
べ
も
の
展
で
「
大
阪
府
知
事
賞
」
受
賞

な
ど
な
ど
。
他
の
受
賞
商
品
に
つ
い
て
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

八
特
産
品
倶
楽
部

V
に
類
す
る
サ
イ
ト

は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
生
産
者
に
と
っ

て
は
安
価
な
登
録
費
で
済
み
、
購
入
者
に

と
っ
て
は
生
産
者
の
顔
、
製
造
過
程
、
地

域
の
風
景
も
見
な
が
ら
商
品
を
選
べ
る

八
特
産
品
倶
楽
部

V
が

一
番
だ
ろ
う
と
自

負
し
て
い
る
。
「
お
気
に
入
り
」
に
登
録
を

お
忘
れ
な
く
。

(岡
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

業
務
部

平
良

真
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ビセ 去さ育 金 正れて賓 。静ら、た、に主軽さ動り剣をチ っ か P

。志たいが大岡で試ちまはイ丁快れ作、と運ケてら R
丞詰 3町子ム走 。きあ会市は合も戸、けなる、礼はぶ ツ いのす
課 1 くの豆長交いたりのとのが、ぷ十な動 。気 にいとトた少ゑ

り両い後ポまい、聞の光終 互学 年勺き時合終え
を方をも l まと合会 合室 れい校は ににをる、ぃ笠東少 l
期の忘、ッさの併式併 t ばに低か 、はこ格やか主海女ナ
待ノれ 手 チに意後にを 握礼 学 か 素 跳め式はに Ji道や l
しウずづヤ育思もは控 手 を年る 人びたとり空 広引が

静
岡
県
由
比
町
は
人
口

一
万
余
、
駿
河

湾
に
沿
っ
た
海
辺
の
ま
ち
だ
。
東
名
高
速

道
路
の
下
に
は
何
隻
も
の
漁
船
が
連
な
る

漁
港
が
あ
り
、
大
勢
の
漁
師
の
お
か
み
さ

ん
と
お
ぼ
し
き
女
性
た
ち
が
リ
ヤ
カ
ー
を

引
い
て
行
き
来
し
て
い
る
。
驚
い
た
こ
と

に
、
若
い
女
性
も
多
い
。
「
由
比
桜
え
び
」

は
商
標
法
の
い
わ
ゆ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
認
証
さ
れ
、
い
ま
や
高
級
品
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
漁
港
に
若

い
女
性
が
多
い
の

も
、
ま
ち
が
元
気
に
な

っ
て
い
る
証
拠
か
。

漁
港
に
は
、
名
物
の

「
桜
え
び
か
き
揚
」

が
売
ら
れ
、
香
ば
し
い
に
お
い
が
漂
う
仮

設
庖
舗
の
前
に
は
、
観
光
客
の
長
い
行
列これは高度な模範演技

が
で
き
て
い
た
。

由
比
本
陣
公
園
内
に
設
け
ら
れ
た

「東

海
道
五
十
三
次
」
で
知
ら
れ
る
歌
川
広
重

の
美
術
館

「東
海
道
広
重
美
術
館
」
に
も

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
な
ど
、
地
域
資

源
に
は
事
欠
か
な
い
。

桜
え
び
漁
が
山
を
迎
え
る
五
月
中
旬
。

由
比
町
に
も
う

一
つ
や

っ
て
く
る
も
の
が

あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
パ
ラ
、
略
し
て
「
ス

ボ
チ
ャ
ン
」
の
青
少
年
全
国
大
会

「
全
国

少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
パ
ラ
選
手
権

大
会

-m
由
比
」
だ
。

こ
の
競
技
の
考
案
者
は
由
比
町
出
身
で
、

国
際
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
パ
ラ
協
会
の
会
長

を
務
め
る
。
剣
道
な
ど
を
学
び
教
え
な
が

ら、

「
だ
れ
も
が
自
由
に
楽
し
み
な
が
ら
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
護
身
術
に
も
な
る
よ

う
な
ス
ポ
ー
ツ
」
と
し
て
、
空
気
を
入
れ

て
使
う
専
用
の
小
太
万
や
長
剣
、
槍
な
ど

で
戦
う
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
パ
ラ
を
考
案
し

た
。
今
や
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
世
界
選
手

権
に
二
十
二
カ
国
か
ら
千
三
百
人
が
集
ま

る
ス
ポ
ー
ツ
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
。

大
会
が
側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の

「
ス
ポ
ー

ツ
拠
点
づ
く
り
推
進
事
業
」
承

認
大
会
と
な

っ
て
今
年
で
三
回
目
。
由
比

町
を
歩
く
と
、

至
る
所
に
臓
が
立
ち
、
ポ

ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
。
街
行
く
人

や
庖
舗
な
ど
で
聞
け
ば

「
ス
ポ
チ
ャ
ン
?

由
比
町
で
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
と
思

い
ま
す
よ
」
と
の
こ
と
。
由
比
町
民
に
は

お
な
じ
み
の
大
会
に
成
長
し
た
。

大
会
前
日
に
は
、
審
判
講
習
会
や
世

界
選
手
権
上
位
者
に
よ
る
演
武
が
行
わ
れ
、

東
北
や
九
州
か
ら
来
た
選
手
や
審
判
た

ち
が
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
同
日

は
、
各
地
方
か
ら
集
ま

っ
た
選
手
や
指
導

者
が
交
流
す
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
聞
か
れ
た
。

こ
う
す
る
こ
と
で
、
遠
方
か
ら
の
選
手
団

が
よ
り
長
く
由
比
町
に
留
ま

っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
町
と
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
パ
ラ
協

会
が
協
議
の
上
で
決
定
し
た
。
来
年
度
も
、

こ
う
し
た
効
果
が
上
が
る
よ
う
、
も
う

一

歩
進
ん
だ
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
連
盟
と

行
政
が

一
緒
に
な

っ
て
考
え
た
い
と
の
こ

と
。
時
に
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
行
政
の
意
思

統

一
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
こ
と
が
あ
る
全

国
大
会
に
あ

っ
て
は
、
よ
い
工
夫
だ
。

大
会
当
日
は
、
会
場
で
桜
え
び
を
活

か
し
た
各
種
の
土
産
品
や
、
桜
え
び
入
り

ラ
ー
メ
ン
を
販
売
す
る
ほ
か
、
中
学
生
や

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
甘
な
つ
の

大
井
武
幸
)
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海
津
の
価

わ
が
国
の
経
済
社
会
の
健
全
な
発
展
と

国
民
生
活
の
安
定
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

海
洋
と
人
類
の
共
生
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、

二
O
O七
年
七
月
二
十
日

に
施
行
さ
れ
た
「
海
洋
基
本
法
」
に
基
づ

く
初
の
「
海
洋
基
本
計
画
」
が
、

O
八
年

三
月
十
八
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
(
全
文

は
[
総
合
海
洋
政
策
本
部
]
検
索
で
)
。

l基本的な方針 l 
①海洋の開発及び利用と海洋環境の保全との調和...水産資源の
回復、エネルギー ・鉱物資源の技術開発プログラムの策定な
どが必要

②海洋の安全の確保・・・安全の確保のための制度の整備と体制強
化、海上交通の安全確保、自然災害の脅威への対応強化など
が必要

③科学的知見の充実…海洋に関する調査 ・研究体制の整備、人
材の育成・確保、研究開発の戦略的推進などが必要

④海洋産業の健全な発展 -海洋産業の国際競争力や経営基盤の
強化、新産業創出の促進などが必要

⑤海洋の総合的管理…海洋の様々な特性を総合的に検討する視
点、を持って、国際海洋秩序の形成、EEZなどの適切な管理な
どに取り組むことが必要

⑥海洋に関する国際的協調…海洋秩序の形成・発展に先導的役
割を果たすとともに、国際司法機関の活用・支援、国際連携・
協力の積極的推進などが必要

基
本
計
画
は
、
わ
が
国
が
新
た
な
海
洋

立
国
の
実
現
に
向
け
て
第

一
歩
を
踏
み
出

す
た
め
の
様
々
な
条
件
整
備
が
急
務
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の
計
画
期
間
を
五

年
間
と
定
め
て
い
る
。

ま
た
、
目
指
す
べ
き
三
つ
の
政
策
目
標

と
し
て
①
海
洋
に
お
け
る
全
人
類
的
課
題

へ
の
先
導
的
挑
戦
②
豊
か
な
海
洋
資
源
や

海
洋
空
間
の
持
続
可
能
な
利
用
に
向
け

た
礎
づ
く
り
③
安
全
・
安
心
な
国
民
生

活
の
実
現
に
向
け
た
海
洋
分
野
で
の
貢

献
ー
を
設
定
し
て
い
る
。

E宜主回:if4-r~i!..・・
①海洋資源の開発及び利用の推進

②海洋環境の保全など

③排他的経済水域の開発などの推進

④海上輸送の確保

⑤海洋の安全の確保

⑥海洋調査の推進

⑦海洋科学技術に関する研究開発の推進など

⑥海洋産業の振興及び国際競争力の強化

①沿岸域の総合的管理

⑪離島の保全など

⑪国際的な連携の確保及び国際協力の推進

⑫海洋に関する国民の理解の増進と人材育成

内
閣
官
房
総
合
海
洋
政
策
本
部
事
務
局

参
事
官
補
佐

・

新

里

勇

人

そ
し
て
、
基
本
法
に
定
め
る
六
項
目

の
基
本
理
念
に
沿
っ
て
、
「
海
洋
の
開
発
・

利
用
と
海
洋
環
境
の
保
全
と
の
調
和
」

な
ど
施
策
展
開
の
基
本
的
な
方
針
を
示

し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
基
本
法
に
定
め
ら
れ
た
十

二
項
目
の
基
本
的
施
策
に
つ
い
て
、
集

中
的
に
実
施
す
べ
き
施
策
、
関
係
機
関

の
緊
密
な
連
携
の
下
で
実
施
す
べ
き
施

策
な
ど
総
合
的
・
計
画
的
推
進
が
必
要

な
施
策
を
定
め
て
い
る
(
左
上
図
参
照
)
。

海
洋
基
本
法
で
は
、
海
洋
に
関
す
る

施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を

国
の
責
務
と
す
る

一
方
、
地
方
公
共
団

体
に
も
海
洋
に
関
し
、
固
と
の
適
切
な

役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
地
方
公

共
団
体
の
区
域
の
自
然
的
社
会
的
条
件

に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
実
施
す
る
こ

と
を
責
務
と
し
て
求
め
て
い
る
。

こ
の
責
務
に
的
確
に
対
処
す
る
た
め
、

国
は
海
洋
基
本
計
画
で
、
海
洋
利
用
活

動
の
輔
鞍
化
な
ど
、
近
年
の
海
洋
を
取

り
巻
く
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
こ
れ

ま
で
の
海
洋
と
い
う
「
場
」
を
ど
う
利

用
す
る
か
と
の
視
点
に
加
え
て
、
新
た
に

海
洋
を
い
か
に
管
理
す
る
か
と
の
視
点
か

ら
も
施
策
を
立
案
し
、
実
行
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

地
方
公
共
団
体
も
、
基
本
法
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
豊
富
な
魚
介
類
、
優
れ
た
海
岸

景
観
、
海
洋
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
地
域
の
海
洋

資
源
を
活
か
し
た
産
業
の
振
興
に
努
め
、

地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

一

層
重
要
に
な
る
。

加
え
て
、
地
域
の
沿
岸
域
な
ど
に
関
し

て
、
海
洋
の
利
用
と
い
う
視
点
の
み
な
ら

ず
、
管
理
の
視
点
も
取
り
込
ん
だ
施
策
を

立
案
し
、
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
基
本
法
で
は
、
国
、
地
方
公
共

団
体
に
限
ら
ず
、
海
洋
産
業
の
事
業
者
、

海
洋
に
関
す
る
活
動
を
行
う
団
体
そ
の
他

の
関
係
者
を
含
め
、
相
互
に
連
携
を
図
り

協
力
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
も
謡
っ
て
い

る
。海

洋
基
本
計
画
の
策
定
を
契
機
と
し
て
、

今
後
、
地
方
で
も
、
海
洋
の
開
発

・
利
用
、

海
洋
環
境
の
保
全
な
ど
海
洋
に
関
す
る
積

極
的
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

毎
年
七
月
の
第
三
月
曜
日
(
今
年
は
二

十

一
日
)
は
「
海
の
日
」
で
、
国
民
の
祝

日
だ
。
ぜ
ひ
、
そ
の
日
に
は
、
海
洋
の
価

値
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
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ピ
ル
ク
ラ
イ
ム
レ
ー
ス
を
主
催
す
る
ま
で
に

奈
良
県
上
北
山
村
は
、
奈
良
県
の
東
南

部
、
吉
野
熊
野
国
立
公
園
に
属
す
る
大
台
ケ

原
と
大
峰
連
峰
の
山
々
に
固
ま
れ
て
い
る
。

古
く
か
ら
林
業
を
基
幹
産
業
と
し
て
発
展

を
遂
げ
て
き
た
が
、
過
疎
高
齢
化
が
進
み
、

若
者
の
人
口
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
。
そ
こ

で
、
近
年
は
観
光
に
力
を
注
ぎ
、
ア
ウ
ト

ド
ア
志
向
に
合
わ
せ
て
、

豊
か
な
自
然
を

ゆ
っ
た
り
と
楽
し
ん
で
も
ら
う
よ
う
、
滞

在
型
観
光
立
村
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
年
齢
・
職
種
の
異
な

る
様
々
な
人
々
か
ら
構
成
さ
れ
、
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
の
各
種
活
動
を
進
め
る
こ

と
で
、
村
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
る

「
ワ
l
ク
幻
上
北
山
」
を
訪
ね
た
。

ゎ、
⑨

の
保
存
か
ら

一
九
九
七
年
に
、

当
時
商
工
会
青
年
部

長
を
退
任
し
よ
う
と
し
て
い
た
平
山
孝
一

さ
ん
(
現
代
表
)
た
ち
が
「
役
場
や
商
工

会
と
い

っ
た
枠
を
超
え
て
、
皆
が

一
体
と

な
っ
て
村
お
こ
し
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
考
え
、

二
十

一
人
を
集
め
て

つ
く

っ
た
地
域
づ
く
り
団
体
が

「
ワ
l
ク

担
上
北
山
」
だ
。
「
二
十

一
世
紀
の
上
北
山

を
皆
で
つ
く

っ
て
い
く
」
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
わ
ら
べ
歌

な
ど
の
伝
統
芸
能
の
保
存
・
継
承
だ

っ
た
。

奈
良
市
の

「
ま
つ
ぽ

っ
く
り
な
ら
ま
ち
少

年
少
女
合
唱
団
」
を
主
催
す
る
声
楽
家
の

荒
井
敦
子
さ
ん
が
、
四
季
折
々
の
風
物
や

郷
土
の
歴
史
を
豊
か
に
詠
み
込
ん
だ
地
元

大
和
の
わ
ら
べ
歌
を
知

っ
た
こ
と
が
、
そ

の
き

っ
か
け
だ

っ
た
。
荒
井
さ
ん
は
、
ゎ

ら
べ
歌
を
自
ら
の
合
唱
団
の
演
目
に
積
極

的
に
加
え
て
い
く
こ
と
で
、

貴
重
な
文
化

財
と
し
て
保
存
し
継
承
し
て
い
こ
う
と
県

内
各
地
を
訪
れ
て
い
た
。
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ワ
ー
ク
幻
は
荒
井
さ
ん
を
上
北
山
村
に

招
き
、

上
北
山
村
に
も
今
や
忘
れ
去
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
る
わ
ら
べ
歌
が
な
い
か
調

べ
た
と
こ
ろ

「あ
っ
た

!
」。

そ
の
歌
は
、

合
唱
団
の

C
D
に
も
収
録

さ
れ
、
各
地
で
の
公
演
で
も
披
露
さ
れ
て

い
る
。
失
わ
れ
か
け
た
貴
重
な
郷
土
の
財

産
を
、
次
世
代
に
残
す
こ
と
に
成
功
し
た

の
だ
。

ダ
ム
建
設
に
よ
り
受
け
継
ぐ

べ
き
住
民
が
い
な
く
な

っ
た
こ
と
で
途
絶

え
て
い
た
白
川
地
区
の
戸
賀
神
楽
と
戸
賀

太
鼓
、
指
導
者
不
足
で
舞
が
困
難
と
な

っ

て
い
た
小
橡
地
区
の
北
山
宮
神
楽
な
ど
は
、

各
地
区
の
ワ

l
ク
剖
会
員
が
主
と
な

っ
て

練
習
を
重
ね
て
、
子
供
た
ち
に
伝
承
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

村
内
だ
け
で
な
く
、
近
隣
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
に
も
出
向
い
て
披
露
す
る
こ
と
で
、

上
北
山
村
の
伝
統
芸
能
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
る
。
ま
さ
に
ワ

l
ク
幻
の
設
立
趣

旨
と
同
様
に
、
村
の
老
若
男
女
が
世
代
な

ど
の
枠
を
超
え
て
、

自
分
達
の
手
で
自
分

達
の
宝
を
保
存
・
継
承
し
て
い
る
と
言
え

ま
た
、
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平山代表(左)と福嶋さん

以語句

ょ、っ
。

自
分
た

@
u情報収
集

ワ
l
ク
担
は
様
々
な
活
動
を
行

っ
て
き

た
が
、
特
筆
す
べ
き
は
村
の
地
勢
を
活
か

し
て

O
一
年
か
ら
開
催
し
て
い
ろ
ヒ
ル
ク

ラ
イ
ム
自
転
車
レ
l
ス
だ
。

今
年
で
七
回
を
迎
え
る
大
会
は、

当
初

か
ら
全
日
本
自
転
車
競
技
連
盟
の
冠
大
会

で
は
な
く
、
村
民
の
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
だ

っ

た
が
、

今
や
国
内
外
か
ら
多
数
の
選
手

が
参
加
す
る
囲
内
有
数
の
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

レ
l
ス
に
成
長
し
た
。

で
は
、
な
ぜ
上
北
山
村
で
自
転
車
レ
ー

ス
の
大
会
を
開
催
す
る
に
至
っ

た
の
か
。

こ
れ
も
、
き

っ
か
け
は
、
わ
ら
べ
歌
同
様

に
村
外
の
人
と
の
縁
だ

っ
た
。

ワ
ー
ク
剖
の
メ
ン
バ
ー
は
、
代
表
の
平

山
さ
ん
を
は
じ
め
、
自
転
車
レ

l
ス
に
は

全
く
の
素
人
だ

っ
た
。
し
か
し
、

平
山
さ

ん
た
ち
は
人
づ
て
に
、
日
本
の
自
転
車
ロ
l
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ド
レ

l
ス
界
の
重
鎮
・

三
浦
恭
資
さ
ん
の

夫
人
が
上
北
山
村
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
。
そ
し
て
「
大
台
ケ
原
に
位
置
す

る
村
の
起
伏
に
富
ん
だ
坂
道
は
、
自
転
車

の
ロ

l
ド
レ

l
ス
に
う
っ
て
つ
け
で
は
な
い

か
」
と
考
え
、

三
浦
さ
ん
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
求
め
た
。

三
浦
さ
ん
は

「上
北
山
村
の
地
形
は
ロ
ー

ド
レ

l
ス
に
最
適
だ
」
と
高
く
評
価
し
、

快
く
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
役
を
引
き
受
け
て
く

れ
た
。

自
分
達
に
よ
る
情
報
収
集
も
怠
ら
な

か
っ
た
。
有
名
な
乗
鞍
の
マ
ウ
ン
テ
ン
サ

イ
ク
リ
ン
グ
大
会
を
視
察
し
、
大
会
の
関

係
者
と
積
極
的
に
人
脈
を
構
築
し
て
、
多

く
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
何
の
知
識
も
な
か

っ
た
と

こ
ろ
か
ら
で
も
、
毎
年
四
百
人
程
度
の
参

加
者
が
国
内
外
か
ら
集
ま
る
全
国
的
な
大

会
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

熱
意

A
Y動
か
す

も
ち
ろ
ん
大
会
の
成
功
は
、
ワ
ー
ク

幻
の
働
き
だ
け
に
よ
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

平
山
さ
ん
た
ち
の
尽
力
は
、
多
く
の
村
民

を
巻
き
込
む
こ
と
に
成
功
し
、
自
発
的
に

大
会
に
協
力
す
る
人
た
ち
が
増
、
え
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
大
会

運
営
に
参
加
し
た
り
、

早
朝
か
ら
沿
道
に

出
て
自
作
の
小
旗
や
プ
ラ
カ
ー
ド
を
手
に

選
手
を
応
援
す
る
な
ど
、

「
こ
の
大
会
は
わ

れ
わ
れ
上
北
山
村
の
財
産
で
あ
る
」
と
い

う
意
識
が
村
中
に
広
く
浸
透
し
、
ま
さ
し

く
村
を
挙
げ
て
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な

っ

た
の
だ
。

し
か
し
、
最
初
か
ら
大
会
に
好
意
的
な

村
民
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
若
者

と
の
意
思
疎
通
に
は
心
を
砕
い
た
が
、
大

上北山村の名を高める自転車レース

き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
平
山
さ
ん
と

と
も
に
ワ

I
ク
担
の
運
営
に
携
わ

っ
て
き

た
奈
良
県
大
台
ケ
原
管
理
事
務
所
の
福
嶋

啓

一
さ
ん
だ
っ
た
。
「
僕
ら
中
高
年
と
若
者

と
の
潤
滑
油
に
な
っ
て
く
れ
た
」
と
平
山

さ
ん
が
評
す
る
通
り
、
福
嶋
さ
ん
は
、
そ

の
気
さ
く
な
人
柄
で
、
積
極
的
に
若
者
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、

自
ら
の

熱
意
を
伝
え
て
い

っ
た
。

そ
の
結
果
、
若
者
達
は
徐
々
に
心
を
動

か
さ
れ
、
大
会
に
協
力
す
る
者
が

一
人
ま

た

一
人
と
増
え
て
い
き
、

全
国
に
誇
れ
る

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
レ

l
ス
を
開
催
で
き
る
に

至
っ

た
。
韓
国
初
の
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
レ
ー

ス
も
、
こ
の
大
会
を
参
考
に
開
催
さ
れ

た
。

世界遺産の中でのウォーキングイベン卜

O
一
年
以
降
、
毎
年
開
催
さ
れ
た
が
、

O
七
年
は
村
の
幹
線
道
路
で
あ
る
国
道

一
六
九
号
の
崩
落
事
故
に
よ
り
開
催
を
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、

今
年
に
か
け
る
村
民
の
意
気
込
み
は
大
き

い
。
七
月
十
三
日
(
日
)
の
開
催
に
向
け
、

村
は
日
に
日
に
熱
を
帯
び
て
い
る
。

世
界
遺
俗

W
活
か
し
て

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
レ

l
ス
は
、
宿
泊
施
設

が
満
室
に
な
る
な
ど
大
き
な
経
済
効
果
を

も
た
ら
し
、
ま
た
村
外
に
上
北
山
村
を
強

く
ア
ピ
ー
ル
で
き
、
村
の
活
性
化
に
大
き

く
貢
献
し
た
。
し
か
し
、
イ
ベ
ン
ト
だ
け

で
は
、
年
聞
を
通
じ
て
村
に
人
を
呼
び
込

む
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
村
役
場

と
協
力
し
て
、

春
か
ら
秋
に
か
け
て
十
回

程
度
の
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
る
。
日
本
百
名
山
の
大
台
ケ
原

・

大
峯
山
、
世
界
遺
産
の
大
嶺
奥
駈
道
と
い
っ

た
魅
力
を
活
か
さ
な
い
手
は
な
い
。

ワ
ー
ク
担
の
会
員
は
、
ガ
イ
ド
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
、

登
山
コ
ー

ス
に
改
良
を
加
え
る
な
ど
の
活
動
を
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
形
で
村
の
活
性

化
に
貢
献
し
て
き
た
ワ
l
ク
幻
は
、

O
二

年
に
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
を
、

O
七
年
に
地
方
自
治
法
施
行
六
十
周
年
記

念
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
。
し
か
し
、

ま
だ
ま
だ
や
る
べ
き
こ
と
は
あ
る
。

平
山
さ
ん
は
「
村
の
人
口
の
半
分
弱
を

占
め
る
高
齢
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
し
た
い
」
と
語
る
。

高
齢
者
に
主
役
と
な

っ
て
も
ら
い
、
い

き
が
い
を
持
っ
て
も
ら
う
。
そ
う
い
う
場

を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
、
現
在
の
最
大

の
課
題
だ
。

出減ゆ

今
ま
で
の
成
功
の
カ
ギ
と
な
っ
た
熱
意
、

人
と
人
と
の
結
び
つ
き
を
大
事
に
す
る
姿

勢
が
あ
れ
ば
、
必
ず
や
成
し
遂
げ
ら
れ
る

だ
ろ
、
っ
。
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側
地
域
活
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セ
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タ
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編
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委
員

・

島
浦
佳
樹
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伝
統
ス
ロ
ー
プ
|
ド
発
酵
食
品
に
魅
か
れ
て

加
賀
市
J

R
大
聖
寺
駅
か
ら
車
で
十
分
。

北
前
船
で
栄
え
た
瀬
越
地
区
に
は

「
日
本

海
の
百
万
長
者
」
と
呼
ば
れ
た
大
家
家
の

屋
敷
を
は
じ
め
、

歴
史
あ
る
街
並
み
が
残

さ
れ
て
い
る
。
そ
の

一
角
に
、
か
つ
て
の
木

造
小
学
校
を
改
装
し
た
地
域
交
流
施
設
「
竹

の
浦
館
」
が
あ
る
。
こ
こ
を
活
動
拠
点
と
し
、

伝
承
料
理
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
、

「本
物
の
食
」「
ス
ロ
ー
プ

l
ド
」
の
情
報

発
信
に
取
り
組
む

N
P
O
法
人
竹
の
浦
夢

創
塾
の
松
中
滋
理
事
長
と
柿
谷
昭

一
郎
事

務
局
長
を
訪
ね
た
。

北斗
飴

が
残
し
た
も
の

夢
創
塾
の
中
心
メ
ン
バ
ー
は
、
も
と
も

と
地
域
文
化
の
発
掘
を
通
じ
て
地
元
に
何

が
本
当
に
必
要
な
の
か
、
ず

っ
と
考
え
て

き
た
十
人
の
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
。

一
九
九
四

年
に
は
地
域
の
進
む
方
向
性
を
住
民
自
ら

考
え
た
地
域
計
画
と
も
い
え
る

「瀬
越
活

性
化
構
想
」
を
ま
と
め
、
外
部
か
ら
の
無

秩
序
な
開
発
か
ら
ま
ち
を
守
る
取
り
組
み

を
し
て
き
た
。

そ
う
し
た
中
、
六
八
年
の
廃
校
後
も
青

年
の
家
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
旧
竹
の

浦
小
学
校
が
、
老
朽
化
を
理
由
と
し
て
取

り
壊
し
の
話
が
浮
上
し
た
。
九
八
年
の
こ

と
だ
っ
た
。

メ
ン
バ
ー
た
ち
に
と

っ
て
、
こ
の
建
物

に
は
特
別
な
想
い
が
詰
ま

っ
て
い
た
。
か

つ
て
北
前
船
の
基
地
だ

っ
た
瀬
越
地
区
に
、

船
主
の
大
家
、
広
海
両
家
が
地
元
の
子
供

た
ち
の
教
育
た
め
に
と
寄
贈
し
た
小
学
校

だ
っ
た
。
北
前
船
主
の
恩
恵
は
他
に
も
道

作
り
や
水
道
な
ど
、
瀬
越
の
ま
ち
全
体、

さ
ら
に
は
加
賀
市
全
域
に
も
た
ら
さ
れ
て

い
た
。
当
時
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
た
北

前
船
主
た
ち
の
想
い
詰
ま

っ
た
建
物
で
も

あ
る
。
こ
れ
を
、
失
い
た
く
な
い
。
こ
の

宮島

会員数ニ 100人

団体プロフィール

設立年=2002年4月

設立主体=市、 NPO法人

運営主体=自主的組織、 NPO法人

代表者=松中滋

構成員数=14人

<事務局連絡先>

干922-0671

加賀市大聖寺瀬越町イ 19番2

(電話)0761・73・8812

* 

定 ら小
しの 学
た熱校
u 意 の

が 卒
通 業
じ 生
、で

市も
はあ
E目つ

のた
保メ
存 ン
をパ
決 l

そ
の
後
、
市
と
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
持
ち
「
瀬
越
活
性
化
計
画
」
の
理
念
を

基
に、

N
P
O
竹
の
浦
夢
創
塾
を
設
立
し、

生
ま
れ
変
わ
る
館
の
活
用
に
つ
い
て
計
画

を
練
っ
た
。
そ
の
結
果、

「竹
の
浦
館
」
が

O
三
年
に
誕
生
し
、
以
来
、
竹
の
浦
夢
創

塾
が
管
理
運
営
を
担
当
し
て
い
る
。

「待つ」
@

の
大
切
さ
を

「
教
育
」
を
テ

1
マ
に
し
た
地
域
活
性

化
と
文
化
交
流
の
拠
点
と
し
て
再
生
さ
れ

た
竹
の
浦
館
で
は
、

元
体
育
館
だ

っ
た
多

目
的
ホ

l
ル
を
利
用
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
や
、

地
域
産
品
を
は
じ
め
全
国
の
北
前
船
寄
港

地
の
特
産
品
の
販
売
、
工
芸
教
室
、
伝
承

料
理
教
室
な
ど
が
聞
か
れ
て
い
る
。

食
堂
で
は
伝
統
食
を
復
活
さ
せ
た

「
こ
っ

さ
飯
」
(
枯
れ
松
葉
で
炊
い
た
ご
飯
)
な
ど

の
地
域
色
豊
か
な
食
事
が
楽
し
め
る
。
こ

れ
ら
の
運
営
に
は
、

学
校
給
食
担
当
し
て

い
た
人
や
、

元
高
校
家
政
科
の
教
師
、
公

民
館
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

「
地
域

へ
の
想
い
溢
れ
る
様
々
な
人
た
ち
が
参
加

し
て
お
り
、

喜
び
を
持
ち
な
が
ら
働
い
て

く
れ
て
い
る
」
と
、
柿
谷
氏
は
語
る
。

北
陸
の
沿
岸
各
地
に
は

「
へ
し
こ
」
と

呼
ば
れ
る
魚
を
ぬ
か
漬
け
に
し
た
保
存

食
が
あ
る
。
か
つ
て
加
賀
の
北
前
船
が
伝

え
た
も
の
が
ル

l
ツ
に
な

っ
て
い
る
と
い

う
。
北
前
船
が
積
み
込
ん
だ
保
存
食

|

へ
し
こ
を
は
じ
め
干
物
、
味
噌
、
漬
物:・

こ
れ
ら
「
発
酵
食
品
」
を
メ
イ
ン
テ

l
マ

に
、
伝
承
料
理
教
室
を
通
じ
て

「
本
物
の

食
」
を
伝
え
て
い
く
こ
と
を
N
P
O
の
一
つ
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の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
る
。

「発
酵
食
品
は
、

漬
け
込
ん
で
か
ら
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
長
い
時
聞
が
か

か
る
。

へ
し
こ
な
ら
二
年
、
漬
物
な
ら

一

年
。
発
酵
食
品
は
、
安
心
安
全
で
あ
る
こ

と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

『お
い
し
い
も
の

が
出
来
上
が
る
に
は
こ
れ
だ
け
時
間
が
か

か
る
」
と
い
う
こ
と
を
子
ど
も
達
に
伝
え

1930年に建てられた旧瀬越小学校の
「竹の浦館j
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た
い
。
素
材
を
吟
味
し
て
漬
け
込
み
、
熟

成
を
じ
っ
く
り
待
つ
。

簡
単
に
完
成
品
が
手
に
入
る
現
代
の
生

活
の
中
で

『待
つ
』
気
持
ち
を
伝
え
た
い
」

と
語
る
の
は
、
松
中
理
事
長
。

ま
た
、
地
域
の
伝
統
食
を
掘
り
起
こ
し

伝
承
し
て
い
く
た
め
に
、
夏
・
冬
の
野
菜

を
使
っ
た
「
漬
物
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

O
六

年
か
ら
開
催
し
て
い
る
。
伝
統
的
な
漬
物

の
ほ
か
、
現
代
風
の
創
作
漬
物
な
ど
が
出

品
さ
れ
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
上
位

に
入
選
す
る
地
元
の
人
た
ち
の
培
っ
て
き

た
技
と
舌
に
、
改
め
て
メ
ン
バ
ー
も
驚
い

て
い
る
。
今
年
九
月
に
は
、
発
酵
を
テ
ー

マ
に
し
た
初
の
「
発
酵
祭
り
」
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
、
入
選
し
た
人
た
ち
の
漬

物
の
販
売
も
計
画
し
て
い
る
。

NPA
V掛
け
だ
か
ら

「
発
酵
」
に
こ
だ
わ
る
彼
ら
だ
が
、
そ
の

目
的
は
、
何
と
か
地
域
を
巻
き
込
ん
だ

形
で
「
発
酵
」
を
地
域
お
こ
し
、
地
域

産
業
の
再
生
に
つ
な
げ
る
こ
と
だ
。
そ
こ

で
、
味
噌
蔵
・
酒
造
会
社
・
醤
油
屋
と
い
っ

た
「
発
酵
」
に
関
わ
る
地
元
企
業
を
集
め

て
「
発
酵
文
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち

上
げ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
伝
統
技
術
を

活
か
し
、
新
し
い
加
賀
ブ
ラ
ン
ド
の
発
酵

商
品
を
生
み
出
そ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
だ
。

「
一
軒
の
酒
屋
が
、
や
ろ
う
と
声
を
掛
け

て
も
、
な
か
な
か
ま
と
ま
ら
な
い
。
私
た

ち
は
四
年
の
歴
史
し
か
な
い
駆
け
出
し
だ

が
、
こ
、
つ
い
、
つ
こ
と
を
言
え
る
の
は

N
P

O
だ
か
ら
こ
そ
。
頼
む
か
ら
聴
い
て
欲
し

い
と
い
っ
て
、
集
ま
っ
て
も
ら
っ
た
」
。

各
企
業
は
そ
れ
ぞ
れ
知
ら
な
い
仲
で
は

な
か
っ
た
が
、
今
ま
で
「
発
酵
」
と
い
う

視
点
で
議
論
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
N

P
O
が
コ

l
デ
イ
ネ

l
ト
し
た
こ
と
で
初

め
て
生
ま
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

「
新
し
い
発
酵
食
品
を
開
発
し
て
自
分

'/
 

漬物コンクールは和気あいあいと

達
が
成
功
す
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
む
し
ろ
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、

「自
分

も
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
若
者
を
育
て
、

技
術
移
転
し
て
地
場
産
業
に
育
て
て
い
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
松
中
氏
。

加
賀
市
食
文
化
再
生
室
と
も
連
携
し
て

企
業
、

N
P
O
、
行
政
が
協
働
で
取
り
組

む
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
今
後
ど
ん
な

商
品
が
生
み
出
す
か
、
楽
し
み
だ
。

気
が
息

切

り
周
り
に
人
々
が

「
私
た
ち
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と

は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
に
と
っ
て
、
さ
ら
に
は
日
本
に
と
っ

て
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
食
の

安
全
安
心
、
生
産
調
整
の
た
め
の
大
量
廃

棄
、
自
給
率
の
問
題
な
ど
食
に
ま
つ
わ
る

い
ろ
い
ろ
な
問
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
取
り
組
め
ば
解
決
し
て
い
け
る
は
ず
だ
。

生
活
を
昔
の
よ
う
に
戻
そ
う
と
い
う
の
で

は
な
い
。
食
を
大
切
に
す
る
心
が
あ
れ
ば
、

で
き
る
は
ず
だ
。
そ
の
心
を
育
て
る
教
育

を
、
自
分
達
は
や
り
た
い
」

発酵商品開発に向け、食堂で会議

本
物
の
食
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
で
、

大
き
な
問
題
を
自
分
達
の
問
題
と
し
て

取
組
む
姿
勢
に
地
域
の
力
を
感
じ
た
。

「
我
々
の
思
い
を
き
ち
っ
と
し
た
形
で

地
域
に
還
元
し
な
が
ら
、
飛
躍
す
る
た
め

に
は
、
や
っ
ぱ
り
資
金
も
必
要
。
い
つ
ま

で
も
行
政
に
金
銭
的
に
頼
れ
る
時
代
で
は

な
い
。
し
か
し
自
分
達
が
や
ろ
う
と
し
て

い
る
こ
と
は
、
時
間
が
か
か
っ
て
も
着
実

に
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

何
年
も
続
け
て
何
十
年
後
か
に

『竹
の
浦

館
と
夢
創
塾
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
ね
』
と

思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」

地
域
の
中
で
育
ち
、
働
き
、
ず
っ
と
地

域
を
見
つ
め
て
き
た
メ
ン
バ
ー
。
彼
ら
の

想
い
が
人
を
惹
き
つ
け
、
地
域
住
民
を
は

じ
め
発
酵
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
や
行
政
を
巻

き
込
ん
で
い
っ
た
。

「
気
が
つ
い
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
関

竹の浦館で仕込まれたへしこ

わ
っ
て
く
れ
て
い
た
」
と
い
う
竹
の
浦
夢

創
塾
。
「
こ
れ
か
ら
若
い
人
た
ち
に
も
、
自

分
が
住
ん
で
い
る
地
域
が
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
何
と

か
住
み
や
す
い
と
こ
ろ
に
で
き
な
い
か
と

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
私
た
ち
の
想
い

と
取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
て
ほ
し

い」
。
ほ
の
か
な
発
酵
の
香
り
に
、
こ
れ
か

ら
も
多
く
の
人
が
誘
わ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
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. センターホームページには、 [地域活性化]検事憶で . 

l 地域再生実践塾 | 
参加者大募集!

当センターでは、地域再生の担い手の育成を目的に、地域の再

生・活性化の手法の習得を目ざすワークショッブ「地域再生実践

塾Jを全国5力所で開催しています。現在第3回目以降の参加者
を募集しています。ふるってと参加ください。

4・開催内容 (第3回~第5回)

ア ー マ 協働がもたらす地域の創造

開催地 神奈川県横須賀市

主任講師 志村直愛氏 (東北芸術工科大学准教授)

開催日 8月20日 (水)~ 22 日 (金)

申込締切 ア月 30日 (水)

ア ーマ 多様な地域資源の組み合わせによる観光振興

開催地 宮城県気仙沼市

主任講師 宮原育子氏 (宮城大学教授)

開催 日 9月 4日 (木)~ 6日 (土)

申込締切 8月13日 (水)

アーマ まちの 「風景JI食JI物語」がつくる地域ブフンド

開催地 福岡県久留米市

主任講師 井手修身氏(イァ、アパートナーズ側代表取締役社長)

開催 日 11月19日 (水)~ 21 日 (金)

申込締切 10月29日 (水)

4砂対 象 地方公共団体、商工会、商工会議所、 NPO等、地

域再生に取り組んでいる人

.募集人数 各回 40~50 人(会場等により変動あり)

.参加費用 無料(開催地までの往復の交通費、宿泊費、飲食代

等は参加者負担)

.申込方法 申込書を当センタ まで送付してください。

申込書の様式は当センターのホームページからも

ダウンロードできます。

*詳しくは、当センターのホームペ ジをご覧ください。

O業務第2課 TEL 03 -5202 -61 37 

地域づくりコーディネーター研修会を開催します!

1 日時 2008年9月28日(月)13: 30かう
9月30日(火)12: 00まで

2 場所 虎ノ門パストラルホテル(東京都港区虎ノ門)
3 内容 地域づくりコーディネーターのスキルアップとネット

ワークづくりのための研修会

4 対象 地域づくりコーディネーターのほか、地域づくり活動に
取り組むなど

5 費用 無料(交流会参加の場合は3千円)
6 プログラム
<9月29日》
1 3 : 30 ~ 1 7 : 00 分科会パネルテ、イスカッション
第1分科会コーテ‘ィネータ一 岡崎昌之氏

(法政大学現代福祉学部教授)

第2分科会コーディネーター 延藤安弘氏
(愛知産業大学大学院教授)

1 7 : 00 ~ 20 : 00 交流会

スポーツ拠点づくり推進事業 | 
2009年度新規承認大会募集

当センターは、全国62の青少年スポーツ全国大会を「スポー
ツ拠点づくり推進事業Jとして承認し、地域再生とスポーツ振興
のための取り組みを支援しています。ただいま、新たに承認を

希望する市区町村を募集しています。締め切りは2008年9月
30日(火)まで。審査はスポーツ拠点づくり推進委員会で行われ、
承認されたものは08年度より助成を受けることができます。
詳しくは当センターホームページまたは担当まで。

〈担当〉情報サービス課 宮本 ・中傑

〈電話>03 -5202 -61 35 

地蝿づくりの必携本!
『実践まちづくり読本』

「全園地域リーダー養成塾」の塾長で

ある大森瀬東京大学名誉教授のほか、

5人の主任講師の共著。地方制度改革
の現状や、さまざまな実践的地域経営

の仕組み、景観デザイン、まちづくり、

農山漁村地域づくりの再生などについ

て、わかりやすく解説されています。

お求めは公職研まで。

[お問い合わせ先]

(槻公職研 03 -3230 -3701 
http://www.koshokulくen.co.jp/

定価 2.100円 (税込)

w月30日》
8: 30~ 12: 00 全体会パネルテ、イスカッション
コーディネーター岡崎昌之氏

パネリスト延藤安弘氏

大湯章吉氏 (能登乃園ゆするぎ塾塾長)

本田 節氏(火の国未来づくりネットワーク会長)

[問い合わせ先]

研修交流課 03 -5202 -61 34 
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CORNER EVENT 

宮崎日本橋プラザビルイベントスペース
・ 8 月 4 日~6 日
(社)富士の国やまなし館(山梨県)

・ 8 月 21 日~22 日
掛川観光協会(静岡県)

・ 8 月 26 日~27 日
東京事務所(徳島県)

女日本橋プラザビルイベントスペース
・ 7 月 2 日~3 日
木曽町(長野県)・7月4日
東京事務所(鳥取県)

・ 7 月 9 日~ 10日
松本市(長野県)

*有楽町ふるさと情報プラザ
・ 8 月 4 日(月)~8 日(金)
静岡県島田市
『島田市観光物産展J(仮題)・8月19日(火)
福島県南会津町
『南会津町観光PR展Jl (仮題)・8月20日(水)~ 22日(金)
鹿児島県いちき串木野町
『いちき串木野町観光PR展J(仮
題)・8月25日(月)~29 日(金)
岡山県井原線沿線観光連町
f岡山県伊原広域地域の観光PR
展.1(仮題)

(写真)

1市川市 (千葉県)(5月22日-23日)
2掛川市 (静岡県)(5月29日-30日)

*有楽町ふるさと情報プラザ・7月7日(月)~8 日(火)
山形県新圧市
I新圧まつりと地域産晶のPRj ・7月9日(水)~ 1 1日(金)
福井県
『夏は浴衣とつめたいスイーツJ・7月14日(月)~ 15日(火)
兵庫県
『との夏イチオシ|コウノ卜リの
郷兵庫但馬(たじま)ツ-Ijズム1・7月16日(水)~ 18日(金)
東京都江戸川区
redogawa3(えどがわきゅ-i)i)
美術系大学のコラボレーション
で生まれた新しい伝統工芸品J

・7月 23 日(水)~7月 24 日(木)
愛知県一色町
『三河の夏、一色うなぎ・大提灯J

・ 7月 30 日(水)~8月 1 日(金)
群馬県片晶村
『尾瀬の郷片品村「今残したい片
品の景観と食JJ

《
日
本
橋
か
ら
》

「
日
本
の
犬
は
か
わ
い
そ
う
に
、
す

っ
か
り
飼

い
馴
ら
さ
れ
て
し
ま

っ
て
、
蹴
っ
飛
ば
さ
れ
て
も

ワ
ン
と
も
吠
え
な
い
」
と
言
っ

た
ら
、
「
そ
こ
へ

い
く
と
猫
の
方
が
、
野
生
が
残
っ
て
い
て
、
知
ら

な
い
人
聞
が
近
づ
け
ば
身
構
え
る
」
と
連
れ
が
応

え
た
。
な
る
ほ
ど
、
そ
う
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、

日
本
橋
(
正
確
に
は
八
重
洲

一
丁
目
)
に
い
る
野

良
猫
は
、
誰
が
近
付
い
て
も
逃
げ
な
い
の
だ
。

誰
が
名
付
け
た
の
か
、

「ミ

l
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
い
つ
も
、
桜
通
り
の
横
道
に
あ
る
「
喫
煙

場
」
辺
り
に
い
る
。
た
ば
こ
臭
い
人
聞
が
近
付
い

て
も
逃
げ
な
い
。
中
に
は
猫
好
き
人
聞
が
撫
で
回

す
。
近
く
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
庖
が
毎
日
、
キ
ヤ

ツ

ツ
フ

l
ド
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
庖
の
人
間
に
は

特
に
馴
れ
て
い
る
が
、
決
し
て
屈
の
中
に
は
入
ら

な
い
。
誰
が
し
つ
け
た
の
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
ガ
ラ
ス
と
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
し
か

な
い
日
本
橋
に
ど
こ
か
ら
来
た
の
だ
ろ
う
か
。

(
編
集
長

・
室
谷
克
実
)
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追
伸
小
生
、
本
号
を
最
後
に
出
向
元
(
時
事
通
信
社
)

に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
の
ご
支
援
、

ご
愛

読
に
感
謝
し
ま
す
。

【

8
一月
号
予
告
】
特
集

H
改
正
ま
ち
"つ
く
り

三
法
に
よ
る
活
性
化
計
画

地域づくり7月号
2008年7月1日発行 編集・発行=財団法人地域活性化センター

東京都中央区日本橋2-34 日本橋プラザピル13階電話03-5202-6131(代) http://www.chiiki-dukuri.hyakka.or.jp/ 印刷・製本/株式会社サンワ

法律で許可された場合以外に、本誌からの無断転載を禁止します



り
七
月
号

時
伊勢.L 

d
ヲ〈

す
ふ
ワ
ハソ
ん
'

ン
タ
|
発
行

.外国発行の宝くじを、日本圏内において購入することは‘法律で禁止されています二


	8052
	8053
	8054
	8055
	8056
	8057
	8058
	8059
	8060
	8061
	8062
	8063
	8064
	8065
	8066
	8067
	8068
	8069
	8070
	8071
	8072
	8073
	8074
	8075
	8076
	8077
	8078
	8079
	8080
	8081
	8082
	8083
	8084
	8085
	8086
	8087
	8088
	8089
	8090
	8091
	8092
	8093
	8094
	8095
	8096
	8097
	8098
	8099
	8100
	8101
	8102
	8103

